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第 l章 大沢野町の概況と労働力の集積
第 1節概 況
富山県大沢野町民面積75. 9 pぱ富山県の中南端に位置い昭和40年匡跡調査によれば、
人口 17, 5 0 4名、世帯数三 83 5、郡部では中程度の規模の町である．
町の南北は約21 Km、東北は約6.5 Kni-"C,，南北に長〈、北は富山正南は岐阜県神間町に接し、
その間を富山と中京経済圏を紘ぶt級国道4 1号線治九背骨のようκ貫いている。東は山地をへだ
てて向郡内の大山町に続き、西は神通川を境に八尾町およと細入村l'C接する。
地勢的には①神通川上流にあたる南部幻長弛帯（神通暁左岸の旧下タ村と時合勝利東部地区、
神通川右岸旧黒瀬谷村東斜地のイ明｝、②棉這JI谷口の扇状地帯・．段丘地帯をあわせた北部北但地
（！日大沢野眠 e旧大久保町、団自糊す〉から成立ち、集落は神通JI[;O！山地を出はずれたと ζる笹津
付近をかなめとした康状地の中に、ほほ収まって岡弘
人口の比重工圧倒的に匡道沿いの平坦地（旧大沢野町一旧大久保町｝にあり、富山市南富山から
大久保・八木山・笹津と、人口密集地帝を縦貫して富山地方鉄道笹津績が走り、南富山花笹津閣の
所要時聞は5日分、！朝夕の通勤・通学時には 15分から五 日分の間婿で電車が運行され弘
蕗重機脇工、上記電鉄を主とするほ久寺家・富山問、笹津・八尾間1-C. ，ス、．笹浮から八尾を経
て富山氏至る国鉄高山続があり、さらに匡道筋κは富山・猪谷間．富山・補間関の定勝はも進行
されて、それぞれに通勤者の忌となっている。国道を束期すれば富山市中心部から大久保へは10 
Km余、八木山までは同じ〈一直線I'(13 Km久富山市近郊の比鞠守交通機関に恵まれた地域と言っ
てよいだろう。
昭和40年国勢調査による大沢野町の産業別〈大分類｝就業者比率は、第 1-1表のとおりであ
主旭町は全体として農村地帯に入札第1次産業就業者は全県平均を4.so/o上回って 55.6%を占
める。実数にして 3,4 8 6名。そのほとんどは農業である。林業は全体の 0.4 %、 55名を数える
にすぎ念い〈注｝。
（注｝ 大沢野町の耕地・山林面積は第1-2実説環。山林面積は広い治淋業は発達していな
ν、。山間部においても住民の主たる産業h九零細な耕地に頼る農業である。大沢野町の
農村地帯としての成立以比鞠拘新し〈、藩政噺tの新田開発（舟倉野用九大久保用水
開削等入および野治校岸から企てられ大正末κ至って完了した大沢野原野開墾〈大沢
野用水完了｝をもって、ほほ現在拘姿となったe現在町の耕地率は56係、圧倒的部分
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は水田であり、町工早場米を主とする水田単作地帯κ入る。
第2次産業就業者の比率は高〈、 55. 3 %実数では3,4 5 8 ~弘第 1 次産業就業者数とほとん
ど等しい。との長津は全県平均を 4.1%上回るものである。君臨Eとくκは片すでは生活の破壊がすす
むなかで自治体土木事業あるいは民烏鷺設業に徴募される日雇労務者向ミえ、とれが第2次産業就
業者芸名を高めているが〔県内では組入村40.1%（建設業19. 2 %）、平村5虫 5%（建設業 36. 
8 %）左ど〕、大伊野町では鉱業0.4 %、建設業6.8 %、製造業28.1 %と製造業獄業者が高い比
率を占めている。
製造業の業種別内訳は第 1,-1表κ示されるように、機械・化学工業就業者比率が第1位を占め
る．工場も笹木・八木山地区の日本カーボン、敷島絞績、機械工業センタ1 大久保地区の北陸電
気工業念ど多様な大工場をかかえている。
川第5次産業は事菊ヲ庁数ζそ多いがその大部分は零細商店によって占められ、労働力集積度の比較
的高いものとして山地鉄職員、国鉄戦員 臼本カーボン下請の遥輸業者等から成る運輸通信4.6 
%および就業者数は少ないが集中し、作業も工業労働者的性格をもっ発変電所関係•＇そして町職員
を主とする公務員関係が注目される。第5次産業就業者の構成比は2虫1ザ九実数 2,8 5 5名であ
る（法九
〈注〉 製造来就業者比率は富山県内でいえば大島村（ 43.6%）、井波町（ 33.9%）、
掛端町（ 32.7%人出!I町（ 2虫 5%）気きわめて比率の高い町村の例も少〈左い。
しかし、上記のいずれも樹監大工場の所在地であり、内訳で哨雌工業溺業者の比率が
きわだって高い（各 31. 4号、 1 ~ 2o/Q, 18.6%, 1五4%）。大沢野町の場合、業
種の多機民男子就業者此淳の高さ、そして製造業就業者数の大きさの点で特徴をもっ
ている。〈第 1-4表〉。
大沢野町祉、昭和28から29年にかけて！日大沢野町と黒瀬谷東部、船勝村下タ村」大久保町
の合併によって成立した0..各地区はそれぞれ旧町村の地勢的・注業的特徴を残じている。
第 1-1表 就業者の産業別
（大分類｝割合 ( s 4 0年〉
富山県 大沢野町 i富山県！大伊野町
数 1 0 0.0 1 0 0.0 縄平hi 4. 7 9. 3 数 3 1.3 3 5c6 8. 2 6. 4 雪長 3 0. 2 3 5. 2 3 z 5 2虫 1
書長 空 w卸小売業0. 3 o. 4 1 5. 9 1 0. 6 
業 0. 9 。 咽金融・保険一条 1. 7 1. 1 
総、 i次第 数 3 1.2 る 5.3 lX 運輸通信楽 4.8 4. 6 一 N 鉱 業 0. 2 0. 4 E主 x 電気ガス菜 1. 1 2. 4 
次：＼製羽l市同一E望長 設 業
z 4 6. 8 業 XI サービス莱 1 1.6 8. 5 
産 数 2 3. 5 2 8. 1 XI 公 務 2.4 1. 8 
楽 属・機械・ィt浮 1 0.6 1 2. 5 〉担分類不能 0. 1 o. 1 
「匡勢調査Jκよる -2-
第 1-2表（A) 耕地面積 (s 4 o・2・1) 
3,854ha 1 4 5 ha 1 2 7 ha 3,584ha 
総面積 国有林 公有林 民有林
(B) 山林面積 (S 4 0・4)
総面積 国 ? ? ??
??
? ??
?
???
? ?
?
? ??『?
???
???
? ?
???
? 。 ， ?
? ↑
1. 7 7 4町2反5畝 I1. 5 8 6町7反2畝
大沢野町「町勢要覧19 6 6 年J~よる
第1-3表 男女別製造業就業者数 ( s 4 0年）
大沢野 大 島 城 端 i庄 Jl i井
男 1. 5 1 2 5 3 7 る96 
女 1, 2 .t1 4 I 9 3 5 i 1, 4 7 o I 6 1 6 
「国勢調査J~よる
第1- 4表（A) 大~野町の工業 ( s 4日・12) 
業 種 Zリ 事業所訟 従業員数 出 荷 額
総 数 る5 2, 4 0 1 7,640,1 20干伺
食 料 3 1 2 7, 1 2 0 
木 材 3 2 8 4 0,4 9 0 
窯 業 1 0 7 2 0 3,679,46日
機 も女 ι 5 4 5 1, 7 0日
電 気 機 械 6 5 0 4 31 2,8 OD 
輸 送 磯、 械 2 1 7 9 308,780 
繊維・印刷・金属 五 9 0 7 3,236,780 
そ の l他 a。． 5 2, 9 9 0 
「工業統計調査jkもとづく概数
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第 1-4表（ B）念らびに付図
神通 Jl 地帯の主要工場 神
設立年 業種 工場 名
1 9 1 6 三芸 美 大石瓦工場
1 9 1 7 II 貫場瓦工場
1 9 3 1 機株 敷島紡綴
1 9 3 4 窯業
1 9 3 5 II 日本人
1 9 3 8 止：＆・ 属 日本マグネ
1 9 3 9 II 国産軽銀
木材山岸大材
1 9 " 3 I構紙北陸自｜
出：構輔1i副
上新川郡中学校教育研究会社
第2節 労働力集積の歴 i1
大沢野田Tの歴史は古〈、延喜式記載の姉倉比売神社側勝村舟倉〉、永い寺歴を誇る帝竜寺（船
~キ村守家）などの4土寺を伝えている。だ治宅見在の村落は、江戸中期来の荒地開拓と煽水開削によっ
てほほ今日の形をなした〔牛ケ首用水（1 6 3 2年）、舟倉野用水（18 1 7年）、大久保開拓
(I 8 2 7年）、大沢野開拓（1守口口年） 〕。村の歴史はいわば．飛躍の時期を持ってきた。すな
わち荒地開拓・用水開削事業の完成、そして移住というコースである。
昭和期Vl:irいても、それは新たな形でくタかえされ九金融恐慌後、昭和・5年笹津土地興業株式
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通川地帯のなも念工場（1 9 6 2年）
従業員 地図の 備 考 j 9 4 6 木材 岡田林業 1 3 1 3 番 号
1 3 4 1 9 4 7 築業 大久保鉄工所 3 5 6 
8 7 1 9 4 9 印刷 協和印刷 1 5 ι 
9 3 3 1 0 1 9 5 4 土石 長森 5 5 コンクリート一
5 0 0 ？ 1 9 5 5 機械 上野鉄工所 5 1 1 
4 9年閉鎖 1 9 5 9 金震 布上鉄工所 3 0 1 2 
ドー 守ーー 『『ー 】ー
5 0年 F 1 9 6 0 機械 大沢野精密 2 2 8 
工
5 1年 p II II 不二工業 2 6 5 8 ヨ当乍号長二
北 陸機械
セ
5 7 5 2 ， J少 5 2 8 , 
ン
5 1 4 1 9 6 1 金属 東邦電溶 3 0 8 少" 
ヤーーーー
1 1 5 ， 機械 双葉精機 2 3 8 
3 4 6 生産額 1 o.8 0 0万円
会科部会編「郷土神通と常願寺」 42東、 43頁
会社の設立にはじまる工場誘致、そして戦時K辛子ける箪需工場設立がそれである。
新し〈始まった f工業化Jは、え蹴的にはほぼ旧大沢野町笹縁地区、八木山地区K集中した札
その規樹立町の労働力構成を周辺農村地帯とは違てったものとするほどに大きかった。経過的概要は
次のと公bでるる。
1 ) 工場誘致期
第1次大戦後ゆ工議用電刀需要。増勢（「近代的原動力の編成替え」山田盛太良時限す応す
る阪神方面への長距離送翠体制。整備、要衝としての地理的位量という条件のもと、昭和4年
高山線。臼メu屋．・笹津間開通と続く飛越工雪地処長を契機に‘農業恐慌、農村不安の抗議を内
部的要因として大地主による工場誘致への欲求は高まらざゐをえなかったー昭和5長日本電
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力株式会社の傍系会社として資本金50万円をもって設立された笹津土地興業株式会樹、広
大左土地K多数の小作民を擁して共同的変土地経営VとるたるとともK工場誘致に努め、昭和
6年実満織物株式剣士笹津：TI易の殻置（7年繰業開始〉、昭和9年日本カーボン株式会社黒鉛
化工場の建設に成功し、大沢野町のいわゆる「工業化」の端初はとこK聞かれた。
軍事インフレKとも~うその後の発展は青踏について第 1 - 5表のとなタである。
第1-5表 天満織物笹津工場増設工事表 （数値判び記録は「大崎
精紡機 鎧 数
町誌J{l.よる。
昭和 7年 3 0 4 0 0 操業夢験台
， B年 3 8 8 0 0 2薬開設工事完了
以下ζの項の数値等は、とく
にことわタ念い場合伺町詑せと
よる。）， 1年 5 7 8 5 6 I第五期増設工事完了
2) 戦時動員期
上記要因と実績をベースに宰事経済進展Kともなって町には軍需関係土場が新設されていっ
た主左ものは第~－ 6 表のとなタであった。
第1-6表 軍需工場の設立と閉鎖
設立 工 場 名
反人造黒 ~r:t~臨浮エ~昭和 10年日本
1 3年日本
グ 14年｜固定
マグネシユーム作~'l'.'5 山コヨ多
霊草Q銀工業的富山工場
金む気工業側本村江場[I 1 8年！日
閉 鎖
昭和24年
， 2 5年
II 2 6年
従 業 員 数
最盛時（昭和18 ｛半） 1 4 2名
戦時や 2. 0 0 D名
戦時中 3 8 8名、外応召者約 60名
aE誇IJ1 8年 5 0名、 20年 120名
（大沢野町誌Kよるつとのうち北陸忍気だけが大久保、他は大時f地民）
当時の笹津・八/jて山地区のにぎわいについて「大沢野町4誌jは次のように伝えている。 （ 
敷島紡話、日本カーボン、日本マグネシユーヘ国産軽銀等）一時は大t~町の大エ境地帯を
形成し、黒煙四時竺を掩い、戦時中の投娠を僅めた朝夕のラッシユ時には、押すなへすなの混
雑で往来も容易でまかった。 J（下巻13 7頁）
坑設工場では、カーボンは需要急増に応えて昭和14・15与にかけて一貫製造体制を確立
L-tco一万、民需主主主主は縮少され、天満紡績の後身朝日紡績（昭和19年合併によb敷島紡績
と改称）は、精紡機42、 1.0 0 0君。政府供出あるいは他工場移送〈昭和18年）を記録し
なければ念らなかったの
既設、新設工場労符力の大部分は他来、他町村からの流入によった。 i通家＊＂~勘員法（昭和
1 3年制定、 14年旅行令） VCよる戦時自民皆働体制が、労働力移動の社倒{Jiば粁とな人流
入の激しさについては第1- 1表がとれを伝えている。すをわち、昭和1ち年から同20年に
かけて富山県全体の人口は疎開等を加えて16%弱。増であった治元このおk沢野地区は50 
%(2,777人）の人口増、町内他地区も従来の停滞念いし減少から転じて40～45%の八
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口増加を示しているのである〈注）。
〈注〉 各工場の社主・寄宿舎に関する資料は断片的であるが、日本マグネシユームの例
では社宅建坪1.1 2 6坪、寄宿舎建坪71 's坪であb、その収容量とともK寄宿舎
居住中心。労働力構或がーうかがわれるc
f工業化」の町内農業労働力にたいする影響はそれほど大き念屯のではなかった。日本カー
ボンは早くから地元船勝・大沢野出身白調健な農家労働力を徴募する政策をと夕、地蝿気で
は少人数念がら通勤労働力によったcそ0限タでは兼業あるいは通勤労働者化は進んたしか
し～大規実念転換・移動は金〈みられない。
3) 戦後経済復興期
敗戦から高度経済成長期にいたるまでの時期は、戦後国家独占資本主義の波乱にみちた幾つ
かの時期をふくん叩ρる。しかいととでは高度経済成長期白出発点を形成する 2、 5の問題
にとどめざるをえなν、す友わちず 1敗戦・軍需生産の中止とともに過剰化Lた労働対まどと
へ行ったか。 2関連して大沢野町の工業的性格は失われ対当。 5敷島紡績、白本カーボン、北
陸電気になける生産動向と労働力の問亀以下、主要工場の推移と人口統計Kよって屡述する。
住として「大沢野町謝昭和33年2月刊によるつ）
a、軍需工場の転換・閉鎖
一時期隆盛をきわめ、町K画期的な労働力集績をもたらした箪需工場は、敗戦とともに事業
の中止、民需転換を余儀な〈され九そのう~ (1蹄和17年に炭素電極製造設備Kよるアル
ミユユーム製造用電極の製造と塩化主主ーによる金属マグネシユームの製造を開始した日本マグネ
νユーム欄富山工場、金）「アルミナ」の雪解製煉Kよるアルミニューム製造工場として昭和
1 9年11月vc生産を融合した国産軽量紅業側富山工場、 (5）人造黒鉛の製造から戦時中は硬質
研削材としてのアランダムθ大量生産にのbだしていた日本人造黒鉛駒径津工場。三つは戦
後その旧設備と在庫資材を3利用して民需品生産K転じたがゆ）日本瓦がよびマグネγャ建材の
製造、 (2）アルミ家庭器物製造から識機部品鋳造ヘ、（3｝人造黒鉛製造再開〉、ド，ジライン下の
企業整備の渦中K備工、あるいは朝鮮戦争ブームK続〈いわゆる平和不況の中で姿を滑すとと
となっ九 (1>)醐 25年明、金）麟026年 12丹、紛掛!l2 4年11月、いずれも閉豊島〉
との問事業tま逐渉縮小されていた北陸鎖当時（2は従業員83名、色）4 0名と伝えられる。 (1)
K三いてはつまびらかで念い。
b、敷島結績、カーボン、北陸軍乏の発展
イ） 敷島紡績暢笹濯工場
昭和 20年
I' 2. 6年
I/ II 
、
, 2 9年
II 3 1年
繍幾 20 7台新設機織関除
機織部門閉止。
精繍幾 50.400鐘新記
撚系・スフ紡出関脇
精紡磯1.6 0 0鐘、撚剥幾 9,6 0 0鐘増私コーマ機35台強他
一τー
以上を貫〈戦後原綿割当と輸出第一主義、朝鮮特需、休戦と操短，合理化、輸出リン
ク制と製品高級化bよび撚糸スフ生産等の鮪邑を経て、昭和 52年現在従業員 1,1 1 2 
名運転鐘数精紡機116,656錯、撚糸機 26. s .610鐘。従業員の出身地は地元富山
県が大部分を占め、次いで岐阜・長野・新潟・山形のj民言うまでもなく若い女子。寄
宿舎生活を中心とし、会老憐設としても社宅（ 1 1 4戸）、男子寄宿舎.（65人収容）
女子寄宿舎（ 1, 4 4 0人収容）を有する。合理化による人員削減と戦後民主化Kよる下
宿、結婚後就業継続の可古巨化等Kよって、昭和52年 7月現在在寮者 65 3名、通勤者
4 5 9名を数えた。
ロ） 日本カーボン欄富山工場
昭和20年以降国際競争対処ρためκi備の増強・拡張ならびに合理化’列国技術導
入をへて、瞬日 32 &E現在、人造黒鉛唱極年産12, 0 0 0屯、天然黒鉛電極年産2,40 0 
1包、カーボンブロック年重量 1,2 0 0屯、カーボンベースト年産60 0屯等全国電極生産
の4分の1（当時）を占め、高級製品は輸出されている。従業員 46 8名（内職員48 
名、労務員 A2 0名）。労務員中女子は10名のみ。担定57棟、寄宿舎1棟を所有し
ているカえ労務員の？割は船酔抱区農家を中心とする地元大潟野町出身で占められてい
る。
ハ） 北陸毒気エ業倒
同社は昭和18年軍用民調支肢障賠抵抗器製造D軍管理工場として発足い戦後一時
縮小を余儀なくされながらも旺盛なラグオ受信機需要なよとル各種通信機需要に支えられ
て栄P切九朝鮮戦争事テレピ普及、 トランジスターラジオ輸出増などととも繕進的に
工場を新設してき九工場開設および従業員の推移は第1-:.7表のとなタである。
中心的な工程は細かい手作業から成D、特却の熟練を要求し念レ司。従業員は圧倒的に
女子から成夕、昭和32年 7月現在従業員 58 0名中女子は50 0名を占める。工場は
近在κ滞留するi廟j女子労働力の吸収をねらって農村地帯各地K分説的に設立され、農
村を基盤とナる低賃金産業の典型自句なものである。
第 1「 7表 北陸電気工業工場と従業員数
工 場
名 称 開設年次
本社工場 昭和 1 8年
議原工場 ，， 2 5年 (2) 
八尾工場 , 3 ・1年
古川工場 ， 5 2年
※ f大沢野町誌j下巻による。
。）従業員数は昭和52年7月む臨
{2) 「会社概要jでは醗!l26年設置
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従業員数引
3 1 0 
1 2 0 
7 0 
8 0 
従 業 民 推 移
年 次 J貝 数 年 次 貝 数
昭和 1 8 年 5 0名 昭和 2 8年 2 0 0名
， 2 日年 2 0 , 3 0年 2 5 0 
” 2 3年 8 0 
// 3 1 斗ユ 4 2 0 
， 2 5年！ 6 0 ll 3 2年 5 8日一
※ 「大沢野町誌」下巻による。 32年は 7月、他は4月現在。なな、年
度をとった「会担調要」にくらべて若干多〈なっている。
。、人口の異動
労働力の自然的盈婆である人口を総体として考察すれlえーとの特徴点は次のとなタである。
l. 敗戦とともK戦争末期の異常な膨張（社会的流入〉は一気にとま夕、代って動員解除
疎開解除、復員、企業再建整備等による流動の時期を迎えた。
2. 操業の停滞と縮d、、そして一宮J工場。閉鎖という事態にもかかわらず、戦時K形成され
た米沢野町の人口水準はさほど説化が念かった。都市住宅朝背の未回復と農地解放、業種
転換を図タ念がらの各工場の援業lに文：tられて、減は僅少なものにとどまっ九
3. 昭和♀ 5年‘五口年の国勢謂査でみると、同崩関ο富山｝宗‘．
大沢訂町℃、は飽》左滅を示したO 富山・高岡市地区C言語工業活獲にもかカミわらず、町内工
場。復興と電力開発（神通1i第仁第ム第五発電所建設工事、昭 27年5月－ 30年
1月）、そして通説の使 (S訪日25年南富山・大久住耐の電車軌道〔富山地方鉄道、現笹
津線〕沙護活、同2 7 年笹~iよまで延長）等の要因によって、戦時K達成された人口（労働
力）水準ほ吾子低下しながらも高度経済成長潮の産業活動の差益殺となった（第1-8表）。
第 1-9表、第1-1口調布これまで述べて来た事実を地区Jj1仏両統計によって示し
たものである。地区別労働力集積の推移は同表で示すにとどめざるをえない。
第 1-8表 大沢野町人口の推移（昭 30.～4 0.) 
年 次 世干者数 人口総数 男 女 県総人口
昭和五 3年 3, 4 6 5 1 8. 3 4 2 史10 0 9, 2 4 2 1. 0 2 1,1 2 1 
， 3 5年 3, 6 3 9 1 7,7. Q 5 8 . 4 8 6 司21 8 1. 0 3 2,6 1 4 
!I 4 0年 3, 8 3 5 17,504 8, 3 7 3 号13 1 1.025,465 
「圏勢調査JKよる。
一戸？ー
第 1-9表
戸 口 統 計
年 次 地区名 大沢野区 大久保区 紛勝区 下タ区 小羽区 * 言十
世帯数 7 3 0 !5 8 1 4 5 8 3 1 9 1 7 5 2, 2 6 3 
男 1. 4 8 1 1. 4 0 0 1, 1 3 2 7 9 6 5 4 8 5. 3 5 7 
大正 。年
女 1. 6 2 3 1. 4 5 1 1, 1 0 7 7 6 5 5 5 8 5. 4 6 4 
計 5. 1 0 4 2, 8 3 1 2. 2 3 9 1. 5 6 1 1.0 8 6 1 o.8 2 1 
世帯数 8 7 7 5 8 6 4 4 6 3 3 2 1 8 0 2.4 2 1 
男 1, 8 2 5 1. 3 9 1 1.0 9 8 8 0 6 5 2 2 5, 6 4 2 
大 .IE1 4年
女 1. 9 5 6 1.4 3 1 1.1 0 4 7 8 8 5 2 3 5. 8 0 2 
言十 3. T 8 1 2. 8 2 2 2. 2 0 ? 1. 5 9 4 1.0 4 5 11,444 
世帯数 9 3 7 5 8 6 4 5 3 3 4 3 1 8 0 2. 4 9 9 
男 2, 0 5 7 1. 4 5 1 1.1 8 7 8 2 8 5 5 3 6. 0 7 6 
SB if日 5年
女 2, 1 1 2 1.4 8 9 1. 1 6 7 8 5 8 5 4 8 6, 1 7 4 
言十 4, 1 6 9 2. 9 4日 2. 3 5 4 1. 6 8 6 i,1 0 1 1 2. 2 5 0 
世帯数 9 7 6 5 8 0 4 2 8 3 2 5 1 7 6 2. 4 8 5 
男 2, 2 6 1 1.4 6 9 1.1 6 4 7 1 8 5 :;8 6.1 5 0 
昭和 TD年
女 3. 3 2 1 i. " 9 0 1. 1 1 1 8 2 7 5 1 8 7, 1 6 7 
言十 5, 5 8 2 2, 8 5中 2, 2 7 5 も54 5 1. 0 5 6 13.317 
世帯数 1. 1日 4 5 6 1 4 0 5 2 9 4 1 7 0 2, 5 －~ 4 
男 2, 5 9 5 1.4 2 4 1.1 4 8 6 4 8 4 7 1 6. 2,8 6 
昭和 1 5年
女 6, 8 9 s 3. 1 0 2 1.4 4 8 1.0 8 3 7 4 5 5 1 7 
言十 5，、69 7 2. 8 7 2 2. 2 3 1 1.3 9 1 9 8 8 1 3,1 7 9 
世千奇数 1. 6 2 9 8 7 2 6 2 7 3 9 7 2 0 8 3, 7 3 3 
男 3.己65 1. 8 7 9 1, 4 9 7 8 6 8 5 2 4 8. 6 3 3 
昭和 2 0年
女 4, 6 0 9 2. 2 7 5 1.6 0己 1. 1 1 5 5 2 8 1o.1 3 5 
含「 8, 4 7 A 4. 1 5 4 3, 1 0 5 1.9 8 3 1. 0 5 2 1 8, 7 6 8 
世帯数 1. 5 7日 6 9 2 5 0 6 3 5 3 1 8 2 3, 3 0 5 
男 3. 7 8 6 1. 7ヲ5 1. 4 4 6 8 6 3 5 3 5 8, 4 2 5 
昭和 2 5年
女 且， 96 3 1. 8 3 9 1.3 9る 9 5 0 4ヲ2 虫63 7 
8, 7 .1 9 3, 6 3 4 2, 8 3ヲ 1, 8 1 3 1.0 2 7 1 8. 0 6 2 
世帯数 1. 7 4忌 6 7 0 4 9 5 3 2 5 2 3 0 3, 4 6 5 
男 4. 1 2 6 1.7 ・1 5 1, 3 9 9 7 9 4 1, 0 7 0 9. 1 0 4 
昭和 3 0年
女 ＂~. 6 3 4 1.7 8 0 1.3 7 3 8 8 7 5 5ヲ 究23 3 
言十 8, 7 6 0 3. 4 9 5 2, 7 7 2 1.6 8 1 1.6 2守 1 8, 3 3 7 
「大内野町誌J下巻付属統言様ょ D
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第 1ー 10表 国勢調査K示された職業人口（昭和 2 5年）
；三号 大沢野地区 大久保地区 船 l野地区男 女 計 男 女 計 男 女 計
農林水産業 608 783 1, 3 9 1 588 6 2 1 1,2 0 ~ 6 7 1 699 1. 3 7日
工 業 834 1, 4 0 7 2,2 4 1 1 6 8 33 2口1 1 1 0 23 1 3 3 
商 業 1 8 3 1 7 9 362 88 6 1 1 4 9 6 8 1 4 
運輸通信業 265 36 3 0 1 75 1 2 87 1 7 日 1 7 
公務・自由業 1 8 1 1 4 7 328 1 1官 54 165 55 1 5 70 
其 ’他 2 。 2 。 2 2 1 。 1 
無 耳渓 1713,2411 4.124 7 6 5 1,0 5 6 1,8 2 1 586 648 1, 2 3 4 
言十 3. 7 8 6 4.9 6 3 I 8. 1 4 9 1, 7 9 5 1, 8 3 9 3, 6 3 4 1,4 4 6 1,3 9 3 2,8 3 9 
区 少、羽地区 合 言十
計 男 女 きロi し 男 女 言十
362 564 2 3 1 244 475 2,3 0 0 2,7 0 9 5，日日？
52 1, 2 1 8 1.4 8 6 2,7日4
高ー 1 0 1 3 6 291 253 544 
淫諭通信業｜ 1 3 6 I 1 3 I 1 4 9 I 1 2 ! 1 2 I sos I 6 1 I 566 
公務・自由業i 331 1 a I 1 a I 6 I 2 4 I 3 9 s I 2 4 o I 638 
他｜ 日 。 。
戦 l425 544 959 23日 22 7 I 4 s 7 I 3.9 o 9 I 4.a s 6I a.s 9 s 
863 950 1. 8 1 3 s 3 s , 49.2 I 1,o 2 7 I a.4 2 s I兄637118.口62
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第 2章 大沢野町の農家と兼業
はじめに
大沢野町は旧大沢野、旧大久保町、旧船勝村、 IB下タ村、旧黒瀬谷村｛ζの村Kは八尾町K合併
した地域もある）の5町村が合併して出来た町であるカ込今日それぞれの地区の聞には、産業構造
の上でも地域差がかなタ存在している。例えば、沼和44年に大沢野町が行った労働力統計調書。
結果Kエって悌2-1萎参照、）、地区別・産業男崎業者数をみると、町全体では最も多¥A('.)f主義4
第2-1表 地区別・産業分類別有業者数
業 ｛議 業 鉱 業 建設業 製造業 卸売産量 業 林 小売業
735 2 9 ι7 461 1,7 9 1 5 24 大沢野地区 ( 1 4. 9) (b. 6) (o. o) (1. 4) (9. 4) (3 6.4) (1 0.η 
684 4 6 1 4 3 428 22 1 大久保地区 (3 4. 6) (0. 2) (0.1) (0. 3) (Z 2) (2 1.6) ( 1 . 2) 
8 5 5 6 4 84 249 62 船勝地 i三 (5 z 4) (0.4) (0.3) (5.6) ( 1 6.7) (tl.2) 
1 7 9 守 28 78 1 2 4 18 下 タ地 区 (3日.1) (1. 5) ( 4.7) (1 3.1) (2 0. 8) (3.0) 
1 9 O・ 8 8 50 73 ？ 黒瀬谷地区 ( 4 5. 3) (1. 9) (1. 9) ( 11. 9) (I Z 4) (2.1) 
2.6 4 3 56 I ♀ 1 1 3 I 81 6 26 6 5 834 大沢野町 ( 2 8.1) (o. 6) (o.o) (t 2) I (8. 9) I (2 8.4) (P.9) 
資料：大沢野町、昭和Li 4年労働力統計調査結果表（昭和44年8月 1日調査）よタ
第 2-2表 従菜地別・産業分類別有楽者数
農 業 林 業 漁 業 鉱 芸美 建設業 製造業 小卸売業売
大 沢野町 2.6 3 9 4 0 1 55 464 2,0 3 2 53 0 
（？虫8) (71.4) (5 o.o) ('.! 8.7) (5 6. 9) (7 6. 2) (6 3.5) 
富 山 市 3 7 1 3 230 5 0 9 263 
(0. 1) (1 2. 5) (1 1. 5) (2 8.2) (19.1) (3 1.5) 
細 入 ネf 3 1 20 75 （口.0) (5.4) ぬの (2.5) (2.8) 
j＼、 尾 町 2 5 1 4 2 (3.6) (o. 6) (u. 5) (o.2) 
婿 中 町 1 五 1 0 (0.9) (0.4) (0.4) 
呆 内 3 1 8 70 . 1 8 1 5 (5.4) (5o.O) (Z 1) (8.6) (o. 7) (1・s)
県 外 1 35 24 7 2 4 
(1. 8) (3 to) (2.9) (0.3) (2.9) 
合 言十 2.6 3 9 5' 2 1 1 3 81 6 2,6 6 5 834 。oo.o) (100.0) (1 D o.o) (1 0日.0) (1 0 0.0) (100.0) (1 0 0.0) 
資料：前表に同じ
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金造業で全有業者の2 8~4 %を占め、農業の28.1 %を僅かながら上まわっている。そしてとの両者
が他産業民比べて圧調j的に多数を占め、あとはサーピス業の虫 6%、卸売小売業と建設業の8.9% 
等が目立つている程度である。と ζろ《 ζのよう念有業者。産業別構成を地区別｛旧町判別〉に
検討してみると、町の役場汚催地として、町の政治、経済~心であ夕、都市イ弘 正業化。最も進
ん叩入る大沢野地区では製造業が36. 4%を占め、農業の 14. 9 %を大幅亡51離してhる。またζ
の地区ではサービス業（1 1.3 %）や卸売イ涜業（1 'o.7 %）も農業kてかなb接近した割合を示し
てかb、町内では農業従事者の割合が最も低い地区であゐ富山，市K瞬接する大久保端茎は大沢野
地区~lえいで都商L Z業化の進んだ地域を含んでいる詰込町内でも比較的大規模な農家が多い地
｛人・%）
融 不 動 電気がス
保険業 産 業 運通信輸業 水道業 サー ビス業 公 務 合 計
城でもあっても農
業従事者が34. 6 
%と金有業者む 5
分の1を越え、次
いで製造業が21.6
%、サーピス業が
11.3o/o,.多院小
売業が10. 7%と
ヤーーーーー・ーーー回』ー－
74 2 1 208 244 
(1. 5) (0.4) (4..2) (5.1) 
35 8 84 70 
(1.8) (0.4) (4.2) (3.5) 
1 1 2 37 23 
(0.7) (0.1) C2. 5) (1. 5) 
1 1 2 72 
(0.2) C2. 0) 。2.1)
2 15 14 
(o.5) ｛五6) ｛五3)
1 2 .0 34 356 一、 423 
(1.3) (o.4) (3.8) (4.5) 
金融 産不 業動 運輸 電水気道ガス業保険業 通信業
4 5 1 9 1 1 0 1 9 4 
(3 7.5) (55.9) (3 0. 9) (4 5.9) 
7 1 1 3 1 9 8 1 4 8 
(59. 2) (38.2) (5 5.6) (3 5.0) 
1 1 7 24 
(2.9) (4.8) ｛忌7)
2 5 8 
今（1.7) (1.4) (1. 9) 
5 1 1 
(2.9) (1.4) (2.6) 
2 1 4 24 
(1.η (3.9) (5.7) 
7 14 
( 2.0) (3.3) 
120 34 356 "123 
(1 0 0.0) (1 0 0.0) (1 00.0) (100.0) 
577 。1.3)
203 
(1 0.3) 
75 
(5.0) 
41 
(6. 9) 
26 
{6.2) 
90 3 
(9. 6) 
．十以業
543 
( 6 0.1) 
306 
(3五9)
7 
(0.8) 
1 6 
(1.8) 
4 
(0.4) 
22 
(2.4) 
5 
(0.6) 
9 0 3 
(1 oo.o) 
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206 4, 918 
(4.2) (1 0 o.o) 
89 1,9 7 7 
(4.5) (1 00.0) 
81 1,4 8 9 
（忌4) （昔日 0.0)
33 5 95 
(5.5) (100.0) 
24 4 1 9
(5.7) (1 o o.o) 
433 9.3 9 8 
(4.6) (1 o o.o) 
（人・%）
公 務 合 計
284 6.9 56 
(6 5.6) α4.りi
1 0 9 1. 8 7 0 
(2 5. 2) {1 9. 9) 
1 0 1 5 9 
(2.3) (1.7) 
1 5 69 
(3.5) (0.7) 
3 38 
(0.7) (D.4) 
1 1 188 
(2.5) (2.0) 
1 11 & 
(0.2) (1. 3) 
433 呪39''8
(1 o o.o) (1 0 0.口）
続いている。町内
で農業従事者の最
も多いの槻合併地
区であって、そと
では農業が 57. 4 
%と過半数をか~
b越えて辛子夕、そ
の他は製造業の16.7
%以外は数パーセ
ントを占めるにす
ぎず、町内で最も
農村的念地域とい
えようーまた岐阜
県κ境する山村地
帯り下タ地区は農
業は30.1 %と 5
分fl)1を割久製
造業が2o/8 %と
か~b高〈、建設
業の 13. 1 %がそれに続〈。下タ地区と同様に山村地域が多い黒瀬谷地区制合跡地区に次いで農業
の割合が高〈、半ばに近い 45. 3 %を占めて他産業を大幅に引き離してb夕、それに製造業 （1 z 4
%）、建設業（11. 9 %）が続いていゐ
ととろで、らしとのよう左町内の諸産業従事者の仕事制まどとへ求められているのであろうか。同
構て大沢野町。労働力踊十調査結果K基ずいて、町内の有業者の従業地別・産業分類別構成をみる
と第2-2表の如くである。とれによると、農業従事者の従業地は殆んど 10 0 %が大沢野町内で
あることは当然のととである《その他の産業の多くも、その従事者の半数以上は、その仕事先が
町内にをっているととが注目される。特に製造業では町内が76. 2 %にも及び、その他、林業、公
務、卸売小売業、サービス業、建設業等も過半数を大幅によまわっている。そして全産業の合計で
は有業者の 74 %"/J町内に仕事先をも丸恥ど 10 0 %が町内で従事する農業を除いて言権して
も、約64%が町内に仕事先をもっている。
町内K続いて富山市に仕事先をもっ者が多〈、特tζ金融保険業や運輸通信業では富山市が過半数
を越えてお、夕、全産業合計では約20%、農業を除くと2z 6 %が富山へ通勤している。またその
他の地K仕挙先がある者は、録業i℃県外が31 %ある以外は、非常に限られた数にとどま←っている。
欽業にむける県外 31 %は、下タ地底等から岐阜県神間鉱山等へ働きに出ている者が相当数いるた
めである。
第2- 3表 地区別・従業地司有業者数｛農業以外の産業について）
大沢野町 宮山市 ；：口入村 八尾町 婦中町 県 内 』長 外 i仁L) 言十
2, 9 0 3 1,0 1 2 4 7 37 2 6 1 1 0 49 ヰ，18弓大沢野地区 ( 6 9. 4) (? •L2) (1. 1) (o. 9) (0.6) α6) ( 1.2) (1 0 0.0) 
1 1 4 47 20 1. 2 9 3 
(o. 9) (0.3) (3.6). (1. 5) (1 o o.o) 
1 n 7 3 1 2 7 6 3 4 
(1. 6) (1.1) (0.5) (1.9) ( 1.1) 。00.0) 
8ろ 7 1 1 2 42 4 1 6 
(2 ri. 7) (1. 7) (0. 2) (2.9) (1 0.1) (10 0.0) 
1 1 7 5 7 229 I (1'3), (3.1) (2.2) (3.1) (100. 0〕
4・色 r 、J' 、J る9 3 8 1 8 8 1 1 8 6,7 5 5 
(2.3) ( 1.o) (0. 6) (2.8) (1. 7) (1 0 0.0) 
資料：大沢野町、昭和 44年オ働力統抗調査結果表よb
以上のよう念町内の有業者の仕事先l士、その大半か官丁内に集中するわけであるが．特に農業を除
〈その他。注業従事者vc－：二、いて、町内の名ゴ也区別に彼らの仕事先を検討してみると第2-3衰の如
〈でbゐ。これl’ζぶると各地区ともに町内に仕事先のある者が圧倒的に高い詞合を占め、特K大沢
野地毘では町内が6官4%にも及は船i野地区や黒瀬船出区でも町内が 60 %を越えてなれ者l
k続く富山市との陪JVCは大幅な開きが多る。しかし富山市に民援する大久保地区では従業地が富山
市にある者が4o. 7 %と町内の 52. 7 %ぷ辿つてな夕、また下タ地匹では町内カ嘘半数を割夕、富
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第2-4表 地区別・産業分類別事業所数
鉱業 建設業 製造業 卸売 金融 不動 運輸 電気ガぇトピヌ業 合計小売業 保険業 産業 通信楽 水道業
1 33 21 246 7 ？ 9 119 444 大沢野地内 ( 100_0) (4&5) (65.6) (66.8) (8Z5} (643) (72-7) (623) (64l} 
大久保地内 14 8 89 3 43, lb8 (20.6) (2切） (242) (125) (21;4} (225) (22β〉
16 3 20 2 14 （~~） 飴勝地区 (235) (9.4) (5.1) (143) (Z3) 
4 10 5 1日 27 下タ地区 (59) (27) I (2Z3) (52) (3.9) 
1 3 5 ？ 黒瀬谷地区 (1-5) (0.8) (26) 。.3)
1 68 ミ2 368 8 14 1 1 191 も9五合計 (10QO) (100.0) (1000) (100D) (10q:J〕 ( 100.0) ( 10 0.0} (100.0) (1日OD)
資料：昭和41年事菊芳統計調査対象名簿（大沢野町）よタ
第2→ 5表 地区別・従業者規模別事業所数
「 1 0～ 3 D～ 5 0～ 1 0 0～ 3 0 0人 t口』 言十1～4人 5～P人 2 9人 4 9人 ？？人 2 9 9人 以 上
3 5 9 33 35 '1 1 3 1 2 444 大沢野地区 (63.3) (6 4.η ( 6 . 0) (s 4. 6) (6 0.0) I (1 0 0.0) (6 6. 7) (6 4.1) 
1 4 1 5 8 2 1 1 5 8 大久保地区 (2 4. 9) (9. 8) (1 5.1) (1 5.4) (2 0.口） (3 3.3) (2 2. a) 
42 6 6 
c2 o.o) I 5 5 船勝地区 (Z4) (1 1. 8) {11. 3) (z 9) 
1 7 6 4 27 下タ地区 （五o) (1 1. 8) (7. 5) (3. 9) 
8 1 ？ 黒瀬谷地区 (1. 4) (2.0) (1.3) 
5 6 7 5 1 5 3 13 5 3 69玉合計 ('1 o o.o) (1 o o. o) (1 oo.o) (1 o o. o) (1 00.0) (100.0) (1 oo.o) (1日0.0) 
資料：昭和41年事業所統計調査対象名簿（大沢野町〉よタ
山市だけでなく、その地区に隣接する紬入村や岐阜県｛主として神岡町〉へもかなD通勤している
ととがわかる。
ところで、とのように富山市やその他隣接町村岡通勤している者治ミか友タあるとしても、町内。
有業者。大半ば町吋を仕事先としているが、特に町舟でもどの地区にそれが求められているのであ
ろう恥それを明臨する資料を今持ち合わせ念い坊主次にあげる町内の地区刷・産業別事差是所数
や従業者規模別事業所数（第2・-'4表及E繍 2-5表）にみられる如〈、各種の産業や従業者規模
にわたって事業所は大沢野地区に最も顕者に集中して辛子夕、それに次いで大久保地区にもかなタ集
中している坊主そのJ胞の地区では眠られた産業でじかも小規模のもの沙えその数でも非常K少いこ
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とがわかる。とのよう念事業所の分布状態からすると、町内の有業者の仕事先は主として大沢野地
区K、次いで大久保地区K集中しているものと推測される。とのようにして、大沢野町は大沢野地
区を桝区として、その内部Kそれそ'tL<D地域差を含みながらも、経期句にある程度の統一性を保持
し、発展さぜているといえよう。
そこで、との主主では、 ζの地域の各種D産業に対する労働力の大き念供給源ともをっている農家
の生活、特に農家の兼業の実態K少しく照明をあててみたいわけである。以下、大沢野町内の農家
の兼業の実態を、町内の地区別の差異にも注目し左がら、検討するととにしたい。
第 1節 農家の経営規模と収入
1. 経営耕地面税関農家構成
4 
大沢野町にかける農家の兼業を問題レてする前K、ます唱和 43年の農業基本調査結果にもとず
いて、経営耕地親族B向農家構成を樹すすることからはじめたい。そζで、大沢野町及び町内 5
地区の経営規模剥農家数を、富山県全体と比較しながら表示すると第2-6茨の如くである。
第2-6表 経営耕地面積男lj農家数
（戸・%）
~if~例区大久保地区 船併地区 下タ地区 黒瀬谷地区 大沢野町 富山県
一
a 以上 2 4 3 8 7 
6 ,3 1 1 7 2 7 537 2 1.2 1 1 9 
(41.9) (2 1. 6) 「13.9) (6 0.7) (1担3) (3 0. 4) (2 6. 8) 
5 0～ 1 6 3 96 1 0 3 51 75 4 88 24,955 ヲ守 a (2 8.1) (2 3. 9) (2 2.7) (2 6.4) (5 3.6) (2 z 6) (3 1. 6) 
8 9 70 11 0 20 32 321 1 8,7 5 3 1 0 0～1 4 9 a (1 5.4) (1 7. .~） （雪 4.2) (1 0.4) (2 2.9) (1 8. 1) (2 3.乃
1 5 0～1 9 9 a 44 70 98 4 6 222 1 D,1 0 6 
(Z 6) (1 z 4) ( 2 1. 6) (2.1) (4.3) (1 2.5) (1 2. 8) 
2 0 0～3 O O a 40 74 78 I 1 , 9 3 五712 (6. 9) (1 8.4) (1 z 2) (o.5) (1 0.9) (5.0) 
3 0 O a以上 1 s 2 8 14 8 
(0.2) (1.2) (0. 4) (o.5) (0.2) 
5 8 0 402 1 4 0 t. 76 9 79, 0 8 5 15- 言十 (1 0 0.口） (1 o o.o) 。oo.o) (100.0) (100.0) (1 o o.o) (1 00.0) 
資料：昭和43年農業基本調査結果報告書（富山県〉及び昭和43年農業基本調査結果表（大
（大沢野役場に保管）よタ
とれKよって、富山県全体と対比しながら、大沢野町の経営規模男！農家構成をみると、まず指
柑できる ζとは、 49アール以下の零細獲が、全農家<D3 0. 4 %を占ょっ、県の26. 8 %よ bも多
い点である。また、それとは逆に 20日アール以上の経営査員模をもっ上層農家も、大沢野町は、
1 1.4 %と、県の5.2%よりも s%も高い比率を示している。ととろが、その両者の中間の農家、
特に、 50～1 4 9アール層では、反対に富山県が5.5. 3 %と、大沢野町の45. 7%が低率にな
る。とのような町全体の特徴は、町内の五地区になける農家の経営規模別農家構成を反映したも
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のでもある。まず、 49アーJレ以下の零細農家の最も多い地域は、町内で純山村地域の多い下タ
端豆で、その割合は60. 7%と、全体の過半数を俊に越えている。との地域には、 20 0アール
以上のいわば共謀家は僅かに 1戸、 15 0アールらほj警も数パーセントを占めるKすぎず、 1 0 0 
アールまでの結営伊藤の小さい農家久全体の87 %余を占めているのが特徴である。下タ地区
と同様に山村地域が多い黒瀬谷地区では、 50～？？アールj蓄が53. 6 %と過半数を占めている
点からもわかるように、下タ地区よbもやや経営規模は拡大する治元 49アール以下j蓄が1世 5
%で、両者を合せると約 73 %とな夕、やは夕、 1 8日アール以下の小さい農家の比率り極めて
高〈、 15 0アール以上の上層農家も、下タ地区と同様K、倍率で4.3 %{ICすぎなし、
次に、との町内で水田耕作中心。平地農村地帯をえとしているといえるりは大久保地区と船勝
地区であろう。両地区とも、前のこ弛区に比べると、経営努践の大きい農家カ斗まるかに多〈念夕、
1 5 0アール以上＝の農家の比率は、結1路地区が 5立2%、大久保地区が3z 0 %となる。更に、
2 0 Gアール以上のいわば大農家の及第をとってみると、特氏、大久保地区は約20 %の最高率
を示し、それよタやや岱ぅ船勝地区も約 1G %の 20 0アー ノレ与仕j猷滞在している。とのよう
に経営規模。大き L農家宅〉比率が高い両地~{IC も、かなタの零細層も存在して訟夕、？？アール
以下の農家治元船勝では36. 6 %、大久保では45. 5 %を占め、特K大久保では49アール以下
の霜国農家が21. 6 %{1とも達している点が注目される。
最後に大関子地区民一方では経営規模の比較的大きい農家が相当数に及び、 1 5 0アール
以上j賢治－＞as戸そ数え、との地区全体の約15 %を占めている。まえとの地区民吉踏む如く大
沢野町の町役場の芳註地であタ政治、経済の中心として、もっとも産業イL都市イヒの進んだ地域
であって．大久保、船勝同地区K比べると、控営規模。小さい農家も非常K多ぐ、？？アール以
下の兵家が全体の70 %を占めて主；－.!'J、その比率：土先の黒瀬谷に次いで高いものである。また、
4 9アール以下。零細農家をとると、全体の41. 9 %を占めてな夕、その比率は、下タ地区の
.6 0. 7 %に次いで高いものである。
以上むように、一方では大久保、船勝両地区のように、大きを経営規模をもっ農家が高い構成
比を示す地域があるが、他方、逆に49アール以下の零細獲を多〈抱える下タ地区や大沢野地区
等が存在しているととが、先述のよう左大沢野町全体の特徴と在って現われたと思われる。
2. 農業収入割合男1農家構成
次に日訴［］ 4 3年¢農業基本調査結果にもとずいて、農家の農業収入の総収入K対する割合をみ
ると、第2-7表。如くである。大郡野町全体で、農業収入が50%以上を占めている農家は、
総農家数の 41. 3 %で、半数にもほど遠〈、吏κ富山県全体の46. 9 %よタも 5%余タ低いりで
る1コて、農業与I、
与L上の農家と、恋ると、逆K町が20. 2 %とな夕、県の 17. 7 %よDも高い割合を示している。ま
た、農業以外の収入Kよb多く依存している農家、特に農業収入の30 %未満の農家は、町が
3 z 1 %と、白県の 2z 5：%よタも 10%も高レI割合を占めているのが注目される。
こむよう左大沢野町の総収入K対する農業収入割合別農家構成を、更に町内の地区別に検討し
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第2;...7表 総収入に対する農業収入割合別農家数
｛日・%）
2 9 %以下 3 0～4 9% 5 0～7 9 % 8 0 %以上 t口>. 計
2 7 4 1 4 1 8 5 8 0 5 8 0 大沢野地区 ( 4 7. 2〕 ( 2 4.3) ・{14.7) ( 1 3.8) (100.0) 
1 , 1 7 8 8 9 1 2 4 4 0 2 大久保地区 ( 2 7. 6 ) ( 1 9.4) ( 2 2.1) ( 3 o.9) (1op.o) 
1 0 0 8 1 1 3 6 1 3 7 4 ~ 4 1~8 勝地区 (2 2. 0) ( 1 7. 8) (3 0. 0) ( 3 0.2) (100.0) 
1 2 9 3 6 2 0 8 1 9 3 下 タ地区 ( 6 6.8) ( 1 8.7) ( 1 0.4) ( 4.1 ) (100.0) 
4 2 4 6 4 4 8 1 4 0 黒瀬谷地区 ( 3 0.0) ( 3 2.9) (31.4) ( 5.7) (100.0) 
6 5 6 3 8 3 3 7 3 3 5 7 1. '? 6 9 大 沢野町 ( 3 7. 1 ) (21.7) (2 1. 1) ( 2 0.2) (100.0) 
21.765 2~228 23,093 13,999 79,085 
守在日 lJ 県 (27.5)', 25.6) (2虫2)1 (17.7) • ( 1日日.o)
資料：前表K同じ
第 2~s 表 訟も？を収入源別農家設．
オ木 業 漁 業～
建設業！製造業
安日 3τ愛E~ 
三者
狩猟業
7.k 産 鉱 業
小売業養種業
1 62 4 ムr, 69 1 7 !. 41 大沢野地区 (2 7. 8) (o. 7) (0. 3) (1 1. 9) (3 0. 0) (7.1) 
21 4 22 5ヌ 2 6 大久保地区 (5 3.2) (o. 2) (5.5) (1 4. 7) (6.5) 
2 73 4 9 60 12 船勝地区 ( 6 0. 1) (1. 1) α0. 8) (I五2) (2.6) 
s 1 1 1 : 3 35 29 下タ地区 (1 6.1) (5.7) ( 1 . 9) (1 8.1) (1 5.0) (0.5) 
55 4 28 1 8 黒瀬谷地区 (3史五） (2. 9) ( 2 0:0) (1 2. 9) 
733 20 30 2 0 1 3 4 1 3 1 
大沢野町‘ (4 1.4) (!.1) ( 1.7) (1 1.4~ G虫3) (4.6) 
出 3 8.7 7 1 1,0 8 7 5 5 3 2 50 10,946 1 0.1 6 4 .'i.6 5 6 富 県 (4虫0) (1. 4) (0 3) (1 3.8) (1 2.9) (4.6) 
資料：前麹C同じ
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金てみると、農業収入への依存度の高いのは、経営規模が比轍句大きな農家が多い船民大久保両
地茎でるって、農業収λの割合が50 %以上の農家が、前者では6日比後者では53 %と、い
ずれも過半数、特に船勝地区では、 60 %の農家が農業収入5安比L上に達している。また農業
収入が80 %与し上の農家もこの両地区ともに約30 %を占め、町全体はもちろん県全おの割合を
大き〈上まわっている。それに対して、町内の他土曜では農業収入が 80 %以上ゐ農家はもち
ろんのζと、 5 0 %ら比0農家の割合も低く、‘持iえ下タ相互では、農業収入が50 %以との農
家が 15 %にも満たないいまた、大沢野地区が 18. 5 %、黒瀬谷地区が37. 1 %と、とれらの
地区では農業収入が 50 %宋潜の農家が圧倒的多数を占めるととになる。そして．．農業収入が少
い、特に総収入の 30 %未満になる農家が一番多いのは下タ地区で、そとではイ6・8.%という高
純達じている。次いで農業収入30 %未満が多いのは大沢聖地区で、 47. 2 %と半数K近〈、
続いて黒瀬谷地区が 30. 0 %、大久保地区が 27. 6 %と県全体の 2z s %VCほY等し〈、もっと
もその割合の少いのは船併端豆で22. 0 %となる。 ζのように町内には4一方では大久保や
船跡地区のように農業収入への依存0大きい農家が比鞠拶い地区がある反恥他友下タや大
沢野地区のように農業収入；以外への依存性の高い農家が非常に多い地区があってーそれが町全体
の農業収入割合男1農家構成に反映されているζとがわかる。
次K視角を変えて、農家の主な収入源をみると、第2-8表の如くである。まず、大沢野町全
件では、農業収入を主とするものの割合が41. 4 %で最も多く、次いで製造業が主が19. 3 %建
設業が
｛戸・%） 主主ウ＇11.4
融 不 動 選 輸 電 気
.A ガ ドビス業
保険業 苦主 業 通信業 水道業
公 務J その他 ぜ合 計
%のJI買
で続い
ている。5 31 32 26 
(o. 9) (5.3) (5.5) (4.5) 
6 1 3 1 2• 1 9 
(1. 5) (3.2) (3. o) (4. 7) 
1 9 4 11 
(0.2) (2.0) m. 9) (2.4) 
8 27 1 2 
(4.1) (14.0) (6.2) 
7 1 1 9 
(5.o) (7. 9) (6.4) 
1 2 68 86 8 7 
〈口.7〕 ( 3.8) (4.9) (4. 9) 
5 62 94 3,3 8 4 1.2 7 9 4, 160 
む.7) (0.1) (4.3) (1. 6) ! (5.3) 
22 1 2 
(3.8) (2.1) 
2 7 3 
(6. 7) (0.7) 
1 6 4 
(3.5) (0.9) 
11 5 
(5.7) (2. 6) 
8 
.(5. 7) 
&*) 24 (1.4) 
3,8 6 4 31 5 
(4.9) (0.4) 
58日
(1 a o.o.) 
402 
( 1 0 .0) 
4 54 
(100.0) 
1 9 3 
( 1 0 . 0) 
1 4 0 
(100.0) 
1. 7 6 9
(100.0) 
79,085 
(100.0) 
それを
呆全体
と比較
すると、
県では
農業収
入が宝
が49. 0 
%、次
いで建
設業が
主:Q!158 
%製造業が主が12. 9 %の願となって辛子久両者ともに農業収入が主が第一位を占めているが、
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町が県よD7. 6 %その此津が低〈、それだけ大沢野町の農家治農業への依存性が儲ハζとに念る。
また泉ではその次建設業、製造業のl贋で続〈礼町ではそれが謝亡なって製造業が第2位を占め．
建設業が第5位を占めている点が注目される。とのように町では農業以外の収入では建設業よタ
も製造業への依存性がか念タ大きいζとゑ守っかる。
さて、以上のよう左大沢野町の主な収入源別農家構成を、さらに地区別に検討してみると、先
に農業収入の割合が高い農家が多かった船瞬、大久保両地区では、当然。ζとながら、収入源別
でも農業沙注が多数を占めている。即ち船勝地区では 60. 1 %、大久保地区では53. 2 %と半数
以上の農家が農業が主となっている。また黒瀬谷地区では農業が主がき虫 3%ながら第1位を占
めているゑ、その他の地区では農業が主の比率は更に値下し、大沢野地区では 27.8 %とも製造
業についで第2位に転落し、下タ地区では更にその割合は低下して 16. 1 %とな夕、建設業につ
いで第2位に念っているのが自につくの
大沢野町全体では農業K次いで製造業への依存性が高かったゑ九地区別では、大内野地区が30.0
%と製造業が主ゑ詮農家の5分の1近くを占め、農業ゑ注をも＿2%余上まわラて第1位になって
いみDが注目される。その他の地区では大久保地区が14. 7%、船勝地区が 1五2%と農業に
ついで第2位になっている。をた下タ地区では製造業が主は 15. 0 %と大久保、船崎地区よタ
も高率を占める治、建設業、農業よタ僅かに低く第 5位と~る。黒瀬谷地区でも製造業が主は農
業、建設業についで第5位．しかもその割合も 12. 9 %と町内5地区中最低率を示している。そ
れでもその此率は県全体の比率と一致し、 ζれによってもとの地域D農家の収入源治元農業以外
では製造業への依存性が高いととがわかる。
町会体では製造業に次いで多いのは建設業であったが、特に建設業が主が多い地区は、山村地
帯を含む黒瀬谷、下タ両地区である。黒瀬谷地区では建設業治生は20. 0 %を占め、 5；地区中で
最高の比率であ夕、またその地区の順位でも農業が主に次いで第2位Kなっている。また下タ地
区では建設業が主は18.1 %念がら、農業や製造業が主を上まわって第1位を占めている。とと
るがその他の地区では建設業が左いす'tLも低率とな夕、大野地区が 11. 9 ＇｝え船勝地区が 10.8
%、とそれぞれ製造業K次いで第 5 位を占めてj,~!I、更K大久保地区では建設業が主は5.5 'I>と
町内の最低率となる。そして大久保地区では、公務が主 （6. 7係）、卸売小売業が主（ 6._ 5 lf, ) 
等がむしろ建設業が主を上まわってさえいるのである。
そθ他地区別陀みて気ず〈のは、下夕、黒瀬谷両地区のような山村地帯では、林業狩猟業が主
が他地区よbやL多〈なるい市街地をかまタ含んでいる大沢野、、大久保両地区では卸売小安濃
が主が他地区よタも多〈念てっている．また下タ地区では電気刀与え水道業が主が14 %とかなD高
い此淳を示しているゑえとれはと／D地区にある発電所静への勤務者が多いためと思われるp更に
下タ地区では鉱業が主も 11.9 %争占めている治主 ζれはζの地区に隣接する神岡鉱山へ仕事に
出るものゑZ多いため＿！：＿ ，尉つれる。
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第 2節専業兼業別農家構成
次K大沢野町の農家の専業兼業別構成については、富山県全体のそれと比較し、また戦後ら特に
昭和 25年らl降の推移lにも題対1ながら検討を加えることKしたい。まず昭和 43年における大沢野
町及び町内各地区の専業兼業男lj農家構成とその地区が合併する以前の昭和 25年にむける旧町村別
の専業兼業}Jlj構成を、県全体と比較しながら表示すると第2ー？表の如くである。ただしとの表の
中で25年の蒸溜谷村の数字は、その後八尾町へ分離統合された地域をも含むi白黒瀬谷村のもので
第 2ー ？表 地域別旧専業兼業}Jlj農家数
昭
和
25 
年
昭
和
43 
年
兼 業総農家数 専業農家
第 1 種兼業
6 3 2 1 6 2 2 25 旧大沢野町
(100.0) ( 2 5.6 ) c 3 5目6)
420 229 1 0 3 
！日大久保町
(100.0) ( 5 4.5) ( 2 4.5 ) 
4 6 0 3 1 3 1 1 3 ！日 船 開会白村
( 1 0 0‘口） ( 6 8.0) c 24.6) 
232 38 1 1 8 i日 下 タ 村
( 1 0 . 0) ( 1 6.4) ( 5 0. 9) 
3る2 1 6 3 1 4 6 ！日黒瀬谷村
(100.0) ( 4 5.0) ( 4 0. 3) 
2.1 0 6 905 70 5 
5ク町村合計
(100.0) ( 43.0) c 33.5) 
8 4,3 7 8 3 7,4 0 9 3 2,36 7 
ι＂＇ 山 よ畏
(100.0) ( 4 .3) ( 3 8.4〕
語
5 8 0 26 1 60 大沢野地区
(100.0) 4.5) c 2Z 6) 
ヰ日2 54 2 0 0 大久保地区
( 1 0 . 0) ( 1 3.4) ( 4 9.8) 
4 5 !; 3 1 248 船 桜下 地 区 t
(100.0) （ 6.8) ( 5 4.6) 
1 9口 8 3 9 
「 タ 王出 昆
( 1 0 0.日） 4.2) ( 2 0. 2) 
1 4 0 6 57 黒瀬谷地区
( 1 0 . 0 ) 4る】 c 40.0) 
1.769. 1 2 5 6 9 7 大 沢野 町 c 1 0 .0) ( 3虫4)
79,085 4,6 3 4 3 3,0 3 9 富 山 J桑
( 1 0 . 0) c 5.9) (41.8) 
資 料 ： 昭和 25年度富山県農鶏埼査概況（富山県総務部統計課〕
昭和 43年農業基本調査結果表（大沢野町役場）よb
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（戸・%）
農 家
第 2 種兼業
2 4 5 
( 3 8.8) 
88 
( 2 1.臼）
3 4 
76 
( 3 2. 8) 
53 
( 1 4.6) 
4 9 6 
c 23.6) 
1 4,6 0 2 
( 1 z 3) 
394 
c 6z 9) 
1 4 8 
( 3 6.8) 
1 7 5 
( 3 8.6) 
1 4 6 ' 
( 7 5.6) 
78 
c 55.7) 
9 4 7 
c 53.5) 
4 1,4 1 2 
c 52.4) 
あっ亡今日町内に合併している黒瀬谷地区は、地域的Kはその旧黒瀬谷村の一部にすぎない。ま
た25年と 43年の農家の構成を比較する場合K問題になるのは、両年の農家の構成区分の基準が
必ずしも一致していない点があって、両年の厳密な比較は困難であろう札大凡の趨勢は把握でき
ると思うのであえて表示してみた。
ζの表によると、昭和 25年には専業農家の構成比は！日 5ク町村合計では43. 0 %と、県全体の
4 4. 3 %よタも低いが、大差はみられない。また兼業品家は、県全体では第 1種兼莱が38. 4 %、
第二種兼業；6'1 7.3 %であるのに対して、 5タ町村全体では第一種兼業が33. 5 %と県よタ 5%低
〈、逆κ第2種兼業の方は 23. 6 %と 6%余高くなっている。いずれにしても 25年にないですで
にζの地域の農家の過半数が兼業化していたわけであるが、それでも 4日%余の農家は専業農家と
してとどまっていたのでるる。ととろが18年後の 43年になると、大沢野町になける専業農家の
構成比はわずかz1 ＇%、＞1も全体の5.9%工タやや？，；；'.il">としても、大変な激減ぶDであるひとのよう
念専業農家の激減はそのまま兼業農家の激増を示すものであるカえ芳、業農家の中でも特K第 2穏兼
業の激増が注目される。即ち第 1程兼業同町が3虫4%と25年の 5ク町村合計の 33. 5 %よ!J6 
%弱の増加、県が41. 8 %と 25年の 38. 4%よ!J3 %余の増加｛之すき、ないのK対して、第 2種兼
業の方は、燥が 25年よ lJ3 5 %も増大して43年には 52. 4 %VCなってb夕、町もその構成比の
：増加は県よりやや小さいとはいJ九 3 0%も上弁して、 43年ovては 53. 5 %VC激増している。
このようにζの18年間に大沢野町の農家についても、県全体の農家についても、両者K若手
vc差異があるとしても、卒業農家の大半が第 11重兼業農家へ、史にそれらは第2種兼業農家へと兼
業化が非常な勢いで拡大、深化したととをみとめるととができゐ。
札上のように専業兼業別農家能成を、現在の大沢!lJ!fT合併以前の昭和 25年と 43主主の数字で比
較することによって、 ζの地域の兼業化、特に第2種兼業化のj営大を明らかにしえたいと思われる
が、更に参考のために、新大沢野町成立後の 5口矢 3 5年、 40 ！軍及び43 ＂＇；：.の数字をとって、
町と県の専業兼業別農家構成と~ 5年、 40 年、 4 3年の数字κついては対 30年比（%）を表示
すると第 2-1 0表の如〈であり、とれκよっておj述の兼業化の拡大、深化の推移はよタ一層明
白になるであろう。 もちろん年度によって専業と兼業の別、特に第1穏兼業と第 2f嫌莱の区分
の基準が若干相違するので、厳密な比較にまら設いが、しかしその推移の概略は把握できるものと
思う。との表Kついて詳細な注釈を加える余裕がないので、この表から読み取れる主要望E点を指摘
すると、町も思もともに総農家数自体が減少してきていることが自につく治元何といっても専業農
家の溝成比及び対 30年比沙年を追って低下し、特vc3 5年以降において非常な減少を示している
のが自にコ〈。また兼業のうちでも第1穐兼業農家も年々漸減し、対30年土じでは町の方は 20 % 
近く減少しているが、構成比の上ではそれほど大きな減少では友い。ととるが第2種兼業農家vJ逆
に年を追って構成比、対 30年比ともに増大し、特vc3 5年以降心増加が馨しし 4き年には 3Q 
制と比べてその農家数も 2偽 U:.v司膨張しているのが注目される。
らU二は大沢野町全体の専業兼業男lj農家構成の推移である力主そのような推移を更K町内の各地区
別に比較すると、各地区間にはかなb大きな相違があるととに気づく。即ち今度第三一？表に立ち
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第 2- 1 0表 ！日専業兼業別農家数の推移 ｛戸・%）
総長家数 専業農家
兼 業 農 家
第 1種兼業 第 2 穣兼業
1,8 7 4 5 8 1 852 4 4 1 
昭 寸ミ 沢 野 町 ( 1日日日） 3 1.0) 4 5.5) ( 2 3. 5) 
軍日 〔10 0.0〕 〔・10 0.0〕 [10.0.0J 〔10 o.o〕
30 8 3,7 6 3 2 8,1 8 7 3 8,9 3 6 1 6,6 4 0 
年 富 山 県 (100.0) ( 33.7) 〔 46.5) ( 1虫？〕
〔10 0.0〕 〔10 0.0〕 Ct o o.o〕 〔10 0.0 J 
1, 8 3 0 388 7 0 1 7 4 1 
昭 大 沢 野 自I ( 1 0 . 0) 21. 2) c 3 8.3) ( 4 0. 5) 
軍日 〔 97. 7〕 〔 66. 8〕 〔 82.3〕 〔16 8.0〕
35 32,1 7 6 1 7,7 9 7 3 8,1 8 8 2 6, 1 9 1 
年 富 LlJ 県 (100.0) ( 21.7) 4 6.5) （ 3 1.9) 
〔 98.1] 〔 63.1〕一 ( 9 8.1〕 〔15 z 4 J 
1, 7 7 2 1 3 4 6 7 1 9 6 7 
昭 大 沢野 町 (100.0) 〈 7. 6) 3Z9) ( 5 4.6) 
軍U 〔 94目d〕 〔 23.1〕 〔 78. 8〕 (219.3〕
40 79,970 5,5 9 5 3 4,1 1 7 4 0.2 5 8 
年 富 は！ ｝長 (100.0) c 4 2.7) c 50. 3 ) 
〔 j5.5 J 〔 1空白〕 ( 8 7. 6〕｜ 〔24 1.9〕
1, 7 6 9 1 2 5 も97 947 
昭 大 沢 野 町 (100.0) 3 9.4) 5 3.5) 
非日 〔 94.4〕 〔 21. 5〕 〔 81.8〕 (214.7〕
43 79,085 4,6 3 4 3 ,03 9 4 1,4 1 2 
年 宮 lI 県 5. 9) ( 41.8) ( 52. 4) 
〔 94.4 J 〔 16.4〕 〔 84.9〕 〔248.9〕
尚 （ ）内の数字はその年度の構成比（%）、〈 〕円の数字は昭和30年に対する比率（%）
資 料 ： 昭和3 0年度農業基本調査結蒋設告書（富山県総務部統言f課〉
昭和 35年度農業調査結果報告書（富山県）
昭和4日昼曜農業基本調査結果報告書（富山県）
昭和 43年度農業基本調査結果報告書〈宮山県）
注 ： 昭和30、 3 5年の第1稜兼業、第2種兼業の区分と昭和 4口、 4'3揮のその区分
とは基準が違う。 E!J.ち前者では自家農業につぎ込む労働量の多少によって区分されて
いるのに対して、後者では主として農莱収入とそれ以外の収入の多少に焦点をかい
て区分・されている。
返ってみると、昭和 25年に専菜農家の構成比が最も高いのは、船糊す（今の船幌地区）であって
6 8.%と70 %κ近い高主主を示いそれに続いて丈久僻丁（今の大久保地区）が54. 5 %で、この
両地区は専・業農家か聡農家中で半数以上を占めている。それに次いで黒額谷村（今の黒瀬谷地区は
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第 2-1 1表 新農家区分別専業兼業別農家構成
総農家数 兼
種 差量
専
業．やとわれ兼業｜自営兼業
家
業
小 言十
????
大沢野町
富山県
1, 7 7 2 
( 1 J0.0) 
79,970 i 
( 1 0 . 0) 
226 
( 12.8) 
1η，733 
( 1 3.4) 
976 
( 5 .1 ) 
4 4,9 2 3 
( 5 6.2) 
91 
c 5.1 ) 
5,81 5 
( 7. 3) 
1. 0 6 7 
( 6 0.2) 
5 0,7 3 8 
c 6 3.4) 
580 
( 1 00.0) 
4 0 2 
(100.0) 
454 
( 1口0.0)
(100.0) 
(100.Q) 
円一 I ,7 6 9 大沢野長i了｜ I 
'I (100.o)I 
富山泉 I 79,oas I 
、I c 1o . o) i 
大沢野地区
昭
大久保地区
2 0 
c 3. 5) 
6 4 
( 1 5.9) 
4 5 
日？）
6 
3.1 ) 
298 
c 51.4) 
233 
( 5 8. 0) 
3 2 9 
( 7 2.5) 
63 
( 3 2. 6) 
1 0 5 
( 7 5.0 ) 
1, 0 2 8 
c 5 8目1) 
4 7,8 2 4 
( 6 0. 5) 
22 
c 3.8) 
31 
7.7) 
22 
4.8) 
8 
4.2) 
320 
c 5 5.2) 
264 
( 6 5. 6) 
351 
( 77.3) 
7 1 
c 36.8) 
、?， 、 ? ，
?
、 ?
?
??????
? ，
?
????
?
，
?
?、
?、
?
??、
、?
、?
、?
???????
??
? ?『?
?
?、 「 、
?、
第 2-1 2表 専業・やとわれ来業・自営兼業男ij農家構成
船跡地区
罪日
下タ地区
43 
黒揃谷地区
年
5 
( 3. 6) 
14 0 
( 7. 9) 
8,3 8 8 
( 1 0.6 ) 
資 料： 昭和 40年度農業基本調査結果報告害（富山県）、昭和 43年農薬基本る司査結果報告
（戸・%）
「 兼 業 農 家
総農家数 専業農家 やとわれ兼業 自営兼業 1日>. 計
1, 7 7 2 2 56 1, 3 5 4 1 6 2 1, 5 1 6 
昭 大沢野町 (100.0) 14.4〕 （ 7 6.4) （虫 1~ 8 5.6) 
手口 〔10 0.0 J 〔10 0.口3 〔10 0.0〕 〔10 0.0 〔10 0.0〕
40 79,970 11,367 59,652 8,9 5 1 6 8,60 3 
年 富 山 県 ( 1 0 . 0) c 1 4.2) 7 4.6) ( 1 . 2〕） c 8 5.8) 
〔10日.0〕 〔10 0.0 J c 10 0冒 DJ 〔10 0.0 
大沢野地区 580 29 494 57 551 (100.0) 5.0) 0 8 5.2) 立8) 9 5:0) 
大久保地区 402 66 284 52 336 
lB (100.0) c 1 6.4) ( 7 0.6) ( 1 2.9) 83. 6) 
船昭子地区 454 48 3 77 29 4 0 6 ( 1 0日.0) c 1 0.6) 8 3.0) 6.4) ( 89.4) 芳江
1 9 3 1 .3 1 6 8 1 2 1 8 0 下タ地区 (100.0) 6. 7) c 8 7.0) 6.2〕 ( 9 3.3) 43 
黒瀬谷地区 1 4日 ι 1 2 8 6 1 3 4 ( 1 0 0田口） 4.3) ( 91.4) （ 4.3) 9 5.7) 
年 1,769 1 6 2 1, 4 5 1 1 5 6 1, 6 0 7 
大沢野町 (100.0) 立2) ( 8 2.0) 8.8) 9 0.8〕
〔 99. 8〕 〔 63」5〕 〔 96.3〕 〔10 6.0 J 
7 9,0 85 8,81 0 6 0,19 4 D，口 81 7 0,2 7 5 
ι目宅ュ，白 山 J展 (100.0) ( 11.1) ( 1 2.7) c 8 8.官）民自
〔 98.9〕 〔 77. 5〕’ 〔10 0.9〕 〔112. 6〕 〔10 2.4〕
尚（ ）内の数字はその年度の構成比（%）、 C 〕内の数字は昭和 40年に対する比率（%）
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（戸・%）
一 種 農 家
合 計 専 業
兼 業 1日>. 計
やとわれ兼業 自営兼業 計
1,2 9 3 30 378 71 449 479 
( 7 3. 0) 1. 7) ( 21.3) 4.0) c 2 5.3) ( 2Z 0) 
6 1,4 7 1 6き4 1 4,7 2 9 3, 1 3 6 1 7,865 1 8,4 9 9 
( 76c9) 0.8) ( 1 8.4) （ 3. 9) ( 2 .3) ( 2 3.1 ) 
340 ？ 1 9 6 35 231 240 
58.6) （ 1. 6) 3 3.8) 6. 0) ( 39.8) ( 41.4) 
3 2 8 2 5 1 21 72 74 
( 81.6) 0.5) ( 1 2. 7) 5.2) ( 1 7. 9) ( 1 8.4 ) 
396 3 48 7 55 58 
( 87.2) o.7) 1. 5) ( 1 2.1 ) ( 1 2. 8) 
77 7 1 0 5 4 1 0 9 11 6 
3 9.9) 3. 6) ( 5 4.4) （、 2.1) ( 5 6. 5) ( 6 0. 1 ) 
113 2 3 3 2 6 27 
80.7) 0. 7) ( 1 6.4) 2.1) ( 1 8.6) ( 19.3) 
1.2 5 4 22 42 3 7日 4 9 3 51 5 
( 70.9) （ 1. 2) ( 2 3. 9〕 1. 0) c 27.9) ( 29.1) 
6 3,2 90 42 2 1 5,3 7 3 1 5,7 9 5 
( 8 0. 0〕 0.5) ( 1 5.6) ( 3. 8) ( 1虫4) ( 2 0守口）
書（富山県）、昭和43年農業基本調査五課表（大沢野町役場）より
表示するならば第 2-12表の如くであるQ これによると 43年tてお斗ずる専業農家の割合は先の！日
区分による専業農家の割合よbもやや上まわった数字になるが、町内の各地区別の順位には異動は
なく、大久保地区が16. 4%、次が給勝地区の 1百 6%と続き、最低は黒瀬谷地区の 4.3 %である
が、町全体では9.2－%を示Lへ県全体の 11. 1 %よb約2%その割合は低いととになる。またやと
われ兼業は黒瀬谷地区が最も高（ 91.4%にも及び、次いで下タ地区が87. 0 %、大久保地区が
8 5. 2%、船跡地区が 83. 0 %と続き、いずれも 80%を越え、最低が大久保地区の7込6%であ
る。そして町全体では 82. 0%とを夕、県の 76.1 %よタも約 6%も高い比率になる。このように
やとわれ兼業の割合は町が県よbか乏b高いが、為自営兼業では逆に県が 12. 7 %と町の 8.8%を約
4%も上まわってな夕、町内の地区別Kみても、大久保地区が 12. 9%とほぼ県と同じ割合を示し
亡いる以外は、大沢野地区が虫＆%、船勝地区がふ 8%と続き、最低は黒瀬谷地区の 4.3%で、い
ずれもかなタ低い比率Kすぎない。
最後に先の第2-1 2表によって、大沢野及び富山県の 43年の専業兼業別農家構成を40年の
とれと比較し増減をみると、 40年Kは専業は町が14. 4%、県が 14. 2%とその割合出まぼ同ー
とあったものが、 5年後の 43年には町は虫 2%と5%以も構成比が低くなっている治、県の方は
1 1.1 %と 3%の低下Kとどまっている。また 43 &Fの専業農家戸数の対40年比（%）を出してー
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みると、町は63. 3%、県は77. 5 %となb、来が22. 5%の減少K対して、町はそれをはるかに
上まわる 36. 7%の激減を示している。 ζの工うにとの5年間に泉全体でも尊業のかなタ大きな減
少がみられる治九町ではそれよbも一層急テンポで専業農家が減少していることがわかる。
とのよう役専業農家の減少は当然兼業農家の増大を意味するものであって、兼業農家C構成比は、
町では 40年Kas. 6%であったのが、 43年κは90. 8%と5%以上の増カ凡 43年の兼業農家
数の対40年比も 106.0%を示いきた泉の構成比は 85. 8%から 88. 9%と3%の増加、初
4 0年比は 10 2. 4 %とな夕、町の方が県ょDも兼業イじが急テンポであるとどが明らかである。
それではその兼業化の内容はどうであろうか。まず自営兼業では、その構成比は県が.40年の
1 1. 2 %から 43年の12. 7%と増加Lへ43年の対40年比も 11 2. 6%を示しているのK対し
て、町では40年の虫 1%から 43年の 8.8%と僅かながら自営兼業の構成比は低下し、対40年
比も 96. ·~を示している。このよう K町が自営兼業がむしろ減少しているにもかかわらず、県よタ
も兼業化が急テンポで進んでいるというのは、結局、やとわれ兼業の増大Kよるわけである。即ち
ゃとわれ兼業の構成比は、思が40年の74. 6%から 43年の 76. 6 %・へ僅か 1.5 %の上昇、 43 
年の戸数の対40年比が10 0 9%とo.9%の増加にすぎないのK対して、町は76. 4%から 82.0 
%と構成比は 5%余の上昇、反K対 40年比も 10 7.2 %と、 7.2%の増加を示している。 ζのエ
うにみてくると、思全体では最近の兼－業化がやとわれ兼業化と自営兼業化の双方で遂行しているの
K対しな県全体よりも念、テンポで進行している大沢野町の兼業化は自営兼業をむしろ訟少させな
がら、もつばらやとわれ兼業化の拡大、深化によるととる大であるととがわかる。
第 3節 農家世帯員の農業就業の状態
大沢野町の農家世帯員の就業状態についても、先の農家の専業兼業.)i滞成と同様κ、昭和25年
以降の推移にも触れながら検討してみるととにする。まず昭和25、 30、 35、4口、 43年の
各年の大沢野町及び富山県の就業状態別農家世帯員数及びその構成比を表示すると、第 2-13表
の如くである。但し 25年については今日の大沢野町の章髄iの数字治Z待られないので、今日の町の
第 2-1 3表 決家世帯員の就業状態別構成 （人・%）
世帯員総数
農 業従，事者
総 数農業だけ農業が主他産業が主
他産業だけ 無業者
峰年下野保孫！タ日・自大鉛2・久黒沢勝5 
男 6, 1 0 9 2.9 2 2 2,0 9 0 
2 49 583 548 . 2,6 3 9 
( 1 00.口） { 4 7. 8) ( 3 4.2) 4.1) （ 空5) c 9. 0) (. 43.2) 
女 6,0 7 0 2, 9 8 4 2,7 9 3 
63 1 2 8 248 2,8 3 8 
(100.0) (. 49.1) ( 4 6目。〉 1. 0) （ 2.1 ) 4.1）、 ～（ 4 6.8) 
町瀬村谷合の計5タ計
1 2,1 7 9 5,9 0 6 4,8 8 3 3 1 2 711 796 .5,4 7 7 
(100.0) c 4 8.5) c 4 0.1) 2.6) （ 5. 8) 6.5) （ 45.0) 
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男 5,38 8 2,6 1 9 1. 4 71 2 3 5 9 1 3 451 2,31 8 
昭 ( 1 0 o.口） ( 4 8.6 ) ( 2 7. 3) 4.4) ( 1 6. 9 ) '8.4) ( 43.0) 
大 和 女 5,2 7 6 2,6 8 0 
2,4 2 6 59 1 9 5 207 2,3 8 9 
3 0 (100.0) ( 5 0. 8) ( 4 6.0) ( 3. 7) （ 3. 9) ( 4 5.3) 
年 言十 10,6 6 4 5,2 9 9 3,8 9 7 2 94 1, 1 0 8 658 4,7 0 7 
(100.0) ( 4虫7) 3 6.5) 〈 2.8) ( 1 0. 4) 〈 6.2) ( 4 .1 ) 
男 4,9 3 5 2,0 7 4 1, 1 9 3 247 634 P日6 1, 9 5 5 
昭 (100.0) ( 42. 0) ( 2 4.2〕 （ 5. 0) ( 1 2.8) c 18.4) ( 39.6) 
沢 耳目 女
5,0 2 9 2,5 9 5 2,3 1 6 1 3 0 149 414 2,0 2 0 
3 5 c 10 0.口） c 51.7) c 46.1) 2‘6) （ 3. 0) 8.2) ( 4 0.2) 
年 言十 坑宇 64 4,66 9 2.5 0 9 377 783 1, 3 2 0 3,9 7 5 
(100.0) c 46.9) c 3 5.2) （ 3.8) ス？） ( 1 3. 2) （ 玉虫？）
男
4,4 7 2 2.4 7 4 726 359 1, 3 8 9 342 1, 6 5 6 
昭 (100.0) 5 5.3) 1 6.2) 3 1.1 ) 7. 6) 3 7.0) 
野 耳目 主ζ 4,6 1 5 2,6 5 7 2,0 5 0 2 0 3 4 0 4 245 1. 7 1 3 
4 0 c 1口0.0) 5 7.6) ( 4 4.4) 4.4) 8. 8) 5.3) ( 3.7.1) 
年 言十 R臼87 5,1 3 1 乙776 562 1. 7 9 3 587 3,3 6 9 
(100.0) ( 5 6.ヰ） ( 3 0. 5) 6.2) 1虫7〕 6.5) ( 37.1) 
男 4,31 4 2.4 8 6 6 2 8 3 81 1, 4 7 7 3 1 8 1. 5 1日
昭 (100.0) ( 57.6) 1 4.6) 8.8) ( 3 4.2) 7. 4) ( 3 5.0) 
町 和 女
4,4 l 7、 2,5 7 1 1,8 7 4 225 ・472 2ι4 1,6 4 0 
4 3 (100.0) ( 57.4) ( 41.9) 5.0) 1 0.5) 5.9) ( 3 6.6) 
年 言十 8.7 91 5,0 57 2,5 0 2 606 1, 9 4 9 584 3, 1 5 0 
(100.0) ( 57.6) ( 2 8.5) （ ι？〕 ( 2 . 2) ( 6.6) ,( 35.8) 
男
248,564 127,034 8 6,3 4 4 1 7,22 3 2 3,4 6 7 17,163 1 0 4,3 6 7 
昭 C 1 oo.o) ( 51.0) ( 3 4. 7) ( 6. 9) 虫4) 6. 9) ( 4 2. 0) 
キ日 女
2 5 1, 6 9 1 1 3 1, B 9 8 121,073 5,2 4 4 5,5 81 6,8 7 4 112,919 
2 5 (100.0) 5 2.4) ( 4 8.1) 2.2) 2. 7) ( 4 .9〕
年 計
500,255 258,932 207,417 2 2,4 6 7 29,048 2 4,0 3 7 217,286 
c 10 o. 0) ( 51.8) ( 41.5) （ 4.5) 5.8) 〈 c 4 3.4) 
富
男
240,361 1 2 3,2 5 1 7 0,8 7 0 1 4,44 7 37,934 1 4.2 7 7 1 0 2,8る5
昭 (100.0) ( 5 1. 3 ) ( 29.5) 6日） ( 1 5.8) （ 5. 9) ( 4 2.8) 
井口 女
2 4 6,8 9 3 127,666 11 3,6 1 0 5,4.83 8,5 7 3 5,5 .7 2 1 1 3,6 5 5 
3 0 (100.0)0 ( 51.7) ( 4 6.0) 2.2) 3. 5) 2. 3) ( 4 6.0) 
年 言十
487,254 250.917 1 8 4,4 8 0 1司930 4 .6,5 0 7 19,849 216,488 
(100.0) c 51.5) ( 37.9) ( 4.1) 9. 5) 4.1) c 4 4.4) 
山
男
2 2 2,8 3 8 101.832 5 3 4 0 1 17,092 3 1.3 3 9 3 0,8 4 8 ？日，15 8 
昭 (100.0) ( 4 5.8) c 2 !,.0) 7. 7) c 1 4.1) ( 1 3. 8) ( 40.5) 
罪日 女
232,551 1 2 2,3 7 1 to 6.7 o 2 7,5 4 7 8,1 2 2 1 2,92 6 97,254 
(100.0) ( 5 2. 6) ( 4 5. 9) 3. 2) 3.5) 5. 6) 
． 
( 41.8) 3 5 
年 4 5 5,3 8、？ 2 2 4,2日5 160,103 2 4,6 3 9 39.461 4 3,7 7 4 187,412 
J畏 (100.0) ( 4虫3) ( 3 5.2) 5.4) 8.7) 虫6) ( 41.2) 
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昭
茸日
4日
年
昭和け年一J一資
！iu 
男 20 1,3 4 6 1 1 8，口27 3 4.6 0 5 
( 1口口口） ( 5 8.6〕 ( 1 z 2) 
女 2 1 3. 4 9日 126,878 8 4.7 0 6 
(100.0) (. 5虫5) ( 5虫7)
品－' 4 1 4.8 3 6 2 4 4. 90 5 1.19,3;11 
(1 0 0.D ) (. 5立1) ( 2 8.8可
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車百週よbやや広くなるが、！日5ク町村合計の数字をあげてないた。それでとの表によると、 ζの
1 8年間K町、県ともκ、世帯員総数、農業専業者、無業者等はかなり大き1.:減少がる6ととが注
目される沙えまず明業状態Jjljの構成比の提移からみるととにしたい。
今～の大沢野町の地域Uて料ずる昭和 25年の構成比では、農業従手戸きが世帯j員総数の 48. 5 %とほ
ぼ半ばに近〈、更に農業だけに従事しでρ る者が 40. 1 %にも及び、無業者が 45 %も存在すると
とからすれば、農芸美だけは有葬者の 70%らu_vcも達している。そして他産業にも従事fるが農業
が主が2.6%、農業にも従事するが他産業か湖沼8！］｛；， 他産業だけは 6. 5%に過ぎ乏いc男女別に
みると、指ーでは玉造業だけが 34. 2 %、ぞれに対して農業が主、他産業が主及び他産業だけが合計
で23 %弱と、何らかの形で他主主要員に従事するものがか;tJ:.!Jの割合を占めているが、女子では他産
業K従事する者は 10 %~ても満たず、農業だけが 4 6 %と圧制的に多い。
らは：のようだ 25年にお、ける就業状態別世帯員構成は、ヱタ一層の兼業化の進行とともに年を追
ってその様相を変化さぜてくる。もっとも世帯員総数自体も慨涜傾向にあれまた魚喋者が大幅に
減少してゆ〈ととによると思われゐが（無業者の減少は主として子供の数の減少によると考えられ
る）、農業従事者総数仕年々誇r滅しているKもかかわらず、その構成比はむしろ年を追って上昇す
ろ結果にもなっている。とこではこのような推移をいちいち詳細に追求するのは省略して、 43年
の就業状態別構成を先の 25年のそれと比較するにとどめたい。前述の如く、農業従事者総数はむ
しろ減少傾向にあるKもかかわらず、 4 3年K事、りるその構成比は 5z 6 %と 25年の48. 5%よ
.l? 1 0%近くも上葬しているカミヂの内部の構成には大きな変動が生じている。即ち農業だけは
4 3年Kは28 . 5%と、 25年よDも大相な減少がみられる。それを男女男！JVCみると、男子の減少
治4併に著しく、 25年の 34.2 %は 43年には 14. 6 %と 20%近くその割合が低下している設、
女子は 46 %から 41. 9 %と僅か4%の低下にとどまっている。
とのようなとの 18年間の農業だけの構成比の低下は当然何らかの形で他産業に従事する者の割
合を増大させてきた。特に他産業が主の増加が著しく、男子が 25年の虫 5%から 43年は34. 2 
一切ー
%《、女子は2;1 %から 10. 5%へ、男女合計では5.8%から 22. 2%とその構成比の大穏な上昇
が注目される。また農業治生も男子は 4.1%から8.8%へ、女子は1.口%から5.0%へ、男女合計
で2.6 %から 6.9%へといずれも構成比は相当に上昇している。但し他産業だけはこの 18年間況
やや増加した時期もある札大併黄這い状態で 43年も 25年とほぼ等しい 6.6%とな、っている。
なな富山県全体についての農家世帯員の就業状態別構成も比較のために表示してがいた治元大沢野
町になける推移と若干の相違はあるとしても、その推移立大体符合しているとみてよかろう。
ところで与し上は農家世帯員の就業状態別構成比にみられる推移であった均九次に就業状態別農家
世帯員数そのものの増減をよb一層明確にするために、その増減率Kよって検討したい坊主前述の
如〈大沢野町合併以前の 25年に公ける今の町の範箇の数字を知bえお叫冗．合併後の 30年以降
の増減を明らかにするために、 43年の数字の対 30年比を先の第 2- 1 3表から算出して表示す
ると第2-1 4表の如くである。 ζれtてよると大沢野町にふ寸7る43年の農家世帯員総数の対 30 
第2← .14表 就業状態Jjlj良家世帯員数の増減（増減率・対30 ！年比（%））
世苦員総数
農業従事者
侮撲だけ総、 数民業だけ農業が主イ陸揚主主
男 1 0 . 0 1 0 .0 1 0 .0 1 0日日 1日日日 1 0日.0 1 0 . 0 
大 昭和 30年 女 100.0 1 0 0.0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0 10 o~ o 
計 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 .0 1 0 . 0 
男 8 0.1 94.9 42.7 1 6 2.1 1 6 1. 8 7 0.5 6 5.1 
昭和43年 女 8 4.9 9 5.9 7 7.2 3 81. 4 2 4 2.1 128.5 6 8.6 
計 82.4 9 5.4 6 4.2 2 0 6.1 1 7 5. 9 88.8 6 6.9 
男 1 0 . 0 1 0 . 0 1日0.0 1 0 .日 1 0 .0 1 0 . 0 1 0 . 0 
富 陥和 30年 女 1 0 . 0 1 D 0.0 1 0 0. 0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 o. 0 1口0.0 
山 計 1 0 0. 0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0.
男 80.6 9 6.2 4 4.1 1 2 4.1 1 8 2.8 6 8.5 6 3.6 
県 昭和 43年 女 8 3.7 9 8.7 2 9 3.4 3 7 3. 8 1 3 0. 6 6 4.6 
計！ 82.2 9 7.5 5 9. 2 1 7 0. 7 2 1 8.0 85. 9 6 4.1 
年比は 82. 4%で、との 13年間十て 17. 6 %減少したことになるが、その内訳をみると、まず無業
者の減少が最も大きく対30年比が66. 't %と 33. 1 %の激減を示し～次いで他産業だけの対30 
年比は 88. 8 %と 11. 2 %の減少となっていろが、設業従事者の総数の対30年比は95. 4 %で、
との 13年間［ζ僅か4.6 %の減少に過ぎなかったことが注目される。しかしとのように減少が少い
農業従事者総数もその内容りこの 13年間に非常に大きな変動があることが見出される。即ち農業
f之、けは 35. 8 %と大幅な減少を示し、それを男女別にみゐと、女子は 22. 8 %の減少にとどまって
いるが、男子は 57. 3%と半ばをはるかに越える激J守：になっている点が注目される。それに対して
農業が主は対日前じが 206.1%と2倍以上κ増加、そのうちでも特に女子は4倍近くに激増じ
ている。また他産業が主も 75. 9 %の増加、しかも女子は142.1%の増加を示している。 ζのよ
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昭25 
年
うKζの13年聞に一方では農業だけの大幅な誠少、他方では農業が主や他産業が主の著しい増大
がみとめられ、とれKよってとの地域になける兼業化の急速な進展の跡を辿る~とiJ毛できょう。な
がζのような就業状態別農家世帯員数の増減は県全体についてもいえるζとである治～場全体K~
いては、 ζの 13年間の農業部ナの減少は町よりも 5%大きいいまた農業が主の増加は町を30 
%下まわっているのに対して、他産業が主の増加は逆(i'C40%らはも上まわっている点が注目され
る。
さて以上のような農家世帯員の就業状態別構成の推移は大沢野町内の各地K一様ではなし各地
区にないてか友bの相違がみとめられる。昭和25年の！日 5ク町村と 43年の町内5地区の就業状
態別農家世帯員数及びその構武比を比較すると第2-1 5表の如くである。とれによると 25年に
農業だけの構成比が最も高いのは旧船併村で4z 9 %、次いで旧大久保町が44. 9 %、旧黒瀬谷村
-/Ji4 3. 4 %と続き、これらの地区は農業だけ設靖業者中の4分の 3以上を占め、未だ圧倒的に多い
第 2-1 5表地区別・就業状態別農家世帯員数 （人・%）
世帯員総数
農 業 従 事 者
他産業だけ 無業者総、 数 農業だけ 農業が主 他産業が主
！日 男
1, 81 2 849 459 86 304 198 765 
大 (100.0) ( 4 6.8) ( 2 5.3〕 4. 7) ( 1 6. 8) ( 1 0. 9) ( 4 2.2) 
沢 女 1. 7 9 9 844 733 28 83 126 829 
野 (100.0) ( 4 6. 9) ( 40.7) （ 4.6) ( 46.1) 
町 計
3, 6 11 1,6 9 3 1. 1 9 2 11 4 387 324 1, 5 9 4 
(100.0) ( 4 6. 9) ( 33.0) 3.2) ( 1 o. 7) （ 虫0) （、 44.1) 
l日 男 1, 21 4 6 31 491 29 1 1 1 65 51 8 
大
(100.0) ( 51.9) ( 4 0.4) （ 2.4) （ 虫1) 5.4) ( 4 2.7) 
久 女 1, 1 9 0 623 588 7 28 21 5 4.6 
保 ~ 1 0日，0) 52.4) （ 4虫4) 0. 6) 2.4) 1. 8) ( 4 5.9) 
町 曇ロ』，戸 2,4 0 4 1,2 5 4 1, 0 7 9 36 1 3 9 86 1. 0 6 4 
( 1 0 .口） 〈 5 2.2) ( 4 .9) 1. 5) 5.8) （ 3. 6) ( 4 .3) 
！日 男
1, 3 3 5 746 6 08 52 8 6 2 0 569 
(100.0) （ 55.8) ( 4 5.5) 3. 9) ( ふ！，） （ 1. 5) ( 4 2.6) 
船 1, 2 7 4 654 642 3 ？ 6 6 1 4 
勝
女
(100.0) （ 51. 3) （ 5 0.！＼〕 〈 [) .2〕 o. 7) ( 4 8.2) 
村 計
2,6 0 9 1. 4 0 0 1,2 5口 5 5 95 26 1.1 8 3 
( 1日0.日〉 〈 53. 6) 4 7.9) 3.6) 1. 0) ( 45.3) 
i日 男 632 1 8 7 1 0 5 35 47 1 3 6 5日？
(100.0) 2担5) ( 16.6) 5.5) Z4) ( 2 1. 5) 48.9) 
下 693 3 1 6 2 9日 2 1 5 1 7 360 
タ
女
( 1 0 .口〕 ( 4 5.5) ( 41.8) （ 五日） （ 2.5) ( 51.9) 
貼村 1. 3 2 5 5 0 3 395 56 52 1 5 3 669 
さUま4・, (100.0) ( 3 7. 9) ( 2虫8) 4.2) （ 3. 9) ( 11.5) ( 5 0.5) 
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昭方日
43 
年
！日 男 1.1 1 6 509 427 47 35 1 2 9 478 
黒
(100.0) c. 45.6) ( 38.3) 〈 4.2) ( 3.1) ( 11.6) ( 4 2.8）、
瀬 女 1.11 4 547 540 4 3 78 48 9 
(100.0) ( 4 8.5) （ （ 谷 ( 49.2) 0.4) 0.3) 〈 zo) ( 4る9)
村 計 2.2 3 0 1.0 5 6 967 51 3 8 207 967 
(100.0) ( 4 z 4) ( 43.4) 〈 2.3) （ 1. 7) （ 虫3) ( 4五4)
4 大 男 1. 4 0 3 825 1 84 75 566 1 0 8 470 
沢 (100.0) c 5 8.7) ( 13.1) （ 5.3) ( 40.3) Z7) ( 3 .5）一
野 女 1.51 8 822 547 68 207 11 0 5 86 
地
(100.0) ( 5 4.1) ( 3 6.0) 4.5') ( 1 3.6) （ 7. 2) ( 3 8.6) 
区 言十 2,9 21 1,6 4 7 
731 1 4 3 773 218 1,0 5 6 
(100.0) ( 5 6.4) ( 2 5.0) 4.9) ( 2ふ5) ZS) ( 36.5)) 
9 7 8 58 2 1 9 1 1 0 2 289 58 338 古大 男
久 (1.00.0) ( 5虫5) ( 19.5) ( 10.4) ( 2虫6) 〈 5.9) ( 34.6) 
保 女 1,0 1 8 603 486 34 83 73 342 
地
( 1 0日.0) c 5虫2〕 ( 47.7) 3.3) 8 2) （ 7. 2) ( 3 .6 }; 
区和 計 1, 9 9 6 1.1 8 5 6 7.7 1 3 6 3 7 2. 1 3 1 6 80 
(100.0) ( 5虫3) 3 3.9) 6.8) ( 1 8.6) （ ふ6) 、（ 34.1) 
1,.1 4 4 659 1 7 3 1 4 9 337 73 412 船
(100.0) ( 5 7. 6) ( 1 5.1) " 13.0) ( 2呪5) 6.4) C 3 6.o} 勝 1.1 31 669 531 74 64 42 420 女
( 5 9.1) ( 4ι9) （ 6.5) 5.7) ( 37.1｝、地 (100.0) 3.7) 
区 計 2,2 75 223 401 11 5 832 
(100.0) ( 58.3) ( 30.9) 虫8) ( 1 7. 6) 5.1 ) c 3 6.6) 
36 1 8 1 6 3 1 6 7い
「 男
4 3 6 21 7 52 
( 1日0.口） ( 4虫8) 8.3) （ 4.1) c 37.4) ( 11.9) ( 3 8.3) 
タ 478 20 73 ~2 9 1 7 6 
地
女
(100.0) ( 57.2) ( 37.7) （ 4.2) c 1 5.3) ふ1) ( 3 6.8) 
区 言十
91 4 490 216 38 236 81 343 
( 1 00.日） C 53.6)1 .C 23.6) 4.2) ( 2 5.8) 8.9) ( 3 7. 5〕
黒 男 3 53 2日5
44 3 7 122 27 123 
瀬 ( 1 0 .日〉 ( 5 7. 6) ( 1 2. 5) ( 10.5) ( 3 4~6) （ 7. 6) ( 3 4.8) 
谷 -IT. 332 204 1 3日 29 45 1 2 11 6 
地
(100.0) ( 61. 5) ( 39.2) ( 1 3.6) 〈 3.6) ( 3 4.9) 
685 407 174 66 167 39 239 区 言十
( 1日日叶 ( 59. 4? ( 25.4)1 ( 9. 6) ( 2 4.4) （ 5.7) ( 3札9)
資料： 昭和25年度、富山県農業調査概況及び、昭和43年農業基本調査結呆表（大沢野町
役場保管）
地区である。；と ζるが！日大沢野町では農業だけが33%と、先の3地区よbもかなb低率で、他産
業が主が10. 7%、位虚業だけが 9%等、他産業に従事する者が相当に多〈、特K男子の農業だけ
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は25. 3%と、何らかの形で他産業K従事する者の割合を下まわっている。また旧下タ村では農業
だけの比率は一層低下して、それでも女子は 41. 8 %とかなb高いが、男子は16. 6 %にすぎず‘
男女合計では 2虫8%と5日%をも割つてなb、特にこの地区の男子で他産業だけが 21. 5 %を占
めている点が注目される。いずれにしても、すで~＜：： 2 5年に下タ地区や大沢野地区では、他地区に
みられないほど兼業化の進展がみとめられるわけである。
ところが 18年後の 43年になると、農業だけの構成JUま各地区とも一様K低下を示してなb、
特K男子Vてないてその低下はよタ一層大きい。 25年に農業だけの構成比が最も高かった船勝地区
では 43年Kは農業だけの構成比は、女子では 3.5 %の低下に過ぎぬが、男子は 30. 4%という大
幅な低下で、男女合計では17 %低〈冷る。また大久保地区では会子は僅か1.7 %の低下に過ぎぬ
が、男子は 20. 9 %、合計では11 %の低下とをる。以上の両地区に続いて 25年に農業だけの構
成比が高かった黒瀬谷地区では、男子は 25. 8%、女子も虫 3%、特に女子は町内最高の低下とな
っている。ところが25年にすでに農業だけの比率がかなb低かった大沢野、下タ両地区では、そ
れだけ低下の堀も小さくなっている。即ち大沢野地区では男子打、 12. 2 %、女子が 4司 7%、男女合
計で8%の低下と左夕、下タ地区では男子が8.3 %、女子が 4.1%、合計で6.2 %の低下にとどま
っている。それでも 43年VG＂ける農業だけの構成比は前者が 25%、後者が 23. 6 %と、 1fu地区
よタも、特に大久保、船勝両地区よbもかなタ低いものになっている。
とのような 18年間の各地区に掛ナる農業だけの構成比の低下は当然何らかの形で他産業に従事
する者の割合を上昇きせた。特に他産業が主の増大治主各地区ともに勾若しぐ、黒瀬谷地区では 1.7 % 
から 24. 4%へ、下タ地区でも 3.9 %から 25. 8 %へと非常に大幅な上昇がり、られるし、その他の
地区もいずれも構成上じが数倍K高まっているのまた良来が三五も、 1マタ地区や大沢野地区では余タ大
き左変化は左Iハ刃えその他の地区ではいずれも 5ないし4僚にその構成比カ主上弄している。ところ
が他産業だけの場合Kは、大久保、船勝両地区ではその構成比はかなタ上昇しているが、逆（t<:大沢
野、下夕、黒瀬谷地区ではむしろ構成比が佼下しているのが日κつ〈。
以上はこの 18年間の制拡の良家世帯員の拶：業状態月fj：構成上i~,VCみられる推移の概観である礼
次に25年vc-t，ける旧行脚丁村と地域範囲が一致している大沢野、大久保、船勝、下タの4地区に
ついて、就業状態見lj農家世帯ー 員激のとの 18年間になける増減を明らかにするために、 4 3年の数
字の対25年比を算出して表示すると第2ー 16表の如くである〈比較のため県の数字もあげてな
いた）。 ζれによると、農業だけはいずれの地区も県全体の涜少率よbも低〈、最も減少が多いの
が下タ地区で対25年比は54. 7%、最も減少が少いのが大久保地区で対25年比は 62. 7%とな
っている。とのよう左長業だけを更に男女別にみると、男子では減少が最も大きいのが船跡地区で
対25年比は 28. 5 %で、 7 1. 5%という大幅な減少となり、下タ地区も 65. 7 %の法少を示して
県全体の男子の滅少率を上まわっでな九減少の最低は大択野地区の 5虫？%で、やは.！J60 %近
い減少である。ぎた女子は下タ地区の対25年比が 62. 1 %で、 37. 9 %の減少を示し、県全体の
女子の減少よb大きい以外は、いずれも減少率は低〈、大沢野地区が25. 4 %の減少、大久保、船
勝両地区ではt7.3%少－くなっているに過ぎ左い。
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第 2-16表 地区別・就業状態別農業世帯員の増減率（ 4 3年の員数の対25年比・%）
時普員経激
度 業従事者
信援業だけ 無業者
総 数農業だけ農業が主催諜掛主
男 7 7.4 9 7.2 4 0.1 8 7.2 186.2 5 4.5 6 1.4 
大沢野地区 女 8 4.9 9 7.4 7 4.6 2 42.9 2 4 9. 4 8 7.3 7 0.7 
計 8 0.9 9 7.3 6 1.3 1 2 5.4 1 9虫7 6 7.3 6 .2 
男 8Q.6 9 2.2 3 8.9 3 5 1. 7 2 6 0. 4 8 9.2 6 ;.3 
大久保地区 女 8 5.5 9 6.8 82. 7 4 85.7 2 9 6.4 3 4 7. 6 62.6 
言十 8 3.0 9 4.5 62.7 3 7 . 8 2 6 7. 6 1 5 2. 3 6 3.9 
男 8 5.7 8 8.3 2 8.5 2 8 6.5 3 9 1. 9 3 6 5.0 7 2.4 
船勝地区 女 88.8 102.3 82. 7 2,4 6 6.7 7 1 . 1 7 0 0.0 6 8.4 
言十 8 7.2 9 4.9 5 6.3 4 0 5.5 4 2 .1 4 4 2.3 7 0.3 一 男 6 9.日 1 1 6.0 3 4.3 51. 4 3 4 6.8 3 8.2 54札口
下タ地区 女 6虫B 8 6.4 6 2.1 9 5.2 1.4 6 o.o 1 7 0. 6 4 8.空
言十 6 9.口 9 7.4 5 4.7 ι7.守 4 53.8 52.9 51. 3 
男 7 7.9 9 3.3 3 6.2 1 0 4.1 2 9 5.5 5 6.9 6 2.7 
山 県 女 8 2.1 9 5.6 6 4.4 3 0 6.8 5 7 4.2 1 0 5.9 6 5.0 
百十 8 .o.o 9 4.4 1 51. 4 3 4 9. 1 7 0.9 63.守
Lえに農業治主主では、船勝地区と大久保地区が4倍ないし4倍K近い増加を示い特に女子の対25
年比は船険・地区で2466.7%と25倍近い激増ぶbで、大久保地区の女子も 485.7%となって
いる。とζろが大沢野地区の男子では 12.8%の滅少、特に下タ地区では男子が48. 6 %、女子も
4. 8%、合計で 32. 1 %とそれぞれ減少を示し、先の2地区とは極めて対照的である。との地区で
は農業だけのみならず農業が主も大幅に減少して、他産業への依存性を一層強めているのである。
また他産業が主は下タ北区で最も増加が大きく、対25年比は453.8%、特K女子は 14 6 0. 0 
%を示している。次いで船勝地区の対25年比が 422.1%で県全体の 34虫 1%をかなb上まわ
っているカ九大久保、大沢野両地区はそれらを大幅K下まわっている。しかし他産業が主は各地匪
ともに増加が著しし特に女子の激増ぶbが注目される。更に他産業だけは胎跡地区の男女、大久
保地区の男子、下タ地区の女子では著しい増加がみられるが、 rその他では逆にかなりの減少がみと
められ一様ではない。
らし上昭和25年以降？てみられる大沢野町の農家世帯員の就業状態別構成の推移を検討いとの間
I'( ;Jo~ける農業専業者の激誠と他霞業従事者の激増を切らかにした札次に昭和 4 3年の農業基本調
査の結果Kもとずいて、特：乞 1'6才ら仁との良家世帯員について、その志撲状態を更に一層詳細に分
析検討したいと思う。
そこで今一度 16才以上の農家世帯員をとって、 43年の就業状態別構成を町内地区J:jlj(rC表示す
ると第2-1 7表の如くである。まず大沢野町全体では自家及業だけに従事した者の構成比は 16 
才らしとの農家世帯員中で 38. 4%を占め、それじ県全体の 36. 4 %よbも2%高し、。それを男女別
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第 2.,..1 7表 農家世帯員（ 1 6才以上）の就業状態別構成
？帯員才 総数 自家農業だたけ者に 自家農業にも他産業にも従事以者
1 6 らしと〉 従事し 自家農業の方が主 他産業の方が主
男 1, 0 4 5 ( 1 0 0.0 ) 1 8 4 ( 17.6) 7 5( 7. 2) 5 6 6 ( 5 4.2)
大沢野地区 女 1, 1 1 7 ( 1 0 0. 0 ) 547( 49.0) 6 8( 6.1) 2 0 7( 1 8.5) 
言十 2.1 6 2 c 1 0 0. 0 ) 731( 33.8) 143( ι.6〕 7 7 3 ( 3 5.8)
男 734(100.0) 1 91( 26.0) 102( 13.9〕 2 8 9 ( 3虫4)
大久保地区 女 80口c1 0 . 0) 486( 60.8) 3 4 c 4.3) 8 3 c 1 0.4) 
言十 1. 5 3 4 ( 1 0 0.0) 677( 441) 1テ6( 8. 9) 3 7 2 c 2 4.3) 
7日3 8 2 1 ( 1.日0.0) 1 7 3 c 2 1.1 ) 1 4 9 c 337( 41.0) 
船勝地区 女 8 4 2 c 1 0 . 0) 531( 63.1) 74( 8.8〕 6 4 c 
計ー 1, 6 6 3 ( 1 0 o.0〕 704( 42.3) ♀23( 13.4) 401( 24.1) 
男 五日 6(100.0〕 36( 11.8) 5. 9) 163( 53.3) 
下タ地区 女 359(100.0) 1 8 0 c 5 0.1 ) 2 0 c 5.6) 73( 20.3) 
言十 665(100.0〕 2 1 6 ( 3 2.5) 38( 5. 7) 236( 35.5) 
男 2 5 2 ( 1 0 0.0) 44〔 17. 5) 3 7 ( 1 4. 7) 122( 48.4) 
黒瀬谷地区 女 243(100.0) 1 3 0 ( 53. 5) 2 9 c 1 1.9) 45( 18.5) 
495(10日.0〕 1 7 4 ( 3 5. 2) 66( 13.3) 1 6 7 ( 
トーー“
男 3, 1 5 8 (10 0口） 6 2 8 c 1虫？〉 3 8 1 c1 2.1 ) 1, 4 7 7 ( 4 6.8)
大沢野町 女 3, 3 6 1 ( 1口日日） t s 7 4 cs s.e) 2 2 5 c ι7) 472( 14.0) 
でZち3→トI ム51 9〔10 J.日） 2,5 0 2( 3 8.4) 606( 9. 3) 1, 9 4 9 c 2虫？）
男 112,8 3 1 ( 1 0 0。つ） 3 1,2 2 5 c 2 1.9) 1 7,9 2 8 c 1 2.6 ) 6史35 3 ( 4 8.6〕
ζFヨJヨ～E ， LlJ ~~t、 女 157,oo uC 1 oc.o) 77.921( 4虫6) 1 6,0 8 6 ( 1 0.2) 32,046( 之0.4)
言1-j'9 9, 8 3 1 c 1 0 0. 0) 109,146( 36.4) 34.014( 11.3) 10 1, 3 9 9 ( 3 3.8) 
資 料： 昭和 43 '4三農業基本調査結呆（大沢野町保管）及び43年農業萎持層結果報告書（富山県：
I乙みると、男干は良栄だけが 1虫？%と、県の 2t9%よti2 %低いが、女子では55. 8 %と県の
4 9.6 %より 6%もf怠〈、半数を 6%近〈越えている点が注目される。
大沢野町で自家農業だけに託いて多いのは、自家農業にも従事するが他産業が主の 2虫？%であ
るじそれを更κ男女別lぞみると、男子は 46. 8%と、県の男子の 48. 6 %よタやや低いとはいえ、
他注業の方が主が 16才以上の男子世帯員総数の半ばに近いことKなる。それには対して女子の他
建設の方点主は 14. 0 %と、県の女子の 20. 4 %よタ 5.6%もイ島、。また他産業にも従事するが自
家農業の方が主は、大沢野町男子では 12. 1 %と県とほぼ等しいが、女子は6.7 %、男女計十は日
%と、県よ9t1ι率を示している。更に他産業だけに従事した者は、大沢宮町では男子が10. 1 %、
次予が 7.9%、合計で虫口%と県全体の構成比よD高くなっている。
とζろで大沢野町農家世帯員の以上のような農業就業状態男lj構成も町内の地区によbかなタの相
違を示していお。自家農業だけの構成i七が最も高いのは大久保地区で、そこでは男子が26. 0 %、
女子は60. 8%にまで及び、男女合計でも 44. 1 %と半ばK近付いている。次いで船l除地区も男子
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事他a産し業だたけに者従
108( 10.3) 
1 1 0 ( 立8)
2 1 8 ( .1 0.1) 
58( 7.9) 
73( 9. 1 ) 
1.31 ( 8.5) 
73( 8.9) 
42( 5.口）
115( 6.9) 
52( 17.0) 
29( 8.1) 
81( 12.2) 
27( 10.7) 
1 2 ( 4.9) 
39( 7. 9) 
318( 10.1〕
266( 7. 9) 
5 84( 2日）
9,774( 6.8) 
7, 2 7 7 ( 4.6) 
17.051( 5. 7) 
（入、・%）
無 業 者
112( 10.7) 
1 8 5 ( 1 6.6)
297( 13.7) 
94( 1 2.8) 
1 2 4 ( 1 5.5)
21 8( 1 4.2.) 
89( 10.8) 
1 3 1 ( 15.6) 
22日c13.2) 
3 7 ( 1 2‘ 〕
57( 15.9) 
94( 14.1) 
2 2( 8.7) 
27( 1 1.1 ) 
49( 立？〕
354〔 11.2) 
524( 15.6) 
878( 13.5) 
14.551( 1 0.2) 
2 3,6 7 0( 1 5.1) 
38.221( 12.7) 
が21. 1 %、女子は己五 1%ィ合計で 42. 3%とやは
タ40%を越え、町全体や県の構成比を大部上まわっ
ている．それに続いて黒瀬谷地区では男子は17. 5% 
と20 %を割るが、女子は半ばを越える 53. 5 %、合
計で35. 2 %、大沢野地区も男子はt7. 6%、女手は
半数を割って 49%、合計で 33. 8 %を示している。
そして自家農業だけの町内最低は下タ地区で女子は
5 0.1 %を過半数に達している3久男子は11. 8%κ 
低下」合計でも 32. 5%となる。．
とのような自家農業だけに続いて多数を占め、その
構成比も対照的念のは自家農業にも従事するが他産業
の方を主とする者である。自家農業だけの構成比が低
かった大沢野地区や下タ地区では他産業の方が主が他
地区ょbかなb多〈、その比も 35%らL上にも及び自
室長農業だけを上まわっている。即ち大沢野地区では男
子は 54. 2%と他産業の方が主が農業だけを大幅に引
離して半数をも越え、女子も 18. 5 %、男女合計では
3 5. 8 %を示している。また下タ地区でも男子は 53. 3 
%と半数を越え、女子も 20. 3%に及び、合計で35. 5 
%となる。次いで黒瀬谷地区も男子は48. 4 %とやは
b半ばに近〈、女子が18. 5 %、合計で 33. 7 %と県
の構成比と符合する。農業だけの構成比が高かった大
久保、船i勝両地区は逆に他産業の方が主は低率となる。
郎ち大久保地区では男子は5虫4%と農業だけの 26%よbもかなb高いが、女子ほ10.ヰ%、男
女合計で24. 3%と農業だけよ.！？ 2日%も低くなる。また船勝地区でも男子は41 %と農業だけを
2 0 %も上まわっているカミ、女子ほ7.6%にすぎず、合計で社24.1 %と農業だけよbか1:E低い。
さて、他産業Kも従事するが自家農業の万が主及び他産業だげに従事する者の構成比は各地区と
もvc:1.日%代;fいしそれ以下で、農業が主や他産業が主と世て℃全体的に低い比率を示している。
そのうち自家長業の方が主は船酔地区の男子が18.1 %、女子は8.8%、男女合計で 13. 4 %、黒
瀬谷地区の男子が14. 7号、女子が11. 9 %、合計で13. 3 %、次いで大久保地区の男子が1五？
%、友子は4.3%と低同が合計で8.9＇%となってな久どちらかといえば、自家農業だけが高率を
示した、農業への依存性の高い地域Vてないて、自家農業が主も比較的高い構成比が出ていゐo dとし
て自家農業だけが低率脅示した大沢野地区や下タ地区では、自家農業が主は1ci%をも大幅に割る
低い比率が示されている。
他方他産業だけの方は逆に下タ地区や大沢野地区のような農業への依存性が低い主誠で比蜘嬬
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い構成比がみられ、船晩、黒瀬谷、大久保の各地区ではそれは低くなっている。 fi!Pち下タ地区では
他産業だけは男子が 17 %、女子も 8.1 %、合計で1.2.2 %、また大沢野地区では男子が10田 3%、
女子が 9.8%、合計で 10. 1%と1日%を越えているが、他地区はいずれも 10%を割九他産業
地ナの者は非常に少いζとがわかる。
とζろで、以上のような43年に制ナる 16才以上の農家世帯員の就業状態別構成を．更に性J.jl
年齢階層別に検討を加える ζとにしたい。そこでまず自家農業だけに従事した者の性別・年齢期j構
成を地区別に表示すると第 2- 1 8表の如くである。この表ではまず自につくことは、農業だけに．
第 2- 1 8表 自家農業だけ陀従事した者の性別年令階層別構成
ドーにし；：；5日- ~ I：ユ ??????? 『?????〜 男 ? ?? ?
大久保地区 I( :.~） I ( 1:.~ ) I ( 1;.:) I ( o.:)I c 1 :.; 
。；）I c : ~. : ) I c : .~） I c :. : ) I c : . ~ ) I c ~ :.~） 
129 50 
1.3)(1ZO) c 1 8.3) ( 7. 1) 
市
40 2 
0. 1) ( 1 8. 5) ( 0. 9) 
1. : ) 
1 7 4 
（虫8)( 2. 3) 
227 I 277 
C 3 2.2) I c 3虫3)
7 2 I 7 4 
c 3 . 3) I c 3 4.3) 
6 3 I 6 7 
c 3 6.2)1c38.5) 
ト一一一一
c ~.~）！／：.~）じだ；I－；；〕 le ：~.：）I〔：）Ic 1 :. : ) I c : .: ) I c : . : ) 大沢野町
｛ ?山県 1;.63a_r1.02s r:・666 11.170 112.2421140121a,779 I日 78 1 142,5 6 0 
t 4. 2 ) ! c 1 o. 1 ) i c 1 4. 4) I c t 6 ) I c1 t 2 ) I c 1 2. s ) ! c s. o ) !c 3 t日）j(39.0)
資料： 前表に同じ
従事している者の中K女子が非常に多いζとである。県全体では女子の占める割合は 71. 4 %とな
っているが、町全体ではそれを 4%余上まわって 74. 9 %となる。吏VCf!lf内では、山村地帯の下タ
地区の如きは農業だけにbいて女子の占める割合は85. 3 %にも及び、次いで船勝地区が 75. 4 % 
大沢野地区が 74. 8%、黒瀬谷地区が74. 7%と続き、女子の比率が最低の大久保地区でも 71. 8 
%と僅かながら県全体の割合を上まわ守ている。このようにとの地域にむいて、農業だけに従事し
ている者のうちで女子の比率が高しそれだけ農業の女子への依存が大きいζとを裳づけるもので
ある語、それとともに農業だけに従事している者のうちに 60才与しとの高年齢層の者が多いととも
自につくと ζろである。県全体では 60才以上の占める割合は 33. 8 %であるが、町全体はこれを
やや上まわる 35. 0%を示し、町内では特に山村地域が多い黒瀬谷地区が 43. 1 %、同じく山村地
帯の下タ地区も 41. 2 %と農業だけに従事した者の中に 60才以上が40 %以上にも及んでいる。
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またその他の地区も 60才以上は 30%を越え、大沢野地区が 35. 4 %、大久保地区が33.1%、
船l境地区が 32. 5%となっている。年齢階層別Kみた場合に、全体的には、 40～5 9.才層に自家
農業だけが最も多い。 ζの年齢層は呆で3虫0%、町で38. 8 %とほぼ等しいが、町内では比較的
規模の大きい農家も多い大久保地区が40. 3 %を越え、次いで船幌地区も 5呪 3%、更に大沢野地
区も 38.五%と続くカ－＼ 6 0才以上層が40 %らしとを占めた山村地帯の下夕、黒瀬谷両地区はその
割合がやヤ低下して、 1前者が 34. 3 %、後者が 38. 5 %となる。いずれにしても、農業だけに従事
した者を年齢階庖引にみると、 40～5 9才及び 6.0：才以上がその大部分を占め、各地区とも 70 
FF－；－才以上
女 言十＼
11 8 1 4 1 2 5 9. 
( 1 6. 1 ) c 1虫3)( 3 5.4) 
1 0 0 1 2 4 2 2,4 
( 1 4.8) ( 1 B.3)l~ 33.1) 
c 14.9)1 ( 1 7.6 c 32.5) 
3 3 56 89 
c 15.3) c 25.9) (41.2) 
35 4 0 75 
c 20.1 ) ( 2 3.0) ( 4 3.1) 
3 91 485 876 
( 1 5.6) ( 1虫4)( 3 5.0) 
16，口25 20856 36β81 
【14.0) ( 1虫1) ( 33.8) 
it 
ラヨ
1 8 4 
( 2 5.0) 
1 9 1 
( 2 8.2) 
1 7 3 
( 2 4.6) 
36 
c 16.7) 
44 
( 2 5.3) 
4之8
( 2 5.1 ) 
31225 
( 2 8.6〕
（人・%）
言十
女 言十
547 7 31 
( 7 4.8) c 100.命
486 6 7 7 
(71.8) ！、 1OOD 2 
5 3 1 704 
c 75.4) c 1000 ) 
1 8 0 21 6 
( 83. 3) ( 1000) 
1 3 0 1 7 4 
( 7 4.7) ( 1 DOD) 
1.8 7 4 2,5 0 2 
( 7 4.9〕( 1000) 
77,921 10 9,146 
c 71.4) c 100.0) 
ないし80 %にも達するのであって、農業
だけの若年層は非常に少い。即ち t6～29 
才！議は県全体では14. 4 %を占めているが、
町内各地区とも呆全体の割合を下まわって
なり、特に下タ地区は 6.0 %、黒瀬谷地区
も8.6 %となっている。また若年齢層の中
でも男子の割合は低〈、下タ地区ではとの
よ立齢層の男子の農業だけは皆無、他の地区
も1ないし2%の割合にすぎない。そして
たとえ 16才～ 39.才と範囲を拡大しても
男子の農業だけは、大久保地区が3.1 %、
大沢野、黒瀬谷両地区が2.8%、鉛隣地区
が2.6 °／）、下タ地区は僅か 1人の 0.5%と
いずれも極めて低い比率を示すにすぎない。
次に他産業Vζも従事した治元自家農業の
方に主として従事した者の性万lj・年齢別構
成K§を移すと（第2-1 9表〕、 ζとで
は全体的に男子の割合が樹J日してくる。県
全体では男子が52.7. %、女子が4?.3 %とかなb接近しているが、町全体では男子が 62. 9 %と
女子を大幅に上まわb、また町内でも大久保地区が75. 0 号、船跡地区が66. 8 %と、 ζの両地区
は圧倒的に男子が多数を占める。と ζろが町内でも黒瀬谷地区は56. 1今ら、大沢野地区が52. 4 % 
と男子の割合が低下い下タ地区では逆に女子が52. 6 %と男子を圧倒している。
自家農業が主を年齢階層別にみると、 60才以上の高年齢層の者は、大沢野地区で 31. 5 %と五
分の1近〈に及び、下タ地区が18. 4 %を占めて目立フ以外は、 1G %をいしそれ以下の比率を占
めるにすきゃない。そして自家農業だけとは年齢層の中心がやや下って、 40～5 9才及び30-.3 9 
オ慣が自家農業が主の大部分を占める。即ち40～5 9.才層は、黒瀬谷地区が53. 0 %、下タ地区
が52. 6 %と半ばらしとを占め、次いで大沢野地区が34. 6 %と続いている。それに対して 30～39
才層では、~ 0～5 9.才層で低E容を示した船勝地区が43. 5%、大久保地区が40. 4 %と 40 ~－を
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第 2-19.表 他産業にも従事した治三自家農業の方を主とする者の性別・年齢別構成
1 6 ，、 2 9 オ 3 。～ 3 ？ 才 4 。～ 
男 女 言十 男 女 計 男 女
7 7 1 8 6 24 4 1 26 大沢野地区
( 4.9) 〈仰〉 ( 1 2.6) ( 4.2) ( 1 6.8') ( 2 8. 7) ( 1 8.2) 
大久保地区
1 8 4 2.2 38 1 7 55 36 1 1 
( 1 3.2) 2.9) ( 1 ci.2) (2Z9) ( 1 2. 5) ( 4 0.4) ( 2 6.5) ( 8.1) 
？ 5 1 4 45 52 97 83 1 5 船酔地区
( 4.0) ( 2.2) ( 6. 3) ( 2 0.2) (23.3) c 43.5) ( 3 z 2) ( 6.Z〕
下タ地区 4 7 
1 1 ？ 1 1 
( 1 0.5) ( 1 8.4) ( 2 8.9) (23.7) ( 2 8.9) 
』L一一一一ー 一ー
2 2 4 7 1 3 20 21 1 4 黒瀬谷地区
( 3. 0) ( 3. 0) c 6.1 ) ( 1 0.6) ( 1虫7) (30.3) (31.8) ( 2 1.2) 
36 1 1 4 7 1 1 2 9.5 2口7 1 9 0 77 大沢野町
（ 5.9) ( 1. 8) ( ZS) ( 1 8. 5) ( 1 5. 7) ( 3 4.2) (31.4) (12.7) 
富
1, 5 2 0 1, 7 1 4 3,2 3 4 4,4 7 9. 6,4 8 6 1 0,96 5 ヌ739 7,247 山 県 c 4.5) I c 5.o) ( 1虫1) I ( 32.2) (21.3) ( 9. 5) ( 1 3. 2 ) ( 2 8.6) 
資料： 前表に同じ
第 2-20表 自家農業にも従事したが、他産業の方を主とする者の性別・年齢別措成
1 6 ～ 2 ？ 二1・ 五 。～ 3 9. 才 4 。～ 
男 7、. 計 男 女 計 男 女一1 3 6 ι守 205 1 6 8 74 242 226 62 大沢野地区
( 1 z 6) ( 8. 9) (26.5) ( 2 1. 7) （虫6) (31.3) ( 2呪2〕 ( 8.0) 
78 27 1 0 5 白’1 2 8 1 0 9. 1 0 6 26 大久保地区
(21.0) ( z 3) ( 2 8.2) ( 2 1.8) ( z 5) (29.3) ( 2 8.5〕 ( z 0)
95 1 5 i 1 0 102 25 1 2 7 1 21 2 3 船勝地区
(23.7) ( 3.7) ( 2 Z4) ( 2 5.4) ( 6.2) c 31.7) ( 3 0.2) ( 5.7) 
32 1 4 4 6 6 9 3 9. 1 0 8 51 1 6 下タ地区
(1 3.6) ( 5.9) ( 1 9. 5) ( 2 9. 2) ( 1 6.5) ( 4 5.8) (21.6) ( 6.8) 
4 1 1 6 57 28 1 5 4 3 4 6 1 2 黒瀬谷地区
( 2 4.6) （虫 6) ( 3 4.1) (16.8) c 9.0) c 2. 5.7) ( 2 z 5) ( 7. 2) 
一382 1 41 5 2 3 448 1 81 6 2 9 55日 1 3 9大沢野町
【19. 6) c 7.2) ( 2 6.8 ) (23.0) ( 9. 3) ( 3 2. 3) ( 2 8.2) ( 7.1 ) 
.2 1. 0 2 8 1 2,1 8 7 3 ,3,2 1 5 1 8,92 5 1 0,0 0 5 2 8,9 3 0 2 5,2 1 7 9, 0 1 1 
富 山 県
( 2 0. 7) ( 1 2. 0) ( 3 2.8) ( 1 8.7) ( 9. 9) ( 2 8.5) ( 2 4.9) ( 8.9) 
資料： 前表K同じ
越え、黒瀬谷地区が・30. 3 %、下タ地区が 28. 9 %と続いている治、大沢野地区だけが16. 8 %と
-4 0-一
〈人・%）
5 9才 6 。才以上 ムロ 計
計 男 女 言十 男 女 言十
6 7 ？ 3ι 45 75 68 1 4 3 
( 4 6.9) ( 6. 3) ( 2 5.2) ( 3 1. 5) ( 5 2.4) ( 4 z 6) c 1 0 0.0) 
47 1 0 2 1 2 1 0 2 34 1 3 6 
c 34.6) ( Z4) c 1.5 ) ( 8.8) c 75.0) c 25.0) (100.0) 
98 1 2 2 1 4 1 4空 74 223 
(43.9) c 5.4) ( 0.9) 〈ふ3) (66.8) ( 3 . 2) (1.00.0) 
20 5 2 7 1 8 20 38 
c 52.6) ( 1 3.2 ) c 5.3) c 18.4〕 (4 7.4) ( 5 2.6) ( 1 0日日〉
35 7 7 37 29 66 
( 5 3.0) c 1J.6) ( 1 0.6) c 56.1 ) ・c4 3.9) (100.0) 
267 4る 381 225 6 0 6 
( 4 4.1 ) ( z 1 ) ( 6.9) (14.0) (6 2.9) c 37.1 ) (100.0) 
1 6,9 8.る 2,1 8 7 2,8 2 6 1 7, 9 2 8 1 6,0 8 6 34,01 4 
(49.9) ( 6.4) 1. 9.〕 ( 8. 3) ( 5 2.7) (47.3) (100.0) 
（人・%〕
5 ？才 ι 。才以上 i口』 言十
計 会う 女 言十 男 女 言十
288 3 6 2 38 566 2 0 7 773 
( 3 z 3) ( 4.7) c 0.3) c 4.9) ( 7 3. 2) ( 2 6. 8) c 1 0日.o)
1 3 2 24 4η こ 26 289 8 3 372 
( 3 5.5〕 c 6.5) ( 0. 5) 〔 Z0) (7 7.7〕 ( 2 .3) (iOO.O) 
1 4 4 1 9 20 337 6 4 4 0 1 
( 3 5.9) c 4.7) ( 0.2) ( 5.0) c 84.0) { 1 6.0〕c 1 0 0.0) 
ι3 1 1 4 1 5 1 6 3 73. 236 
( 2 8.4〕 ( 4.7〕 ( 1. 7) ( 6.4) (6虫1) ( 3 0.9) (100.0) 
58 7 2 9 122 45 1 6 7 
( 3 4.7) c 4.2) c i.2) c s.4 ) I c7 3.1 ) c 26.9) (100.0) 
6 8 9. 97 1 1 1 0弓 1,4 7 7 4 7 2 1, 9 4 9 
( 3 5.4) （ 己.J) ( 0. 6) （ 5.5) c 1s.s) ( 2 4.2) (100.0) 
3 4.2 2 8 '1,1 7 7 8 4 3 日 2JI 69.353 3 2,0 4 6 ？っし399
(33.8) ( 4.1 ) ( 0.8) ( 5. 0 ) ( 6 8.4 ) (31.6) c 1 0 0.0) 
他地区よタ大幅κfltくなっている。大沢野地区では60才以上が 31. 5 %を占めているζとに先に
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注目したカ、 ζの地区では40～5 9.才と 60才以上を合ぜると 78%余Kも及び、他地区と異っ
て自家農業が主も高年齢の者が多いととが注呂される。また自家農業が主は 16～ 2 9才層では、
自家農業だけと同様に非常に少数とな夕、大久保地区の~ 6. 2 %が目立つ程度で、他は5、6%にと
どま久下タ地区の如きはこの層の自家農業が主は1人もいない。
さて、自家長是非だけに続いて多数を占めていたのは自家農業にも従事した札幼置業の方が主で
ある治元性別にみると男子が圧倒的VL多い（第 2-2口実〉。日丁内で男子の比率が最も高いのは船
i弊地毘で、他産業が主の男子は 84%にも及び、次いで大久保地区の 7Z7%と抗き．町内最低の
下タ士山区fr：けが70 %を割って 69. 1 %と左っているカえそれでも県全体の 68. 4 %をE上まわって
いるのが注目される。また他産業が主を年齢階居別にみると、 6 0才与しと層が各地区とも 5%前後
と、ごく少数に低下するが、その他の各年齢層ともにか左Dの割合を示している。特に農業だけや
長業が主とは遣って 16～2 9 :J・層が増大し、町全体では26. 8 %となるが、とれは呆全体の 32.8
%を6%も下室わっている。町内地区別に 16～ 2 9才J曹をみると、黒瀬谷地区が34.1 %で最も
多〈、最低は下タ地区のt9. 5 %とかなb聞きがあb、その他の地区も 2z 8%とやはり県全体の
比率を下まわっている。しかし他産業の方が主が多〈の割合を占めるのはむしろ 30～3 9才、
4 0～5 9.才層であ丸町全体では前者が 32. 3 %、後者が 35. 4 %と、いずれも県全体の比率を
上まわっている。もっとも町内地区別にはかなD差異が見られ、例えば、 30～3 9才層ては、下
タ地区分；4!:i. 8%と他地区よ.!J1 0 %以上も高〈、最低は黒瀬谷地区の 25. 7 %であるカヘ 40～ 
5 9.才層では、大沢野地区が 3z, 3 %、船勝地区が 35. 9 %.、メホ保地区が 35. 5 %と続き、最低
は下タ地区の 28. 4%と在っている。
最後に他産業だけに従事した者の性万九年齢別構成をみると（第 2-2 1表）、性別では全体的
第 2-2 1表 他愛業だけに従事した者の性月IJ年齢別構成
6 ～ 2 ？ オ 3 。～ 3 ？ 才 4 。～ 5 9 
男 女 言十 男 女 言十 男 女
6 9 9 1 1 6 0 1 8 1 2 3 0 1 5 5 大沢野地区
(31.7) (41.7) c 73.4) c 8.3) c 5.$) ( 1 3. 8〕 c 6.9) ( 2.3) 
3 9. 5 1 ？日 8 1 5 2 3 9 5 大久保地区
(2担8) c 38.9) c 68.7) ( 6.1 ) c 11.5) ( 1Z 6) ( 6. 9) c 3.8) 
53 39 92 1 1 1 2 5 ” ‘ 船勝地区 c 46.1 ) ( 3 . 9) ( 8 0. 0) ( 9. 6) ( 0.9.〕 ( 1 0. 4) ( 4.3) （口？）
トーー－・
24 1 8 4 2 1 2 7 1 9 1 0 五下タ地区 c 2空6) ( 2 .2) t c 51.9) c 14.3) c 8.6) (23.5) c 12.3) ( 3. 7) 
1 4 5 3 8 6 黒瀬谷私区 c 36.0) ( 2 0. 5 ) c 56.4〕 ( 1 2.8) ( z 7) c 20.5) ( 1 5.4) ( 2.6) 
1 9.9 2 0 7 4日6 5 ・t 38 9 2 45 1 5 大沢野町
( 3 4.1 ) c 35.4) c 69.5 ) （立 2) ( .s5) c 15.8) ( 7. 7) ( 2.6) 
6,3 7 5 5,7 4 3 1 2,1 1 8 1; 4 4 4 737 2,1 81 1,4 6 2 5 5 0 富 山 県 I c 3Z4) ( 3 . 7) (71.1) ( 8.5) c 4.3) ( 12.8) ( 8.6) ( 3. 2) 
資料： 前表K同じ -4 2-
には女子よDも男子が多いが、地区別にはかなタ差異がある。黒瀬谷地毘では男子が6虫2o/.女
子が3o. 8%、下タ地区でも男子が64.2 %、女子が 35. 8 %、船幌地区でも男子が63. 5 %.：、女
子が36. 5%と男子が圧倒的に多いカえところが大久保、大沢野両地区では逆に女子が男子よタ多
く、特に大水保地区では男子が44. 3 %、女子が55. 7. %と 11 %もよまわっている。
また、年齢ぽ層別にみると、設業だけ、農業が王及び他産業がまとは違って、 16～ 2 9才J曹が
各地区ともに大半を占めているのが注目される。県全体では16～2 9才が71. 1 %を占め、町全
体でも 69. 5 %と大差は左い治九地区別にはかなD異同がある。特に船勝地区では16～ 2 9.才が
8 0 %にも及び、次いで大沢野地区が73. 4 %、大久保地区が68. 7 %と続〈カえ黒瀬谷地区は
5 6. 4 %、下タ地区が51. 9 %と 50 %代に低下しているのが自につく。 ζのように16～2 9才
層が他地区よbかなD低い比率を示した下夕、黒瀬谷両地区では、それだけ 30才以上での比率が
高くなる。即ち30～ 3 9.才屠では下タ地区が23. 5%、黒瀬谷地区が 20. 5 %と 20 %以上を示
し、吏vζ40～5 9才層でも前者が16. 0%、後者が17. 9 %と他地区をかなb上まわっている。
いずれにしても他産業だけは表年齢層が圧倒的に多数を占めているわけである。
第 4節 農家世帯員の兼業就業の状態
交ず大沢野町内の農家世帯員のうちで、農業以外の他産業従事者はどのような産業に従事してい
のであるうか。他産業従亭者の産業分類別構成比をみると第 2-2 2表の如くである。それによる
と大沢野町で最も高い比率を示しているのが製造業で 32. 7 %、次いで建設業：ぷ22 8 %、その他
はずっと比率が低下してサーピス業が10. 6 %と杭のている。製造業と建設業が圧倒的に多く、と
の両者の合計が55 %余κも還しているが、富山県全体と比較すると、燥では建設業が町よ.！？ 1 0 
才 ι 日 才以上 i口込 員十
言十 男 女 呈ロ』ド 男 丈 r員t
20 6 2 8 1 0 8 1 1 0 21 8 
（虫2) c 2.8) （ o. 9〕 ( 3.7) (49.5) ( 5 0.5) (100.0) 
1 4 2 2 4 58 7 3 1 31 
」i.!0. 7) c 1.5) ( 1. 5) c 3.1 ) c 44.3) ( 5 5.7) {100.0) 
ι 4 1 5 73 42 1 1 5 
( 5.2) ( 3. 5) 0. 9) ( A. 3) c 63.5) c 36.5) (100.0) 
1 3 6 7 52 29 8 1 
C 1 6.o〕 cu，〕 ( 1. 2) c 8.6) ( 6 4.2) ( 3 5.8) (100.0) 
一一一一一一
7 2 2 2 7 1 2 39 
( 1 7. 9) ( 5.1 ) ( 5.1 ) (69.2) c 30.8) ( 1 0 lJ.O) 
6 0 20 も 2 6 31 8 266 584 
( 10.3) ( 3.4) c 1.0〕 c 4.5) c 54.5) ( 4 5.5) ( 1 D0.0 ) 
2,0 1 2 4 91 2 3 9 730 9, 7 7 4 7,2 7 7 17,051 
( 1 1. 8〕 ( 2. 8) c 1.4) ( 4.3) (57.3) ( 4 2.7) (100.0) 
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第.2-2 2表 産業分類男lj兼業従事者数
農 業
林業し言 鉱 業 建設業 製造業 卸売 金融狩猟業 小売業 保険業
38 7 2 2 0 9 4 5 7 1 2 4 1 6 
大沢野地区
( 3.4) ( 0. 2) ( 1 8.4) ( 4 0.3) c 1日？〉 ( 1.4 ) 
78 2 79 1 8 0 1 1 1 1 3 
大久保地区
( 1 2.2) ( 0. 3) c 12.4) ( 2 8.2 ) 〔17. 4) c 2.口）
3 8 8 2 5 0 227 4口 1 2 
船勝地区
〔 0.4) ( 1. 1 ) ( 1. 1 ) c 338) ( 3 0. 7) ( 5.4) （ 1.6) 
1 2 26 26 9 3 8 9 1 3 
下タ地区 c 3.4〕 ( Z3) c 7.3) ( 2 6.2) c 25.1 ) ( 3. 7) ( 0.3〕
, 
34 8 5 7 3 3 
黒瀬谷地区
0.4) c 12.5〕 (31.3) ( 2 6.8) c 1.1 ) 
1 3 2 77 3 6 71 6 1, 0 2 6 2 9 1 4 2 大沢野町
( 4.2) c 2.5) ( 1. 1 ) c 22.8) c 32.7) （虫 3) ( 1. 3) 
富
1, 5 2 9 3, 1 0 1 982 665 1 5,6 2 7. 1, 9 4 6 LU 県
（ c 20) J c 日6)I〔 04) (31.2) (28.8) c 10.3) c 1.3) 
資料： 昭和 43年農業基本調査克服報告書f富山県）及び昭和43年農業基材育査結果表（大沢
第2- 2 3表 年齢｝jl・産業分訂t81J兼業従事者数
農 t：~ 林狩猟業 妻漁殖業業 鉱業 建設業 製造業 卸売 金融
小売業 保 「げ主丈 性シI主、ι 5 4 ？？ 4 31 ？？ 1 7 
( i. 6〕 ( 0. 5) ( 0.4) c 10.1 ) ( 4 . 2) ( 1 0 1〕 c 1.7) 
4 7 ~ 3 1 3 248 31 5 6口 6 
c 5.1 ) ( 1. 4〕 ( 1. 4) c 26.7) c 33.9) ( 6.5) c 0.6) 
斗 0～59＿才 6 1 36 1 8 297 242 86 1 6 
( 6. 0) 〔 3.5) c 1.8) c 2虫2) c 23.8) ( 8.5) ( 1. 6) 
6 0才iみ上 8 2 3 1 72 38 46 3 c 3.7〕 ( 1 CJ.5) ( 0.5) ( 3 2.9〕 ( 1 z 4) ( 21. 0〕 c 1.4) 
1 3 2 36 7 1 6 1, 0 2 6 2 91 42 
ノ仁士3' 三一Lr寸！
l.2) c 2刷5) c 1.1 ) c 22.8) c 32.7) 立3) ( 1. 3) 
資料： 前表に同じ
%近ri¥'5い 31. 2 %で第1位、製造業は町よbもやや低い28. 8 %で続き、順位が逆に在っている
ととが注目される。
また町内の地区別にみると、町内で者肺令化、工業化の最も進んでいる大沢野地区、大久保地区で
は製造業が他を大きく引き離して高率を示し、建設業だけでなく、卸売・小売業やサービス業など
『 44-
（人・%）
不 動 運輸 5道2サーピ 務 言十震 業 通信業 ス業 公 ム日
62 52 11 8 4 9 1, 1 3 4 
c 5.5) c 4.6) c 10.4) c 4.3) c 1 0日.0〕
38 2 3 67 48 639 
c 5.9) c 3.6) c 1日.7) ( 7. 5) (100.0) 
26 28 89 4 7 7 3 9. 
c 0.1) 〔 3.5) ( 3. 8) ( 1 2.口） ( 64) (100.0) 
22 2 9 26 1 8 355 
c 6.2・) ( 8.2) ( 7. 3) ( 5.1) 〔10 0.0) 
1 9 1 1 34 1 2 272 
( 7. 0) ( 4.日） c 12.5) c 4.4) (100.0) 
1 6 7 1 4 3 3 34 1 7 4 3, 1 3 9 
( 0. 0) c 5.3) ( 4.6) ( 1 0.6〕 ( 5.5) (100.0) 
225 8,2 1 2 2 9 1 4 1 6.8 7 9 8.7 6 ; 115 2 4 4 5 
( 0.1 ) c 5.5) 【 t9) 1 c 1t 1 ) c 5.8) c 1日0.0)
野町保管）よD
（人・%）
不 動
運通信業輸 氷電刀道楽J気ミ サーピ i、ぜー'fJ！七T 百－T 
主 斗茸1ミム＝ 
38 1591 44 976 
c 6.5) （君？〉 〔1ι3〕 c4.5) lc190.0) 
3γ 4 3 74 5 0 928 
( 6.斗） ! c 8.0) ( 8.0) 、r 5.4〕 ( 1. 0 0.0 ) 
40 57 8民 7 8 1. 0 1 6 
( 3.9) ( 5.6, c s.4) I c ( 1 0 .0) 
4 5 2 2.1’p 
c 0.5) c 1.8) ( 2. 3) c 7.3) c 0.9) c 1 0 . 0) 
1 6 7 1 4 3 
! ( 0.0) c 5.3) c 4.6) 〔10. 6〕， ( 5.5) c 10口白）
もかなタの比率を示してい
る。それに対して農村ない
い幻村地帯の船勝、下夕、
黒瀬谷地区では製造業従事
者も非常に多い治元建設業
従事者がそれを上まわって
最高率を示している点が自
につし
次に大沢町の産業分類}51]
兼業従事者数を牟齢階層)51)
にみたのカ窃 2-2 3表で
ある。それによると 16～ 
2 9才では製造業が44. 2 
%と圧倒的多数を占め、そ
の他はサービス業の 16. 3 
%、建設業と卸売小売業の
1 0.1 %などが目立ってい
る。ぞれが30～3 9才に
なると、製造業は 10 %余
低下して 33. 9 %で第1位
を占める治元建設業が激増
して26. 7 %に及び、その
ような傾向は年齢の上昇と
ともに更に進み、 40～ 
5担才では建設業が2虫2
%と第1位K踊タ出て、製
造業は23. 8 %と第2位氏
転落する。そして60才以
上では建設業は更に増加し
て 32. 9 %と全体の 5分の
1にも及び、卸売小卸莱も
増加して 21. 0 %で第2位、製造業は1z 4 %に低下して第五位K転落する。また 60才以上では
林業も 10. 5 %と他の年齢層vc比べて多〈なっていのが自につし
らL上のような年齢月lj~てみた産業分類月lj兼業従事者数も、町内の地区によってかな Dの差異が見出
される。そこで兼業従事者が比較的多数を占めている製造業、建設菜、卸売小売業にフいて、地区
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第 2-24表 地区別・年齢別・産業分類別兼業従事者数
建 設 業 製 造 業
1 6～29才 30～主？才 4 0～59才 6口才はと 1 6～2 9才 3 0～5財 40～5 9.才
34 62 93 20 1 81 1 3 7 1 3 4 大沢野地区
( 8.9) c 20.口〕 ( 2 4.2) ( 3 . 9〕 (4Z6〕 ( 4 .2) ( 3 4.8) 
大久保地区
1 1 27 3 0 1 1 87 48 38 
( 5.1 ) c 14.4 ) c 15.5) c 26.2) ( 4 0.1 ) c 25.7) ( 1史7)一
船隣地区
29 ？ 1 0 9 1 3 90 83 48 
【13. 4) (.11.9) c 44.0) c 33.3) （斗 1.7〕 ( 3 5.2〕 (19.4) 
・1 8 33 3 1 1 1 37 4 0 ？ 下タ地区
('19.8) 〔24.1) ( 4 0. 7) (2虫2) ( 9. 0) c 31.0) c 40.7〕
7 2 9 44 5 4 2 20 1 0 黒瀬谷地区
｛ 8.1 ) c 48β） c 27.4) c 10.3〕【3立7) c 45.4) c 31.3) 
大沢野町
？ 2外日 2 9 7 72 4 31 31 5 242 
( 1 0.1〕 ( 2 6.7) (2玖2) ( 3 2.9) ( 4 .2) ( 3 . 9〕 (23.8) 
LU 〆！也日、」ー、
7,2 7 5 1 5,1 3 2 2 1, 96 8 3,2 2 5 1 8,82 4 1 2,3 5 3 11,489 
I% 
〔15.0) (2虫4) (21.6) ( 36. 0) (41.3)/ (3Z6) c 38.8) 
資料； 前表に同じ
.531J・年齢別の従事者数及びそれぞれの地区の各年齢層の兼業従事二百総数に対する構成比（%）を示
すと第 2-24表の如〈であゐ。それIとよゐと、町全体と同様に、各地区ともに年齢の上昇ととも
回選設業従事者の害恰が増大し℃いるが、大沢i野、大久保地区ではその他。地区と比較して相対的
κ各年治層ともκ;cの構成比は低〈、特vc3 0～3 9才、 40～ 5 9.才にないてその構成比が低
いのが自につしそれとは逆κ、特F船i除、黒頒谷地区では 30～3 9才、 40～5 9才にないて
建設業が4 0 ないし 45% という高＼..－，J:I~：；；忍宏示し～兼業として建設業に従事する者が非常κ多いこ
とが注目される。 6 0才以上では全体的に建言文芸震が侃挺業を大き〈ヲlき離して 30 %前後の割合を
示しているが、特（そ下タ地区では40 %余にも及んでいる。
次氏建設業とは丁度対照的K製造業は16～2 9才では 40ないし 50 %と圧倒的に高い比率で
あるが、各地区ともに年齢が 30～3 9才、 40～5 9才に進むにつれてその構成比は低下する。
c 6 0オιL上では各地区ともに激減するが）。しかし都市化、工業化の最も進んだ大決野地区では
3 0～3 9才、 4 0～5 9オーにないても製造莱従事者が最も多く、他地区では建設業が増大し、そ
の構成比も製造業をはるかに上まわっているにもかかわらず、 ζの地区のみは製造業が高い比率を
維持している。また卸売小売業も都市化の進んでいる大沢野、大久保地区で、各キ齢層ともに、他
地区と比べて、高い構成上じを示L.特に60オ以上にその従事者が多いことが呂立ジ。
次に町内の農家の兼業従事者の兼業就業の状態、即ち自営兼業とやとわれ兼業の別、やとわれ兼
業の場合には、きまった勤め先のある人（事務職員・教員等と工員・店員等〉、出稼ぎに出ている
人、人夫 5日雇として働きK出ている人の別を検討したいと思う。これもやはタ昭和43年の農業
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多H フロ
60才＇tl上 1 6～2 9才 30～39オ
5 4 5 24 
c 8.5) ( 1 t8) ( 7. 7〕
7 38 27 
( 1 6.7) (17.5) c 14.4) 
6 1 4 6 
( 1 5.4 ) ( 65) ( 2.5) 
3 8 3 
( 1 1. 1〕 c 8.8〕 ( 2.2) 
ト自ー－－
2 
( 6. 3) ( 2.3) 
38 ？？ 6 0 
(17.4) c 1o.1 ) ( 6.5) 
も、もも ι 3,3 4 9 
c 14.3) ( 1 1. 7〕 （ 8.0〕
〈人・%）
売 業
4 0～59才 60才札上
4 0 1 5 
c 10.4) ( 2 5.4) 
3.1 1 5 
c 16.1 ) 【35.7〕
1 4 ι 
( 5.6) ( 1 5.4) 
2 
( 7. 4) 
c 1.0) 
86 46 
（ 8.5) (21.0) 
5,0 3 2 
〈官5) ( 1 8.4 ) 
基本調査結果によって、町内の各地
区別にみると第 2-25表の如くで
ある。 ζの表でわかるように兼業の
中でも自営兼業が町全体ではR1% 
で、県全体の 12. 5 %よDやや低〈、
やとわれ兼業が殆んど大部分を占め
ている。町内では大久保と大沢野両
地区が自営兼業の比較的多い地域で、
それぞれ14.1 %、 10. 6 %を示し
ている坊、他の地区は5%余にすぎ
なl.'>o
またやとわれ兼業の中では工員、
店員、運転手等の割合治ト番多〈て、
町全体では45. 7 %と兼業従事者の
半数に近〈、県全体の 34. 7 %よ D
1 0 %tu二も高率を示している。地
区別では工員、店員等D割合が最も
惑いのが大沢野地区で54. 2 %と半数を越えて訟払船換地区が38. 4 %で最低、他地区はいずれ
も40 %代を占めている。やとわれ兼業の中で士員、店長等に次いで多いのは人夫、日濯である。
町全体では27. 2 %を占めているが、県全体i土31. 9 %で、先の工具、店長等の場合とは逆に町ω
方が県よタも 4%近く低率である。町内の各地区でも、先の工員、店員等が多い地区は人夫、日濯
が少く左b、逆に前者が少い地区は後者が多くなる。工員、店員が最高率を示した大沢野地区は人
夫、日雇が18. 1 %と町内最低を示して辛子夕、大久保地区は工員、店員午の割合は必ずしも多くな
いが、事務員、教員等が比較的多〈、従って人夫、日獲は22. 5 %と大沢野地区に次いで低い。そ
の他の地区はいずれも五日%以上で、特に工具店員等D割合が最低であった船i境地区は人夫、臼
震が40 %弱にも及び、黒瀬谷地区とともに人夫、日産の最も多い地区である。人夫、日濯に次い
で仕事務員、教員等であるが、大久保地区が22. 2 %と他地区よタやや高い比率を示している以外
は、他は皆10 %代にとどまっている。また出稼ぎは極めて少数で、数パーセントるるいは1バ一
セントにも満たない地域もあって、町全体では兼業従事者の 1.8 %、集会体の 3.3%よタも低〈な
っている。
ととろで兼業従事者、特にやとわれ兼業従事者の就業状態？？産業別にみるとどうであろう力、 ζ
ζでそれぞれの産業についていちいち検討する余裕がないので、従事者が非常に多かった製造業と
建設業について、その兼業従事者の就業状態を地区別に分折してみることにする。まず製造業従事
者は第2← 26表の如くであって、最も多いのが工員、店員等で町全体ではY7. 7 %にも達し、呆
全体の67. 1 %よタ 10 %以上も高い割合を示している。地区別で工員、店員等のもっとも多いの
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第 2-2 5表 就業状態別兼業従事者数 （人・%）
や と わ れ 兼 業
襲撃警 工具店長 出稼ぎ 人夫日雇 計 自営兼業 メ同弘 言十運転手など
1 6 2 61 5 32 205 1, 0 1 4 1 2 0 1.1 3 4 
大沢野地区
( 1 4.3) c 5 4.2) （ 2.8) ( 1 8.1) c 89.4) ( 1 0.6) ( 1 G 0. 0,) 
1 4 2 2 58 5 1 4 4 549 ？口 639 
大久保地区
( 2 .2) ( 4 0目4) 0.8) ( 2 .5) c 8 5.9) c 1 4.1 ) c 1 0 0.0 ) 
1 1 8 284 3 2 9 3 6 9 8 41 7 3 9. 
船跡地区 c 1 6.9) 〔、 38.4) 〈 0.4) c 39.7) c 9 4.5〕 （ 5.5) (100.0) 
5 9 1 6 4 3 1 0 9 3 3 5 20 355 
下タ地区
（ c 4 6.2〕 0.9) 〔 30. 7) c 9 4.4) 5.6) ( 1 0 .口）
3 0 11 3 1 3 1 0 2 25 8 1 4 2 Z2 
黒瀬谷地区 c 11.0) c 41.6) 4.8) 【 3z 5) c 9.4.9) （ 5.1 ) (100.0) 
5 1 1 1, 4 3 4 56 日53 2,8 5 4 285 3,1 3 9 
大沢野町 c 1 6.3) ( 4 5.7) ~ （ζ 1. 8）【 2又2) c 9.0.9) （軍1〕（100.0)
富山県！
2 5,8 2 0 5 0,8 4 1 4, 8 0 7 4 6, 74 1 1 2 8,2 1 7 1 8, 3 3 7 1 4 6, 5 5 4 
( 1 z 6) C 3 4.7) , 3. 3 ) l C 3 1.9.) l C s z 5 ) I C 1 2.5 ) , C 1 o o.o ) 
資料： 前表に向じ
第 2-26茨 製造業への兼業従事者の就業状態別構成 〈人・%）
ぺコ ζ＇.： わ れ 兼 業 子寸
警警官号 工員・店長 出稼 人夫日雇 言十 自営兼業 メにさヨ誌 言十運転手をど ぢにこ,. 
」
2 1 3 7 4 2 37 434 23 l57 
大沢野地区
（ 4.6) c 81.8) 0.4) c 9.5. 0) （ 5.日） ( 1 0 .口）
ト一一
22 1 3 9 1 2 1 7 3 7 1 8 0 ア•：：／；九千呆地区
〈 1 2.2) c 77.2) 6.7) c 9 6.1) （ 3.9) 【10 0.口〉
1 3 1 5 0 5 5 2 1 8 ？ 22 7 
船酔池区
5.7〕 c 6 6.1 ) ( 2 4.2) 【 96. 0) 4. 0) (100.0) 
8.0 6 87 2 8 9. 
下タ f也区
（ 1.1 ) ( 8虫？） 6. 7〕 c 9Z 8) 2.2) c 10 0. 0〕
ト ~匹目曲』－骨ー『ー・，－曲四戸
1五2 54 1 6 73 
熱海省士郎三
（ 2. 7〕 ( 7 4. 0) （ 1. 4) c 21.9) ( 1 0 .日） (100.0) 
？ー一ーーーーー一一ーーー
5 9 7 97 3 1 2 6 985 4 1 七日 26
大沢野町
5.8) （ 7 7.7) （ 0. 3) ( 1 2.3〕 c 9 6.0〕 4.0) c 10 0，つ）
2,6 9 7 28.309. 3 3 7 7.1 9.4 3 8,5 3 7 3,6 2 6 4 2,1 6 3 富山県
6.4) ( 6 7. 1〕 （ 0. 8) c 17.1) ( 9.1.4) I. 8. 6) c 1J日.o)
資料： 前表に同じ
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ば下タ地区で89. 9 %、次が大沢野地区で 81. 8 %と続き、最低は船跡地区の 66.1 %である。と
のように工員、店員等が圧倒的に高h割合を占めているカミ人夫、日雇も地区Vてよってはかなタの
割合を示している。特に工員、店員等の筈1拾が比較的低かった船跡地区が24.2 %、黒瀬谷地区が
2 1. 9 %と自につく治元他地区は10 %をも割って、最低率は大久保、下タ両地区の6.7 %である。
人夫、日震は町全体では12. 3%で県全体の 1z 1 %よ .!J5%も低いζとになる。その悼務職員
技官職員等は町全体で5.8%、大久保地区が12. 2 %でやや高い以外は化地区は数パーセントにす
ぎず、また製造業の出稼は町全体で63人、 0.3 %にすぎない。
第 2-2z表 建設業への兼業従事者の就業状態別構成 （人＠%〕
や と わ れ 兼 業
警護問 工員、店長 出稼 ぎ 人夫日雇 計 自営兼業 if 言十運転手など
大沢野地区
4 56 4 1 3 2 1 9 6 1 3 2 0 9 
1. 9.〕 c 2 6.8) （ 1. 9) c 6 3.2) （ 93. 8) 6.2) 【10 0.0〕
大久保地区
6 1 4 4 46 7 0 ？ 7 9 
〈 〔 17. 7) l 5.1 ) ( 5 8.2) c 8,8. 6) c 1 1.4〕 (100.0) 
船跡地区 6 
35 1 9 6 237 1 3 250 
2.4) 【 14.日） c 7 8.4) 【 94.8) （ 5.2) (100.0) 
下タ地区
8 1 0 4具乙、 68 88 5 93 
8.6〕 ( 1ワ8) ( 2. 2) c 7 3.1 ) ( 9 4.6) 5.4) (100.0) 
黒瀬谷地区
らつ 1 0 1 0 6 2 84 85 
2. 4) 【 11. 8) ( 1 1.8) ( 7 2. 9) 9 8.8) （ 1. 2) c 10 o.o) 
大沢野町 26 
1 2 5 20 504 6 7 5 41 7 1 6 
( 3.6〕 ( 1 7. 5〕 l 2.8) c 7 0.4) c 94.3) 5. 7) (100.0) 
富山県！（
3,0 8 9 3 2, 9 1 4 4 2,2 2 6 3,2 81 4号，507
3.2〕Ic 1 o.s ) , 6.8) （ c 9 2.8) （ z 2) (100.0) 
次κ建設業従事者では、（第 2-2 7実参照〕製造業とは逆に人夫日雇が大半を占める。町全体
でlえ県全体よ長やや低いじまV＞え. 7 0.4%に達し、地区別では船勝地区が78. 4 %で最高、次
いで下タ地区が 73. 1 %、黒瀬谷地r~が 7 2. 9 %と続き、大久保地区が最低の 58. 2 %である。ま
た建設業におサる工具、運転手等はilT合体が17. 5%で、県全体の10. 5 %よb7%も高〈、地区
別では大沢野地区が26. 8 %が最も多仁大久保地区17. 7 %と続〈。事務職員、技能職員等や出
稼ぎは非常に少数で多〈の地区で数パ－ eントを占めゐにすぎないが、事務議員、技能職員等で下
夕、大久保両地区がやや割合カ塙〈、まえ出稼では黒瀬谷地区が11. 8 %を示し自につくところで
ある。
〈注） 大沢野町崎農家の采議長従事；者の従業地については、農業基本調査の結果からは知る ζ去
ができない。しかし先にこの章の冒頭で紹介した大沢野町の労働力統計調査の結果によ
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ると、町内の有業者の大半の仕事先は町内にある。農業従事者の従業地が殆んど10 0 
%町内にあるζとは当然として、その他の産業も、製造業の 76. 2 %を筆頭に、公務、
卸売小売業、サービス業、建設業等の従事者も半数らL上が町内tてその仕事先をもってい
る。このようκ町内有業者の佐事先が大半町内に集中している ζとから考えると、町内
の農家の兼業従事者の仕事先も、その多〈は町内、特に大沢野地区や大久保地区等に求
められていると推測される。尚このような推測は後程第4章で紹介する寺言文部落。兼業
の実態調査の結果によってもある程度表付けうるであろうハ
第 S節 農業iζ対する農民の意識
大沢野町の農家の世帯員の農業者ちるいは他産業に辛子ける就業状態を種々の角度から検討したわけ
であるカ1、この:tl域の農民は今後の農業に対してどのような意識あるいは態度をもっているのであ
ろうか。そこで最後に大沢野町が昭和44年K町内の全長老家経営主を対象にして実施した意識調査
の結呆の一部を紹介しでなくことにする。
まず第ーに農家経営主に対する「いまや・コている農林業をどうするかJという質問に対して、
第 2-2 8表 l あなたはいまそJっている農林業をどうしますかれ） 〈人・%）
大沢野地区 大久保地区 船！弊地区 下タ地区 黒瀬谷地区 合計
39 5口 29 1 2 24 1 3 4 
いずれやめる z 6〕 立6) （ 7. 5〕 z 3) 【 1虫4〕 ( 立0)
つづめけざたいが・ 4 8 1 8 5 0 25 32 1 7 3 
や る乏えか 虫4〕 （ !:i.8) c 1 3.0 ) ( 1 5.2 ) c 2 5.8) c 1 1.6〕
4 24 1, 1 8 8 
つづける
【 83.0) c 8 4.6) ( 7 9. 5）【 77.5) ( 5 4.8〕 c 7虫5)
5 1 1 311 385 164 124 1, 4 9 5 
1日:. 言十
(100.0) ( 1 0 o.0〕I ( 1円0.0) c 1 0円.0) (100.0〕 (100.0) 
資料： 大沢野町議林業振興計画（昭和44年 12月）によb
第2-2 9表 あなたはいまやっている農林業をどうしますか（2) （人・%）
4 9.a以下 5 0～9 9 a 1 0 0～149a 1 5 Oa.らほ 不 明 合計
5 3 24 1 7 1 1 29 1 3 4 
いずれやめる
( 1 4.3) 【 z 2) 7. 3) （ 3.9〕 c 1 o.5) （ 
つづけたいが・ 37 4 9. 34 1 9. 34 1 7 3 
やめざるをえない ( 1 o.o) ( 1 4.7〕 c 1 4.6) 6. 7) c :v.; c 11.6) 
つづJ げ
280 2 6 0 182 254 21 2 1.18 8 
る
( 7 5.7) ( 7 8.1) （ヌ8.1) ( 8虫4) ( 77.1) （ 7虫5)
370 333 233 284 2 7 5 1,4 9. 5 
合 言十
( 1 00.0) (100.0) (1 0 0.0) (100.0) (100.0) (100.0) 
資料： 前表に同じ
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「つづける」と答えた者は町全体では79. 5 %と約80 %に及び、 「いずれやめる」が？九 「や
めざるをえないJが11. 6 %と念っている。それを町内の地区別Vてみると、 「つづけるJが最も多
いのは大久保地区の 84.6 %、それに次いで大沢野地区が 83. 0 %と 80 %以上氏及んでいる。そ
れに対して「つづける」が最も少いのは、山村地帯ですでに挙家離村者も相当出ているといわれる
黒瀬谷地区で、 54. 8 %と他地区よタ大幅K低い割合を示している。逆にとの地区では「いずれや
める」が19. 4 %、 「やめざゐをえないJが25. 8%といずれも他地区よDかなD高く、両者の合
計が45. 2 %と半ば近くの者が積極的にかあるいは消極的K離農志向を示している ζとが注目さる。
黒瀬谷と同様に山村地帯にある下タ地区も｜いずれやめる」「やめざるをえたいJが他地区に比べ
て多いが、両者の合計で22. 5 %と、呆滋谷氏比べるとかなD低〈、農業をヨづけたい者が 77. 5 
%と圧倒的に高い比率を示している。
fil農家控営主の農業への態度調査を地区別に検討したわけである治元それを更に農家の経営規
模別にみると第2-2 9.表の如くである。経営規樹立明が全体の＇. 8 %余もある九 「つづける」
と答えた者が49 a以下で75. 7 %と最低率を示し、それが経営規模の拡大とともに上昇して、
1 5 O a.！；！.＿とでは 89. 4 %に及び。それとは反対κ「いずれやめゐ」は49. a以下で14. 3 %と最
高率を示ナカミ経営規模の拡大につれて下降」 15 0 a以上では3.9 %1ζすぎない。いずれにし
ても全体的には「つづけるJとすゐものが大半を占めてはいるが、 49.a以下では「いずれやめるJ
「やめざるをえない」という離農表向を示す者が 2 ~. 3 %と 4分。 1vc近しそれが経営規模の拡
大とともに減少してゆく。そして「つづけるJとする者の割合が経営規模の拡大とともに高〈なっ
てゆ〈のを明確Kみるととが出来る。
尚、 「いずれやめるJ「やめざるをえない」と答えた者について、そのやめる理由をみると、や
はD「いまのままでは収入が少ない」とするものが一番多く 36. 5 %、次いで「あとつぎがいないJ
が20. 8 %、 「冬期間の生活保障がないJが17. 2 %、 「老後の生活が不安Jが13. 0 %「農耕業
の仕事が好きでないJが呪 8%と続き、 「周囲に住宅や工場が建てとんできてやDにくい」とする
者も 2.7 %存在している。
ところで、大沢野町の農家経営主に対する意識調査では、彼らの農業経営志向についてもたずね
ている。その結果を地区別にみると第 2-3日表の如〈τある。それによると「（農業）「経営の内容
をどうしますかJという質問K対して、「いまのままでよいjという現状維持的な志向の考が町全体
では 51.9%と過半数を越えているζとが注目される。次いで「所有農地をひろげたいJと¥Aう、いわ
ば規模拡大の志向をもっ者が1Z9o/Q.更に f施設や機械κもっと資本を按下するjが15－＇%と続いてい
る地区別では大沢野地区が「いまのままでよい」という現状維持型が 623%にも及び町内で最高を示しい
材まもっと農業にカを入れたレ吐いう農業経営拡大裂がもっと似ル地区であ弘「いまのままでルサが次いで多
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第2-3 0表 経営の内容はどうしますか（ 1 ) （人・%）
大沢野地区 大久保地区 船勝地区 下タ地区 黒瀬谷地区 合計
241 1 3 3 1 2 0 54 3 7. 585 
いまのままでよい
( 6 2.3) ( 5 0.2) c 3虫5) c 5 2.0) 【 54.4) c 51.9) 
別の作自に手を 23 27 34 1 5 4 1 0 3 
ひろげたい c 5.9) c 1 0. 2) （ 1 1.2) ( 1 4.4) （ 5.9) （ 立1) 
所有農地をひろ 59 51 65 15 1 2 202 
げ た v、 c 1 5.2) ( 1虫2〕 c 21.4) c 1 4.4) c 1 z 6) c 1 z 9〕
施設や機誠にもっ 44 38 6 5 1 7 。，、 1 7 2 
と資本を投下する 11. 4) c 1 4.4〕 c 21.4) 〔 1 6.3〕 1 1.8〕 c 1 5.2) 
i請負耕作や技術 2口 1 6 2 0 3 7 66 
信託ばの受要望があ
れ ける （ 5.2) 6.0) （ 6. 5) 〈 2. 9〕 ( 1 0. 3) （ 5.9) 
387 265 304 1 0 4 68 1.1 2 8 
メ＜＝＇』' 
圭十 ; 〔1Q Q. Q) I ( 1 0 .Q ) ! 〔100.o)i 〔10 0.口） I c1oa.o)I c100.口）
資料： 前表に同じ
第 2- 3 1表 経営の内容はどうしますか（ 2 ) （人・%〕
4 9 a以下 5 0～9 9 a 10仔～14 9a 1 5 oeは仁 不明 合計
1 4 8 1 4 9 1 0 D
いす＿＜！：，成までよい
94 9.4 5 8 5 
c 61.4) c 6 0 ) c 5 . 6) ’（ 3 2.1 ) c 5 6.0〕 c 5 6. 9) 
}5!JD作自に寺つ：；，~－ 1 4 26 1 8 27 1 8 1 0 3 
ひろげたい 「 5.8〕 c 1 0. 6) c 1 0. 0 ) 虫2〕 c 1 0. 7) （ 立1) 
所有農地をひろ 42 33 32 6 8 27 202 
げ た '・" ( 1 z 4) c 13.4) ( 1 7.8) c 2 3.2) c 1 6.1 ) c 1 7. 9〕
施設や機i或κもっ 27 2 3 20 8 1 2 1 1 7 2 
ど鈴字二を投下する （ 1 1.2) 〈 c 1 1. 1 ) 【 27. 6) c 1 2.5) c 1 5.2〕
i-
請負耕作やj支給 .1 0 1 5 
イ託の妥望がる
1 0 2 3 8 6 6 
れば受ける 4.1) 〈 5.6) （ 7. 8) （ 4.8〕 ( 5.9) 
2 4 1 2 9.3 1 6 8 1. 1 2 8 
正に』l 百十
c 1 0 . 0〕 (100.0) (100.0) c 1 lJ口＇0) c 1 0 . 0〕 c 1 0 o.o) 
資料： 前表と同じ
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いりは黒瀬谷地区で54. 4 %、更に下タ地区が52. 0 %、夫久保地区が5o. 2 %と続き、これらの
地区では現状維持型が過半数を越えている。と ζろが船勝地区は「いまのままでよいjが5虫5%
と町全体よbも1日%以上も低しいわば農業拡大型の経営主が他地区民比べて多数を占め、特に
「所有農地をひろげたいJとf施設や機械にもっと資本を投下するJとする者がそれぞれ21. 4 % 
「別の作自民手をひろげたい」の11. 2 %を合わせると 54 %に及んでいる。船幌地区設お丁内の純
農村地帯として農業経営拡大の志向をもっ経営主がもっとも多い地区といえよう。
次にとのような農業経営についての意識調査の結果を、農家の経営規模別にみると第2-3 1表
の如くである。この表によるとやはD経営規模治拡大するにつれて、現状維持的な志向の経営主は
次第にその割合を誠じ、もっと農業に力を入れたいという拡大的志向の者が増加してくる傾向が明
確にうかがわれる。即ち、 「いまのままでよいJとする者は49 a.以下では 61. 4 %と過半数を大
巾に越えているが、経営規模の拡大とともにその割合が下降し、 15 O aらしkでは 32. 1 %と 5分
の1を割っている。そして特に15 O a以上では「施設や機械にもっと資本を投下する」が27. 6 
%、「所有地をひろげたいJが23. 2 %、更に「男ljの作自に手をひろげたい」が虫 2%、合計60 
%に及んでふサ、さすがに経営規模の大きい農家K農業拡大の志向が強いことがよくうかがえる。
ζのように小規模念農家、特に山村の農家を中心に離農志向を示すものもあるが、しかし大部分
の農家の経営主は今後も農業を続けたいとしてなD、しかも農業の拡大を計Dたいという積極的な
経営志向を持つものも比較的大き友農家を中心に存在するが、大半の農家の経営主では「いまのま
までよい」という消極的な現状維持的志向が支配的である。このような状況はとの地域に兼業化、
特に比較的恒常的で安定したやとわれ兼業化が広〈ゆきわたっているζとと無関係ではないと思わ
れる。多くの農家の生活が農業だけK依存しえなくなった今日、農家の家族の中で、一方では男子
特に若年齢層を中心K他産業に何らかの形で従事することが一般化し、他方では婦人や高年齢層を
中心として、あるいは他産業従事者の片手間として農業が営まれる傾向が強くなってきた。このよ
うな事情が多分に農業に対する積極的姿勢を欠如させ、消極的な現状維持的志向を拡大さぜてきて
いると思われる。
以上は町内の農家経営主の農業についての意識ないし態度の実態であるが、それでは町内の若い
人たちの農業に対する意識ないし態度はどうであろうか。同様に大沢野町が実施した意識調査にも
とずいて検討してみることにする。即ち青年（ 1 6～2 5才）に対して「農業についてどう考えて
いますかJと質問してえられた結果によると、（農業を）「やらないjと答えたものカ丸町全体で
は64.1 %と圧倒的な割合を占めていることが注目される。そして「できればやるJが虫 9，%、
「やるつもタだJが9.1 %~、 「しかたがないからやる」が8.9%と続き、現在実際に農業を「ーやっ
ている」はわずか8%にすぎない。地区別にみると、 「やらないJが最も多いのは大沢野地区の
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第 '.:I-3 2表 農業Kついて、どう考えていますか（対象青年） （人・%）
大沢野地区 大久保地区 船勝地区 下タ地区 黒瀬谷地区 合計
1 4 23 25 4 4 70 
農業をやっている
（ 4.4) （ 8. 5) ( 1 5.1 ) （ 5.3) 【 8.3) ι 8.0) 
2 3 2 4 ' 1 7 7 ？ 80 
農業を－？.るつも服三
（ 7. 5) 8.9.〕 ( 1 0.2) （ 9. 3) c 1 8.7) 9.1) 
農業をできれば 30 22 21 1 0 4 87 
やタたい { 空5) 〈 8.1) c 1 2:7) ( 1 3. 4〕 l 8.3) （ 虫？）
農業をしがたが 1 4 25 22 6 1 1 78 
友いからやる 〈 4.4) 京3) c 13.3) （ s.o ) I c 2 2.9) 8. 9) 
2 36 1 7 6 8 1 48 20 5 61 
農業をやらない
〈 7 4.4) 【 65.2) ( 4 8.7) ( 6 4.口） 〔 41. 8) （ 6 4.1) 
3 1 7 27u 1 66 7 5 48 8 7 6 
1仁3>. 言十
(100.0) c 1 0 . 0〕 〔10 0.0) ( 1 0 .0) c 10 o. 0) c 1 0 o.口）
資料： 前表に同じ
4 7.4 %、次いで大久保地昆の 65.2 %、下タ地区の 64 %が過半数をはるかに越えてな夕、船勝
黒瀬谷両地区は「やら友いjが過半数を割D、特に黒i核谷地長ー では41. 8 %と町内最低率を示して
いる。ということはこれらの地灰は他地［丸て比べて青年の農業への志向がそれだけ大きいことを示
すものであるう。先に経営会三の農業拡大への志向が強かった船跡地区では、青年も「やっている」
が15. 1 o/と、他地区に比べてその割合が目立って高いことが注目されるいまた黒淑谷地区でも
fやるつもbだjと「しかたがないからやる」と答えた者が他地区よタか念タ高い割合を示してい
るととが自につく。
それでは青年がこのように農業を「やらないJと答えたのはどのような理由によるのであろうか。
ζの調査結朱κよみと、 「他にやDたい職業があるからJとする者つが圧倒自包Vζ多〈、 4虫6%とほ
ぼ半ばに達している。また「仕事が大変だからjと農業の重労働を忌避する者が 23. 1 %と続主、
「今のままでは収入が少ないからJが3.6 %、その他が23. 7%となっ丈いる。 Jヂ：コ＼位。23. 7 % 
を詳細に知る由も左いが、青年が農業をやらない理由として、 「収入が少なし必ミらJと答える；者が
わずか3.6%にすぎないととv"i.先の農家経営主の調査結果にやいて、農業をやめる理由の中で収
入が少1まいからとする者が最高率の 36. 5 %にも及んでいたのとはきわめて対照的で注目κ値する。
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青年が農業から離れてゆ〈のが収入等の経済的問題だけに帰ぜうれ念いものであるととがうかがえ
る。
次K青年が農業を「やっているj「やるつも bだJ「できればやDたいJrしかたがないからや
るjなどと一応農業をやるという志向をもっ者について、その理由をみると、 「農家のあとつぎだ
からJとするものが 55. 8 %と過半数を越えてな久次が「農業は世の中にとって大切だから」が
2 0. 2 %、 「農業が好きだからJが 8.2%、その他が15. 8 %となづている。 ζの結果からわかる
ように、農業への志向をもっ青年でも農業そのものに魅力とか価値を認めている者は 5分の1にも
満たない。むしろあとつぎであるからという伝統的な家族主義的左志向によると恩われる者が半数
をはるかに越えている点が注呂される。
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第 3章 地元企業の従業員の実態
一一一 A 工業• B 工業・。工業の場合一一一一
はじめ K
ととでとりあげる三つの企業は. iハずれも地元の企業で、 A工業協本社工場は、町内大久保地区
tてあって、従業者数はd醇日 42年の統計では 34 7人で、主として炭素皮膜抵抗器を製造してWる。
をたB工業KJ(.は町内大沢野地区にあって、従業者数は 13 8入、主要製品は王斡受レースであ.！？. 
c工業臨も町内大沢野地区にあって、従業者数 38入、ゴム切断砥石が主要製品である。との町内
では、大沢野地区に従業員数日 口口余の敷島助績KK笹津工場、従業員数50口余の日本カーボンKJ(.
富山工場があって、町内での最大規模を誇ってwるが、それらに次加で規模の大きいのが、 A工業
第 3- 1表 移調査者の年齢階層別・従業上の地位5/1＂構成
戸自由噌醐』ーー
A 工 業 K五 B 工
ドー 悶ー
工 i臨時日雇本 不 明 合計 本主
男 12 (92,3) 1 ( 77) 13 ( 100.0) 5 (71.4) 
1 0才代 女 23 （円5.2) 3(11.1) 1 ( 3.7.) 27 ( 1日00) 1 ( 50.0) 
仁志
35 (87.5) 4(10.U) 1 ( 2.5) 4口（100.0) 6 ( 66.7) 
34 ( 94.4) 2 ( 5.6) 36 ( 1口D口） 14 (87.5) 1 ( 6.3) 
引（80.5) 18 ( 15.η 4 l 3.5) 115 ( 100.口） 12 (80.0) 2 ( 13.3) 
ニ日ムI 12 5 ( 83.9) 20(13.4) 4 ( 2.8) マ49 ( 1 00.0) 26 ( 83.9) 3 (9.7) 
男！ 2句（ 95.5) 1 ( 4.5) 22 ( 1日日） 10 ( 71.4) 
3 0才れ； 17. 35 ( 70.2) fき（ 17. 0) 6 ( 12.8) 47 ( 100.0) 21 ( 91.3) 
3) 日（ 1. 5) ：叩1日9川I 69(100.0) 31 (83.8) 
1 ( 100.口） 7(100.IJ) 
13(86.7) 15 ( 10叩） 4 (80.0) 1 ( 20.0) 
13(81.3) 2（唱2.5) 16 ( 100口） 1 (91.7) 1 ( 8.3) 
2( 100.口｝
2 (66.7) 1 (33.3) 
4 (30.日） 1 ( 20.ll) 
。） 1 (50.0) 2 ( 100.IJ) 1( 1口Du) 
lJ) 4 (50.0) 8 ( 100.0) 3 ( 60.口）
5 ( 50.0) 1日（100.U) 4 (66.7) 
:0 69 (95.2) 3 ( 4.1) 2 ( 2.7) 7 4 （守口0.0) 3 9 ( 83.口） 1 (2. 1) 
令 言十 女 1~） 1 (71.9) 42(20.0) 1 7 ( 8. 1) 210 (100.口） 43 （日1.1) 4 (7 5) 
言rt 220 (775) 45( 15. 9) 19 ( 6.1う 2il4 ( 100.0) 82 (82.0) 5 (5. 0) 
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KKであって、その点から、 A工業は町内のもっとも大きな企業の一つであるといえよう。また、従
業者数10 0人以下の企業が大半を占めるとの町内で、 B工業もかなタ大き念ものと位置づけられ
ようが、－rt設業員 30 0人.t1.l:を大規模念ものとすれば. B工業は中規模程度、それに対して、
従業者が50人にも満た念V>c工業は、典型的な小規模企業と加えよう。
とζろで．との大、中、小の三つの工場の従業員に対して調査票Kよって、その居住地就職の
経路や動機、家庭状況農業従事状態等につwて実態調査を実施したのその調重量票の回収利兄比
A工業が 28 4人‘ B工業が 1 0日入、 c工業が 27人と、かなタの成績をなさめた。その被調査
者の性、年齢期i、従業上の地位別の構成を示すと、善寺3-1表の如ぐである。以下、その輝票κ
よゐ調査の集計ー結果を分析検討してみるととにーする。
第 1 節 従業員の居住地分布
まず、 5つの企業の従業員に対寸ゐ調査察配布による調査結果κもとずtハて、通勤者の居住地分
布刀ミら検討しよう。大久保地区にとゐ A工業本社工場では、大沢野町内居住者が 51. 1 %と過半数
（入、%） K達し、特に女
菜 K. c 工 業 泊4
一一－.
子では町内居住
方＝ 明｜合 言十 t pぷ 工 臨時臼雇 不 明 メロミh 言T
2 (28.6) 7(1UO.U) 
1 (50.U) 2(100.u) 
3 (33.3) 9 ( 10.日）
1 (63) "16 (100.0) 
1 ( 6.7) 15 ( 100. U) 
'(10;1 
1 ( 10日［］）
3 (75.口） 1 ( 25め
1 ( 100.0) 
1 （叩0.日）
1 （唱。o.u)
4 ( 1日0.0)
1 ( 1日日吋
者の構成比が、
5 3. 8 %と、男
子の 43. 2%よ
タ10 %以上も
高ρζとか注目
される。町内で
も特K大沢野、
大；久保など国道
2 (6.5) 3 1 ( 1 0日.o) 4 ( 80.0) 
4 (28.S) 14 ( 1 OD.口） 5 (71.4) 
2 (8.7) 23 ( 100.口） 6 ( 1 uo.口）
6 ( 16.2) 37 (1UO.ll) 11 ~ 84凸）
7 ( 1 0 0.口）
5 ( 100ゆ
12 ( 100.口） 2 ( 100.0) 
2 ( 1日O.l) 
3 ( 1 l日）
5 ( 1 0. l) 
1 ( 1 00.U) 1 ( 50.口）
2 ( 400) 5 ( 1日.U) 4 ( 1DU.CI) 
2 (333) る（1ll0.0) 5 (83.3) 
7 ( 149) 47 ( 100.u) 12 ( 75.U) 
6 ( 11.3) 53 （叩口口） 11(100.0) 
1 ( 20.0) 
1 { 14.3) I 1 ( 14.3) 
1 (7. 7) 1 ( 7.7) 
1 ( 50.口）
1 ( 167) 
3 ( 18.8) 
5 ( ・1 00.0) 
7(100.0) 
6 ( 1 UO.O) 
13 （刊白日）
2 ( 100.口）
2 ( 1 00.0) 
2 ( 1臼口）
4 ( 100.0) 
6 ( 1.0.口）
16(100.U) 
11 ( 1日o.u)
4 1母線に沿っ
て隣接する地域
居住者が大半を
占め、船幌、下
タなどの周辺地
域の者はど〈少
数となる。また
町外では大久保
地区の北に接す
ゐ害山市が 15.l 
ち（ 13.口） 10ヨ（1日日日） 23 (852) 1 ( 3.7) 3(11.1) 27 ( 100.D) %、大沢野町に
燐按すゐ八尾町、婦中町、細入村などの婦負郡が 12. U%と続νγζ｛パゐっ町同では男よP女の構成
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第 3-2表 A工業臨本社工場通勤者居住地分布
大 沢 野 町
大 沢 野 船 勝
地区不明
富 山 T行
大久 保 下 タ
言十
男 3 (23.1) 3 (23.1) 5 (38.5) 
1 U'才代 女 9 (3 3.3) ( 3.7) 10 (3ZO) 7 ( 25.9) 
計 12(30.0) 1 (2.5) 13 (32.5) 12 ( 3口.0)
男 11 (3 0.6) 2 (5.6) 1 ( 2.8) 14 (38.9) 7 ( 19.4) 
2 0才代 女 55 ( 4 8.乃 5 (4.4) 3 (2.7) 63 (55.8) 15 ( 13.3) 
言十 66 (44.3) 7 ( 4.7) 4 (2.8) 77 (51.7) 22 ( 14.8) 
男 13 (59.1) 1 ( 4.5) 14 (63.6) 2 ( 9. 1) 
5口才代 女 25 (53.2) 2 ( 4.3) 1 (2.1) 28 (5虫6) 5 ( 10.6) 
言十 38(55.1) 2 (2.9) 2 (2.9) 42 ( 60.9) 7(10.1) 
男 1 (100.0) 1(100田口）
4 0才代 女 7 (46..7) 1 (6.7) 1 (6.7) 9 (60.0) 2(13.3) 
計 7 (43.8) 2 ()2.5) 1 ( 6.3) 10 (62.5) 2 ( 12.5) 
男
’5 0才代 女
計
男
不 明 女 2(25.0) 1 ( 12.5) 3 (3 z 5)
計 2(2日） 1 (10.0) 3 (30.0) 
男 27(36.5) 3 ( 4.1) 2 ( 2.7) 32 (43.2) 14(18.9) 
1日,. 計 女 内（ 4 6.5) 9 ( 4.3) 6 (2. 9) 113 (53.8) 20-(13.B) 
i計 125(44.0) 12 (4.2) 8 (2.8) 145 (51.1) 34(15.1) 
比が高かったのに反して、町外では女よDも男の構成比が高〈なってWゐζとが注目され、どちら
かと円えば、女エタも男が遠〈から通勤している傾向がうかがわれる。また年齢階層別にみると、
1 0才代では町内居住者が 32. 5 %、両」外が 42. 5 %と、後者が 10 %も多円。ところが年層階層
を上るに三）；（！.て、町外はその割合を減じ、町内が漸増して 40才代となると町内が 62. 5 %に達し
でいる。
次に大沢野地区にある B工業では、通勤者は男が 89. 4 %、女が 84. 9%、全体で8z日%と圧
倒的な害！！合で町内居住者が多〈なタ．町外居住者は数名を数えるκすぎな円。町内では大沢野、大
久保地区が57 %と過半数そ占めてWゐが、ラー のA工業の場合と遠って、船跡．下夕、黒瀬谷地区
も29%と相当の割合に達してρゐ。年嗣階層月！！にはそれほど特筆すべき相違はなwょう思われる
が．た ）：！男女別K注目すると、会社K最も近ω大沢野‘大久保地区では女の構成比が高〈な夕、そ
の周辺部のね幌、下夕、黒瀬谷からの通勤者は女よタも男の構成比が高〈念ってv喝。と ζでも先
のA工業と同様κ女は近〈から、男は速くからとρ う傾向がみられる。
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（入、%）
婦 負 郡｜上新川郡｜そ の 他 i不 明｜合 司 三つの中
で最小企業
2 ( 1 5.4) 3 (23.1) 1 3 ( 1日0.0) のo工業で
2 ( 74) 1 ( 3.7) 7 (25.9) 27(100.口） も、地元の
4 ( 1 0β） 1 ( 2.5) 1 0 (25.日） 40 ( 1日0.0) 町内からの
8 ( 2 .2) 1(2.7) 6 ( 16.7) 3 6 ( 1 00.口〉
通勤者がや
4 ( 12.4) 2(1.8) 1 ( 0. 9) 18〔15.9) 113 { 1日0.0)
22 ( 1 4.8) 3 ( 2目。） 1 ( 0. 7) 24 ( 1 6. 1) 149( 100.0) はり圧倒的
4 ( 1 8.2) 2 ((9.1) 22{1日日日） に多数を占
4 ( 8.5) 1日（21.3) 4 7 ( 1 OD. 0〕 めてwゐ。
8 ( 11.6) 12 (174) 69( 10日.0) もっとも調
1 ( 1日日日） 査票K居住
4 (26.7) 15 ( 1 llO.O) 
地域を記入! (25.日） l 1 6 ( 1日0.0) し~ tハもの
が多〈、不
明が半数に
2(100.0) 2 ( 100.0) も透してW
5 （る2.5) 8 ( 1 0日） るので、 1.E
7 ( 70.口） 1日（ 1 00.口）
確なととは
14 ( 18.9) 1 ( 1.4) lj~ 74 ( 100.0) 2日（虫5) 3 c 1. 4 > I 1 (0.5 44 (21.日）！ 21 0 ( 1口0) 1ハえ念のが、34 ( 12.口） 4(1.4) 1 ( 0. 4 57 ( 20.1 ) 28 4 ( 1 0日ロ） liJ外からの
通勤者はど
〈少数と，思われる。しかも町内でも大沢野、大久保地区からよりも、モーの周辺部、特にこの企業で
は船時持地区からの通勤者が多数’を占めてV>ゐζ とが注目される。
らu.大、中、小三企業の通勤者の居住分布て検討したが‘その結果次のような傾向が指摘でき
ゐと思う。議ーには、 ζの中でもっとも大去見模のム工業では、地元が大半を占めるとはρえ‘町内
からだけでな〈町外からの通動者も相当の割合に達しているが、小規模なB、。工業では、町外か
らの通勤者はど〈少数で‘始んどが地元からの通勤者である。議こには、町内からの通勤者でも、
大鋭模没A工業の場合は町内で都市化、士業化の最も進んでwる大沢野、大久保地区からの通勤が
大半を占めて円るが、小規械なB. 。工業では艇幌、下タ．黒瀬谷などその周辺の農Ll1村山らの通
勤者が増大し、特K重量＋規模のG工業ではむしろその鳥溺Eからの通勤者害u惜が 15 %近〈も多〈
左ってiハる。とのととは．との地の特に小さ円規模の企業ほど、周辺の；~Ll.1村の農家の兼業労働力
に依存すゐ程度が大さぐなることを裏書き寸るものと思われる。第三Kは、性別にみると、女の通
勤簡は狭〈、男の方が広円傾向が、どの企業にも明確K認められ、また、年齢階層汚iJ~てみると、若
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第 3-3表 B工業総及び C工業は通勤者居住地分布
大 沢 野 町 言 Ll.J 市
大沢野、大久保 船跡、下久黒瀬谷 不 明 雪十
1口 男 3 (42.9) 3 ( 42.9) 6 (85.7) 
女 2 ( 10[J.口） 2 (100. U) 
代 言十 5 ( 5 .6) 五（33.3) 日（88.9) 
20 
男 9 ( 56.3) 5; ( 31:3) 1(6.3) 15(93.8) 
女 8 ( 5 3.3) ろ（20.口） 1 1 ( 7 3.3) 1 ( 6.7) 
1ヲ 代 言十 1 7 ( 5 4.8) 8 ( 25.8) 1 ( 3.2) 2 6 ( 8 3.9) 1 (3 2) 
30 男 4 c 28.3) 8 (571) 1 2 (85.7) 
女 16 ( 69.6) 5 (21. 7) 2 1 ( 91.3) 
代 言十 20 (54.1) 13 (3 5.1) 3 3 ( 8虫2)
4口 男 5 (71.4) 2 ( 28.6) 7 (10 0.日）
工 女 4 ( 80.口） 1 (20.0) 5(100.U) 
代 計 9 ( 75.日） 3 ( 25.口） 1 2 ( 1口D口）
一一
150 男 1 (5日0) 1 (5 0.口） 1 (5日日）
女
ろ4(:: 凹凹））川｜ 
3 (1DQ.O) 
代 言十 4 ( 8 0.0) 1(20.0) 
業 方て 男 1 ( 1口口口） 1 (1UO.O) 
女 2 ( 4 c.口） 1 ( 20.0) 3 (6 0.日）
明 言十 2 ( 33.3) 2 (33.3) I 4(66.7) 一合男 22 ( 46.8) 1 ( 2.1) 4 2 ( 8虫4) 1 ( 2. 1 ) 
35 ( 66.0) 1lJ ( 1 8.9) 45(84.9) 1 (1.9) 
57 ( 5 7.日） 29 (2虫口） 1 ( 1.lJ) 87(87.0) 2 ( 2.lJ) 
; 
7 (43.8) 
C工業i女 2 ( 1 8.2) （虫1) 3 (2Z3) 
言十 4 (14.8) 8 (29.6) I 12(44.4) 
第 3- 4表 従業員の通靭方法
~長 歩 自転車 ノ、や イ ク 自動車 ノ、. ス
男 i 13 (176) 9 (12.2) 10 (13.5) 13l1Z6) 10 ( 135) 
A工業［｛，.］（. 女 33 (15.7) 21〔10.0) 2 ( 1. 0) 57 (27.1) 
言十 46 (16.2) 3・0(106) 10 (3.5) 15 ( 5.~ ） 6 7 (23.6) 
5号 3 ( 6.4) 1 $ (38 . 3) る（ 12. 8) 1 ( 2 3. 4) 1 (2.1) 
B工業Kl¥, 女 24 ( 4.53) 1 0 ( 18.'?) 五（SJ)
計 2 7 ( 27日） 28 ( 28. o) 6 ( 6.日） 14 ( 14.0) 1 ( 1.の
男 2 ( 12.5) 4 ( 25.o) 5 (31.3) 4 ( 25.0) 
C工美総 女 5 ( 45.5) 3 ( 273) 1 （官1)
言T 7 ( 25.9) 7 (25.9) 6 ( 22.2) 4 ( 14.8) 
”ー；..n-
（人．%） 円階層f;J:ど
通勤闘が広
婿 負 郡｜上新川郡 そ の 他 不 明 i, h恥 言十 〈、年齢階
1 (14め｜ 7 ( 100心） 層を上昇寸
2 (100D) るにつれて
1 c 1t1) I 
: 1 :.:）川: 9 （叩0.0)
それが狭ぐ
16 ( 10  
念ゐ傾向が、
15 (100.日）
1 (3.2) 3 （虫 7) 31 ( 1 OD.日） 鞠て A工業
2 (143) 14 ( 1 o o.o) 。場合に認
2 ( 8. 7) 23 ( 1 00.0) めらオ1る。
出~＇＇~） きて、従7 ( 1 OD.口） 業員の居住
5 ( 1 OD.口）
地と関連し
12 ( 1 lO.口）
、?
?
? ? ?
?
? ?
?
??
???
? ，
? 、 ， ， 、 ?
??
?
?
??
て．その通
勤方法をみ
ると、居住
地分布範!HJ
の狭V>B、
C工業では．
徒歩及び自
転車通勤が
全体の半数
16c100.0> 1 守越えてな
1 C 100.0) I i夕、特VCB 
27 ( 1 oo.o) I 
！工業では 55
%(f亡もEz.んでwゐ。それに
対して、居住地分布が広V>
刻誠に及んでV>ゐA工業で
は、徒歩や臼転車通動は約
27%に低下し、逆(t[パス
や電車通副が 55%余にも
達してwゐ。またバイク通
勤はc工業の女子 1人そ徐
〈と、管男子の通勤者であ
り、 自動車通勤も殆んどが
6(37.5) 
8 ( 72.7) I 
14 C5t 9) I 
（入、%）
一一一
電車（汽車） その他 不 明 ムロ 言十
12 (163) 2 (2. 8) 5 ( 6.8) 74 (100.U) 
79 (23.6) 2(1.0) 16 (Z6) 210(100.0) 
91 (32.0) ' 4(1.4)1 21 (7. 4) 284 ( 100.D) 
5 ( 1 0.6) 3 (6.4) 47 ( 100.0) 
10 ( 18.9) ( 1.9) 5 3 ( 100リ）
15 (15.o) 5 ( 5. 0) 4 ( 4.0) 1日0(100.0) 
1 (6.3) 16 ( HXJ.U) 
2 ( 18.2) 11 ( 1日日）
1 2 ( 7.4) 27 ( 100.0) J 
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男子であって．男の通勤者のうちで• A工業で 1Z 6 %. B工業で 23. 4 %.。工業で 25.日%と
相当の比率κ~ ってwるととが注目される。
鈎同時回収¢事業所粟によれば、 A工場の本社工場従業員は男子 10 7名、女子24 9名。現
場労働力として会社では中卒女子を希望してwゐが、従業員の年令階層は 20～4 0才が 73 
%を占めるσ 結~f. 出重量、家庭事情による労働力の入れ替えも多し出産と育児の多い 2 5～ 
2 9才層は 20～2 4才！震の半分となってwる。
しかし、とれら労働力の徴集配聞は交通機関の利用κよってか念タ広がってbター工場所在
地である大久保地区を重点としながらも大沢野、 f苛跡、町外等VO≫よんでwる。芳勤地帯男IJは
町内 21 4名（うち大久保 10 6.小羽 2.下タム舟勝 1しその他94 ）、町外 14 2名
（今ち富山市57.八尾町 43 .総l入村 13、婦中町 17.その他 1日）。通勤方法は徒歩口
8 4，；自転車 2人電車 11 6.パス 1日にその仰と在ってwるn
労働内容が肉体重筋作業、汚れる仕事から在る B工業の場合．農村地帯からの通勤は黒瀬谷
等かなり広がっている。
得P-s表 A工業臨従業員の蔵識経路
広告募集
をみて｜職安の紡ト！役場の紹介i学校の紹介｜免臥Pすすめ！肉親りす寸め
??????????
?
???
?
???
?
???
?
?
?
?
??
??
??
? 、
?
?
?
???
?
?
?
?
?
?????????????????
?ー ?
?
?????
???
?
???
?
?
5 ( 4.4) 
5 ( 3.4) 
1 ( 0.9) 
1 ( 0.7) 
1 ( 4.5) 
B ( 61.5) 
12 ( 44.4) 
2 u ( so.u) 
1 3 ( 36.1) 
34 (30.1) 
47 (31.5) 
4 ( 18.2) 
1 (2.1) 
5 ( Z2) 
2 ( 4.3) 
2 (2.9) 1 ( 1.4) 
1 (6.7) 
1 (6.3) 
ヤーーー 一ーー －ー－
???
不明｜女
、?
、?
? 、 ， ， 、 ?
?
?
?
?
??
?
???
? 、 ?
?
?，?
。 ， ? ?
??
?
、?、
?
? ? ?
?
、 ，
?
??ー?
?
?》?
??
? ?????
?
?，
??
5 (33.3) 
。（3ZS) 
1 (6. 7) 
1 (6.3) 
4晶司自ー 一ー←一一ー一一ーー －－－－叫
1 (50目U)
1 ( 12.5) 
1 ( 10.0) 
6 (8.1) 
3 o ( 143) I 
36 c 12.7) I 
????????? ?
?
? ?
?
、「??
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?，
?
???? ?
?
??
?
?
? ? ?
??
??
?
?
?
?
???
。??
1 < t4) I 
4 ( 1.の1
5れの！
メ』
"' 
?????
?
8 (3.8) 
s C2.a) 
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第 2節 従業員の就職の経路と動機
次に調査の対象に念った従業員が、その会社へ勤めるように左った経路念加し手づるはどうであ
ろうか。その調査結巣をまとめると• A工業が第五一5表、 B工業が第3-6表、 C工業が第.3-
7表の如〈であゐ。まず、 「広告募集をみてJは. A工業で男が 8.1%、女が 14. 3 %、合計で
1 2. 7% と最も多し B工業では男女 1 人ずつ 2人で 2%と非常κ少〈な夕、。工業に;1;~v.ては皆
無と方去る。 「職安の紹介」も非常K限られてb.!J. c工業Uては念仁 A工業が2.8%、B工業が 1
%vr寸ぎ念加。 「役場の紹介」民 c工業には念仁 A工業も 2人でな 7%にすぎぬが、 B工業で
は 19%に達し、特{(C3o. 4口、 50才代と上の年齢層Kその割合が多加。 「学校の紹介」は、
倍年齢j暑に多仰が、 C工業には皆無、 B工業では2口才代が 12. 9%、 10才代は 66. 7%、特κ
男は大半がとの経協によってwゐハ？をたA主業では、との経路は5口才代でも z2 %を占めてwる
が、 20才代が30%余と増加し、 10オ代では50%余と過半数に還してwる。次の「知此の寸
寸めjは各会社とも最も大き左割合を占めているととが注目されゐ。特KC工業では 74. 1 %、不
明のものを除〈と約 87 %のものが知人のす寸めでとの会社へ妙職したととVてなる。をたF主業で
も56%がとの経路で就職してな夕、三つの中で最大規僕のA工業では. 3 0才代では 6口%を越
えゐ高率がみられるが‘全体では過半数を割払 43%となり、それでも最高の構成比を示してw
る。広〈解すれば「知人のす寸め」に含まれるが、 「肉親のすすめJはどぐ儀かであって、 A工業
その他｜不 明 iロ"- 計
3 (23.1) 13 ( 100.ll) 
2 { 74) 2 ( z 4) 27 ( 1日0.0)
2 (5日） 5 ( 12.5) 4日（1 00.ll) 
1 (2.8) 1 ( 2.8) 36 ( 10日日）
3 (2.7) 7 （ふ2) 113 (100.0) 
4 (2.8 8 ( 5.4) 149(100.0) 
1 ( 4.5) 22 (100.0) 
3 ( 64) 日（1Z口） 47 (100.口）
3 ( 4.3) 9 ( 13.0) 69 ( 100.0) 
・1 ( 100.口）
2 ( 13.3) 2 (13.3) 15 ( 100.口）
2 ( 12.5) 2 (12.5) 16 (100.口）
1 ( 5110) 
2 ( rnn：。吋~j 2 (25.0) 日（10日
3 (30.0) 1日（100. 
, (1.4) I 品（8.1) 7 4 ( 1日0.
1 0 （込.8) 21 ( 1 o.日）i…0.0) 
1 (3.9)1 27 ( 9.5) 284 ( 1 00.0) 
が1.8 %、 B工業が 1%(1[過ぎ念かった。
以上のように就職の経路なのし手づるを検討すると、
大体次のような傾向が折出できるであるう。議－K.
ζの却械の三つの企業別ずれも、円わばインフォーマ
Jレ左手づゐともいうべき［知人の寸寸め」がもっとも
大舎な割合~占むてなり．しかも小規模念企業ほどそ
のような経路なv->l,.手づゐに依存する程度が増大し、
特に；設小樹美のC工業の如きは、殆んど大半がとの手
づるvcよって毅｝めゐようになってWる。また「安f＇人の
1ー すめ」の経路は10示伶重量~く、 20才代、 30才代と上
ゐKつれて．その比惑は増加寸ゐ傾向治せ旨摘できゐ。
守主こKは、 V>わぽフォーマJレな就職経路ともいうべき、
｛広告」 「織安Jf役場J「栄校」は、 「知人Jとは
逆氏、経営規篠が大き ρ ものほど‘その割合を増大し．
0工業で僚か 3.7 %であったものがB工業で32%に
増加し• A工業では約42%と「釘l人のす寸めJとほ
ぼ同じ割合K及んで円ゐ。？を7亡、これら匹つの就職経
路のうち「学校の紹介Jf.t1U才代で非常K多し 2u 
才代がそれに統〈が、 「役場の紹介」は3 0才、 4 0 
才代で多〈念る傾向か指摘できると思う。
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第3-6表 B工業は従業員の就職経路
広告募集をみマ 職安の紹介 役場の紹介 学校。紹介 知人。十すめ 肉親のやすめ
男 6 ( 85.7) 1 ( 143) 
1日：才代 女 1 ( 50.口）
計 6 ( 66.7) 2 ( 22.2) 
男 3 ( 18.8) 1 ( 6.3) 11 (68.8) 
2 0才代 女 3 ( 20.G) 11 (73.3) 
言十 3 ( 9. 7) 4 ( 12.9) 22 ( 71.o) 
男 ~；i_ 2 ( 14.3) 7 (5 0心）3 0才代 女 8 ( 34.8) 13 (5ι5) 言十 1 (2. 7) 1 o ( 2Zo) 2日（54.1) 
男 3 ( 42.η 3 ( 42.9) 1 ( 4.3) 
4口才代 女 1 ( 20.口） 1 (20.0) 3 ( 60.0) 
計 1 (8.3) 4 ( 33.3）’ 6 (50.0) 1 ( 8.3) 
男 1 (50.U) 
5 0才代 女 1 (33.3) 1 (33.3) 1 ( 33.3) 
計 1 （正日日） 2 (40.0) 1 ( 20.0) 
i 男 1 ( 1 00.0) 
不 明 女 4 (80.口）
き十 5 (83.3) 
1 (2.1) 9(19.1) 7 ( 14.9) 23 ( 48.9) 1 (2. 1) 
合 1 （？？） 1 c 1. 9 > I 10 ( 18.9) 3 ( 5.7) 33 ( 62.3) 
2 (2.日） 1 ( 1. 0) ゅ（19. 0) 10 ( 10.0) 56 ( 56.ll) 1 ( 1.口）
’一ー
第3-7表 c工業は従業員の就職経路
広造募集彰与て 職安の紹介｜糊の紹介 学校の紹介 知人のやすめ 肉親の十すめ
男 1 ( 100.口）
1 0才代 女
計 1 ( 100.0) 
男 4 ( 100.0) 
2 0才代｜女 1 (1ll0.0) 
言十 5 ( 100.0) 
男 1 ( 143) 4 ( 5z1) 
5口才代 女 5 ( 8 33)
言十 1 （ヱη 9 ( 69.2) 
男 1 ( 50.口）
4 0才代 女
言十 1 ( 50.0) 
男 l
5 0才代 女
計 一一男 1 (50.0) 
不 明 女 3 (75.0) 
言十 4 (66.7) 
男 1 (6.3) if (68.8) 
i日』 言十 女 9 (81.8) 
計 1 (3.7) 20 (74.1) 
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（人、%）
その他 不 明 ぷr:f 言1-
7(1口0.0)
1 (5 0.口） 2 ( 1日0.0)
1 (11.1) 9( 100.0) 
1 （品） 16 ( 1 00.0) 
1 (6.7) 15(100.C) 
2 (6.5) 31 ( 1 00.0) .I
4 (28.6) 14 ( 1日0.0)
2 (8.7) 23〔1日〔l.U)
6 ( 16.2) . 37( 10日.0)
7 ( 1 uO.じ）
ヘ（1 0.l) 
12( 1 o.o) 
1 (50.Cl) ? ( 10.l) 
3 ( 100.ll) 
1 (20.0) 5( 100.0) 
1 ( l 0日， )
1 ( 20.口） 5 ( 1 00.0) 
1 (16. 7) 6 ( 1日0)
2 ( 4.3) 4 ( 8.5) 4 7 ( 1 o. 
1 ( 1. 9) 4 (7. 5 ) 53 ( 1 00.0) 
3 u.o) I 2 〔8日） I 1uuc 100.吃i
「のア｜不
1 ( 4.J) 
1 (7. 7) 
1 (25.0) 
1 ( 16.7) 
1 (6.3) 
1 （虫1)
2 (7. 4) 
（入、%）
明r;-一計
2 ( 15.4) [ 
1(50.0)j 
1 (5日ρ）
1 (50‘口）＇
1 (16.7) 
3 ( 18.8) 
1 (9.1) 
1 ( 1 00‘口）
2 ( 1 00旬。）
4 ( 100.口）
6 (100.0) 
16 ( 1 00.0) 
11 ( 1日0.0) 
4 ( 14.8)1 27 (100.口）
さて、就職の経路K続wて、次にその会社に就職し
た理由念的し動機につ約て問うて得た解答を繋理して
みゐと、 A工業が第五←8表、 B工業及びc工業がお
5←9表の如〈である。まず、自宅から近距離であゐ
ζとや通勤が便利であるととをあげている人が男女を
問わず、各年齢階層』てわたって非常に多ρ ととに気ず
し特KA工業では、男が 4.1. 7 %.女が5z 1 %、
合計で 54. 3 %と半数以上のものが、との理由をあげ
てωるととが注目されゐ。ま1之、近距離や通勤便利が
B. 。工業でも、それぞれ36. 8 %と 35. 7 %で、や
はり最高率を示してあ、夕、とfl.らの対元の企業の、自
宅から近日鴎監で通勤便利であるととが、との地域出身
の従業員に非常に大きな魅力Vとなってρゐととが‘よ
〈うかがえる。次K比較的多仰のは、会社とか仕事K
かかれたという者ーである。特（！［＿ A工業では、との選出
が第 2位の 14. 0 %でるゐが、 B及びC工業では、生
活、収入のずてむに続いて、場5位で、それぞれ 10. 5 
%及び 14. 3 %を示して円る。また生活のため、収入
むためとすゐものは、 A工業では 13. 2 %と第五位の
比率を示してwゐが、 B工業では 24. 6%、。工業で
は 21. 4 %と、近距離、通勤便利に次いでかなタ高約
比率になってVIるととが注目される。
ととろで、 「近距離、通勤便利」は、若干の例外は
あるとしても、男女、各年齢階層共通に高円比率を示
してρ るが、会社、仕事、収入の安定性等の会社友加
し仕事に係わゐ理由は、 C工業は別として、各年齢階
扇ともK、男が圧倒的に多加。男ももちろん生活、収
入のための就職であろうがーそれは当然、のとととして、
それよタも会社を選択する条件として、通勤の侠荊さ
とともに、会社や仕事の怒力、就職条件等が、女ーより
もその前面κ出て〈ゐものと思われる。それに対して‘
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第 3-8表 ム工業従業員の毅識の理由
日 会社、仕事に
ひかれた
収入の安定性！生活のため
就韓条件がよwI l収入のため 子供の教育費
???
?
??
?
???
?
? ? ?
?，
?， ?
? ? ，
???
?
?
????
? ?
???????????????????????????
?????????
??????
??
???↑
3 ( 18.B) 
3 (16.7) 
5 ( 4 5.5)
1計部
2 ¥C虫5)
5 (55.5) 
5 (50.~よ←一一一一一一」一
1 （虫1)
2 (3.4) 
3 (43) 
苛五奇
2 (6.5) 
1 ( 6.3) 
1 ( 5.6) 
γ寸すη
8 ( 13.6) 
9 (12.9) 
でて百万7
3 ( 14,3) 
4 ( 12.9) 
3 ( 33.3) 
3 ( 30.0) 
2 (9. 5) 
2 ( 6.5) 
3 T2.5) 
2 ( 1.9) 
5 ( 3. 9)
第5ー？表 B工業KJ¥.及びC工業KKの従業員の就職の理由
1 ( 25.0) 
1 ( <'J.D) 
1 ( 20.日）
1 ( 8.3) 
2 ( 22.2) 
2 (14.32 
5(16.1) 
（ろけ）
6 ( 1D.5l, 
ー
、 ，
?、 ， ? 、 ， ，
? ? ?
? ?
?
??
? ?
?
?? 、 ， ，
?、
?， 、
?
業
ームi空心
1 ( 20.0) 
1 (7. 1 
2 日:3}
15 (14.3) 
1 7 ( 13. 2) 
2 ( 1. 9) 
2 ( 1. 6 2 
生活のため
収入のため
1 ( 8.3) 
3 (37.5) 
4 ( 20.0) 
「ヴ古古7
3 ( 42町？）
土与旦i
2 (22.2) 
2 (1日o)
4 (28.6) 
1 (20β） 
1 (Z 1) 
? 」
? ?
12 (38.7) 
9 ( 34.6) 
斗ili丑
。工業
4 (40.D) 
1 ( 2 5.0) 
立iliょ
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1 ( 10.日）
~ (Z 1) 1 
1 ( 1 0.0)
2 ( 5心o)
~ 二J
「生活・収
入のためj
という理由
は、いずれ
の年紺階層
も、女が圧
倒的に多〈、
またその理
由とも関連
して、 f子
供の教育費」、
「家計の補
助、小選いj、
「農業だけ
では生活困
難jをあげ
る者も、 A
工業に「農
薬だけで生
活圏整むの
男が1名あ
る以外は、
すべて女で
あることカ1
注目されるη
特に、会社
や仕事より
も、これら
のいわば家
計に係わる
理由をあげ
るのゑえ殆
んど 20才
以上の既婚
婦人である
にとも考え
合せて、と
~－－；：；寸の地域、特1日（1 DO.口）｜
4 ( 1叩の IIi犠村地管で
14(100.の｜
（入、%）
家計の補助 農業だけでは 知人がいる1Jゐら そ の 他 iιhニz• 言T遺 v、生活困難 知人の紹介
2 ( 100.0) 
2 ( 12.5) 16 ( 1日目。）
2 11.1) 18 ( 1日OD)
11 ( 100.0) 
3 c ~：~s 1 (1.~ ） 〕 5 (8.5) 59 ( 100口）( 1 ( 1. 5 ( z 1) 70 ( 1日OD)
1 (10.0) 10 ( 100の
1 ( 4.~~ 1 ( 4.8) 1 ( 4.8) 21(100.の
1 ( 3. 1 ( 3.2) 2 (6.5〕 31 ( 1日OD)
1 ( 100.0) 1 ( 100.口）
1 ( 1.~〕） 9(100.U口）） 
1 ( 100.0) 1 cm. 10 ( 10日．
1 ( 4.2) 1 ( 4.2) 24 ( 100.の
; g：~~ ? i:6日）） 2 ~1. ~〕） 9 (8.6) 1 IJ5 ( 1 日 0.。o~2 2 1. 10 (Z 8〕 129 ( 1 00.
（入、%）
家計の補助 農業だけでは 知人がのるから -t の fil 合 言t遺 V> 生活困難 知人の紹介
1 (25.0) 4 ( 1日D心）
1 ( 1 oo.口）
1Uむ口） 5 ( ・：日2必一
1 2 ( 1日O.o)
1 ( 12.5) 1 (12ふ）・ 8 ( 1川 l
1 5.0) 1 (5. 0) 20 ( 1 o .o)
1 （勾0) 5(100.0) 
7 ( 1 0円‘o)
(8.3) 1 2 ( 1日日の
1 (11.1) 2 (22.2) 9 ( 1lJD.口）
5 ( 1日日日）
(Z1) 2 ( 14.3 ) 1 4 ( 1 00.の
1( 100.0) 1 ( 1 oo.o) 
2 (66.7) 3 (100.0) 
3 ( 75.0 4 ( 1日o.o) 
~ ~~~：o口）  2 ( 1 00.l) 2 ( 1lJ0. 0) 
1 (3.2) 5 (16.1) 3 1 ( 1官官ア
~ ~ 1~·~~ ~ ~~－－~｛ (3.s) I 2 (Z 7) 26 ( 1 00.0) 2 (3.5)! 7 ( 12.3 ) 5 7 ( 1日o.o)
??、 ? ?
?， 、 、 ， ，
?
?
? ? ?
?
? ?
??， ???
』
、ー ? ，
?
、 、
??
?? ???
?
?? 、
???
，?
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高度の消費経済Kffi自されて、主婦たち沙叩7実に現金収入を求める気持が反映してWゐように曹、ゎ
れる。
（油農村の中小工業の場合、就業経路は圧倒的κF知人の紹介Jによゐ。とのために会社では応
募期限を定めず陀門前［〈募集広告と掲示して公示する例が多円。入れ替えがはげしいA工業の
場合は時折新聞折込み等を用円る。し刀〉し、それは労働条件の概要を示すだけであって、希望
者が門をたた〈には「知人のす寸め」が大きな役割タを果している。家庭の主婦を中心K就業
希望者層はひろがってωるが．をた大部：5｝は労働力市場Mこ翁磁自のな形で登場しては仰な円。そ
れは同労働力の内戦意識、臨時意誌につながっている。
第3節 従業員中の建設世帯員にみられる良薬従事状況
さて．とれらφ企業倒：：業員中K比杓当数Kのほゐ繋家の世帯員が含さまれて竹る0 v司被調査
者の家族の農家・非農家別構成を、各企業：；てつρてみると、第5- 1 (J表の如〈である。 ζれによ
第F 「 10表 従業員家族の農家・非農家別構成
業 工
男
1 0拭！女
言「
男
2 u才代｜女
言十
男
5日才代｜女
言十 35 (50.7) 1 (2.1) 日（10 0.口） 21 (56B) 15 (40.5) 
男 1 ( 1日日日） 1 (i 00. 0) う（42.9) 4 ( 57.1) 
4口才代｜女 3 (20.0) 1 ( 73.5) I 15 ( 1リ0.O) 2 (40.0) 3 ( 60.0) 
言十 4 (25.口） 1 ( 68.8) 1 ( 6目玉） 16 ( HlO.の 5 (41.7) 7 ( 58.3) 
男 2 ( 1日0.0)
5 D才代！女 3 ( 1 00.0) 
言十 5 ( 1日GU) 
1 (50.Ll) 
2 (:c巴，；~；： : 1 ( 12.5) 8 ( (2口.o)
言t 2 ( 2υ0) 6 ( 60.0) 2 (20.0) 1口（ ( 1 6.7) ヰ（66.η
努 37 ( 50.0) 35 ( 47.3) 2例…） 21 ( 44.7〕 24 ( 51. 1) 
合 女児（44.3) 112 ( 53.3) 5 (2.4) 21 (100.0) 19 (3「34 （叫
計 13口c45.8) i 14 1 c st8) I 7 (2.5) 284 ( 100. 0) 40 （州 58 （叫｜
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ると、 B工業では農家が40%、A工業では45. 8%と半ばに近し特K最小規模のG工業では．
5 9.3%と60%近ぐのものが農家世帯負Kよって占められてな夕、とれらの企業がWかに大き〈
地元の農家労働者K依存して加るかがわかるであろう。更にその数字を性別κ検討してみると、 A
工業、 B工業ともに、女では非農家世帯員が大半を占めてな夕、特にB工業での非農家世帯員の比
率が大き加。しかしo工業では逆K農家世帯員が 72. 7%と大多数を占めてwゐ。？をた男では‘ B
工業で非農家世帯員が 51. 1 %と過半数を占めるが、 L C工業ともに農家世帯員が50 %と、非
農家世帯鼻、を上まっているととが注目される。詮た年齢階層別構成をみると、 A、B工業Uて関する
かぎb、男女別l広若干の例外はあるとしても、 1 u才代で農家世帯員の割合が一番少し 20才代、
3 0才代と進むKつれて、農家世帯員の割合が高安って仰ぐ傾向を示し、 A工業の 30才の男子を
除ぐと、農家世帯負が 50%以上の割合を占め、非農家世帯員を圧してWる。ただし 40才代と
なると‘どの企業も農家世帯員の割合が低下しているととが注目される。
以上のようK従業員中には、非常K多数の農家世帯員が含？れているわけであるが、ぞれら農家
業 臨 。
不 ．現 合 計 農 家
7 (100.0) 1 ( 1UO.日）
2 ( 100.0) 
9 ( 100.U) 1 ( 1uo.口）
16 (100.0) 3 (75吋
15 t 1UO.O) 
31 (100.0) 3 (60.0) 
4、 ( 7.1) 14 (100.口） 3 (42.9) 
23 (1日0.0)
1 (2.7) 37 (100.0) 9 (Cl虫2)
7 (1即日） 1 ( 50.0) 
5 (1LD.口）
12 (100.U) 1 (50.0) 
2 (1日OD)
3 (1日0.0)
5 (100.U) 
1 (100.0) 1 (100.0) 
5 ( 100.口） 2 (50.0) 
1 ( 16.7) 6. (100.0) 2 (3五3)
2 (4.3) 47 (1 u口口） 8 (5日）
53 ( 100D) 8 ( 72.7) 
2 (2.0) 100 (1 o.口） 16 (59.3) 
工 業
非農家 不 明
1 (25.0) 
1 ( 100.U) 
2 ( 40.U) 
4 (57.1) 
4 (30.8) 
1 ( 50.0) 
1 (50.0) 
1 (SO.口） 1 (50.u) 
2 (50.0) 
3 (50.0) 1 ( 16.7) 
7 (43.8) 1 (6.3) 
3 (27.3) 
1日（37.0)
ーも守一
（戸．%〉
は
合 計
1 ( 1 00.0) 
1 ( 100.0) 
4 ( 1日0.口）
1 ( 1日0.0)
5 ( 10日日）
7 ( 10日.0)
6 {100.0) 
川町リ
2 ( 1 0. 
2 ( 100.日）
一
2 (100.0) 
4 ( 100.0) 
6 ( 100.0) 
16 ( 100.0) 
11 ( 1叫！
27 (1口口町
の経営規模はど
うであろうか。
調査票K記載さ
れたものを整理
寸ると、議3-
1 1表の如〈で
めゐ。先の第2
-6表Kよゐと、
大沢野町全体の
農家Kつρて、
経常規模が1u日
アール未満の比
較白匂経営規模の
小さの農家は．
全体の 58 %を
占めて V>ゐが、
ζれら企業に毅j
める農家では、
A工業は経営規
模不明カ湘当あ
ゐとしても、
1日日アール未
満が 49. 9 %と、
第五－ 1 1表 従業員農家の経営規模男1晴成
A 工 業 KK B 工 業 正弘 。
男 女 合計 男 女 合計 男
2 9 a以下 2 ( 5.4) 14 ( 15.1) 16 ( 123) 4 （刊日） 1 ( 53) 5 ( 12.5) 
3 0～ 4 9 a 7 (18.9) 11 (11.8) 18 (13.8) 9 (4Z4) 9 ( 22.5) 1 (12.5) 
5 0～ 9 9 a 12 (32.4）ゆ（20.4) 3 1 c 23.8) 9 (42.の 4 (21. 1) 13 (32.5) 1 ( 125) 
1D0-149a 5 (13.5) 15 ( 16.1) 2日（15.4) 2 （空5) 3 ( 15.8) 5 ( 12.5) 4 ( 50.0) 
1 5 0～1 9 9 a 3 (8.1) 2 (2.?) 5 (3.8) 3 (143) (5.3) 4 ( 10.の 2 (25.0) 
2 0 0～ 2 4 9 a 3 ( 8.1) ι (6.5) 9 ( 6.9) (5.3) 1 (2.5 
2 5日～ 29 9 a 3 (8.1) 2 (2心 5 ( 3.8) 
3 o o aらL上 ( 1.1) 1 (0.8) 
不 明 2 (5.4) 23 (24.7) 25 (19.2) 3 ( 14.3) 3 (Z5) 
l広h石 言十 37c1日日） 93 c 1口口） 13日（100.口） 21 (1 0日．口） 19 ( 100.0) 40(100.0) 8 ( 1日0.0)
町全体の害!J合よタかなD低E在宅f示してのる。また0工業も 56. 4 %と．町全体の割合にほ Y等しし
特に経営規模の小さw農家が多＼（：；とはいLぺがた凶。しかし、 B工業の場合は1口口アール未満の農
家が 6z 5%を占有入町全体の 57. 9%と比較すると‘かえどタ小幾家の世帯員が多円といえるであ
ろう o・宏九 20日アーノレ以上の上徴的経営規模の大きな長家となると、 A工事長で比 1 1.5 %を
占め‘町全体の 11. 4 %と大体一致してρ ゐが、 B工業で法 2.5%、c工業では皆無となる。これ
らの数字をみると、 B、C工系では、 Aこi；菜に比べると、やや小規模農家の割合か大き wように忠
われるが、 A工業では．乙の地域の割合と比べて.1J、税模農家が特に多円わけではなしむしろそ
れよりも低E容を示す。また大規模農家も ζのえ誠の割合に近似して怜ゐ。とのような点からすると．
第 3- 1 2表 従業員農家の耕作中心者
寸玄人 夫一丁一五一一
男 2 ( 5.4) 1 (2.i) 
A 工業女 3 (3.2) 4 ( 4.3) ？（立7)
言十 5 ( 3.8) 9 ( :¥.9) 9 ( 6.9) 1 ( 0.8) 
男 4( 19.0) 1 ( 4.8) 3 ( 143) 
B 工業女 1 ( b.3) 4 (21 1) 
言十 4 ( 10.日） 7 ( 1 7.5) 7 ( 175) 2 (5.0り 4 iO.O) 3 (7. 5) 一ト『』－・一一一一ー司ー男 4 ( .50.0) 1 ( 12.5) 2 (25.0) 。工業 女 1 ( 12.5) 1 ( 12.5) 1 ( 12.5) 
計 5 (31.3) 2 ( 12.~ 1 ( .S.3) 2 ( 12.5) 
－－＂~仁川 19 (28.8 11 ( 16.η 7 10.6) 6 (9. 1) 合 3 (2.5) 38 (31.7) 26 ( 217) 6 (5.0) I 9 C 4.5) 57 (3 0.6) 3 7 ( 1虫？） 13 ( 7.q) 1 4 c zs)I 6 (3. 2) 
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（人、必）
工業郎
大体K主；＞I/>て大沢野町全体の農家の経営規模男!J構成比が．そのま L反映
されているとみてよいであろう。
女 合計 更に、男女別K検討してみると、 A工業では、 1 0 0アール未満の農
1 ( 12め 1 (6.3)1 家の世帯員民男が56. 7%であるが、女は4z 3 %と、か念タ女の方
2 (25.口） 3 (18.B) 
4 (50.0) 5 (31.3) 
, ( 12.5) 5 (31.3) 
2 ( 12.5) 
が低率を示してwる。ととろが、 B工業では、男が61. 9、女が 73. B 
と、 J女が逆に 10 %.以上も高〈左夕、特KC工業では、男が25 %1fL対
して、女は B7. 5%の高率で、 1 0 0アール未満の農家世帯員が多〈な
って仰るのが自につしとのととは零細なB、c工業氏、特〈小規模念
築家の嫁や主婦などが、比較的多悼ととを物語っているのであろうか。
ととろで、とれらの企業K勤める農家世帯員の自家の農業は、世帯員
中の誰が中心になって経営されて円るのであろうか。をた本人はどの程
度それに参加してwるのであろう1Jo.。まず、自家農業の耕作中心者をみ
B ( 1日0.0) 16 ( 1叩，o)I ると．第五－ 1 2哀の如〈であゐ。 ζれによると、本人が耕作中心者だ
としているものは、 B工業の男で 19 %、男女令計で 10%とか左り高
い上揮を示している以外は、 A工業で男が 5.4 %、女が 3.2%、男女合計で3.B %. C工業叩主；該
当者なしという制兄で、全体としては．本人が耕作中心者だとするものは、どく少数にすぎないこ
とがわかる。ま丸本人でなくてその妥ないし失が樹同心者であるとするものは、 A工業では全
体で z7 %と低率で遣うるが‘ B工業では 1z 5%、c工業では 18.8 %と、 A工業の寄り合を 10%
も上まわっていることが注目される。しかし、 LずれV亡しても、本人、夫、委を耕f乍中心者とする
ものは、耕作中心者として、父、母、父母をあげるものK比べると、その割合は非常に低い。却ち．
父‘母あるいは父母を耕作中心者とするものは．特KA工業では全体で岳 4.6%V'Lも及んでいると
とが自をひく。
兄 姉 祖 父 家族で
4 ( 10.8) 1 ( 2.7) 4 (10.8) 
1 (1.1) 12 ( 12.η 
5 ( 3.B) 1 ( 0.8) 16 (12.3) 
1 (4.8) 
2 ( 10.5) 
3 ( Z5) 
1 ( 12.5) 
4 (50.口）
5 (31.3) 
4 (6.1) 1 ( 1.5) 6 （吏1)
1 (0.8) 18 ( 15吟
5 (2.7) 1 (0.5 24 ( 12.9) 
人を頼んで 不 明
1 (2.7) 
3 (3心 5 (5.4〕
3 (2.3) 6 ( 4.6) 
5 (23β） 
4 (21. 1) 1 ( 5.3) 
4 ( 10.0) 6 (15.0) 
1 ( 12.5) 
1 (6.3) 
6 (9.1) 
B (6.7) 6 (5.日）
8 (4.3) 12 (6.5) 
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（入、必）一
ぷ仁』コ 言十
37 (100.0) 
93 ( 100.D) 
130 (1日o.o)
21 (100.0) 
1 9 ( 1 0.の
40 ( 100.0) 
日（ 1日∞）
8 ( 1日0.0)
16 (100.0) 
66 (100.0) 
120 ( 10日ゆ
186 ( 100.0) 
それK対して‘
本人とか夫あ
るいは委を耕
作中心者十Eし
たものが．比
較的多数を占
めていた、 B
及びC工業で
は、父、母、
父母をあげる
ものはやや低
下するが、そ
れでも. c工
業では．全体の 43. 8 %、 B工業でも 35. 5 %と、非常に大きな割合を占めていることが注目され
る。その他、杉村乍中心者を明確にあけえないが‘ 「家族で」と趣味な答を出しているものが、 c工
第五一 13表 農作業のためK年間どれくらい休むか（ A工業臨）
休まない 1 ～ 2 日 5 ～ 4 13 5 ～ 9 日
男 2 (40.0) 1 (20.0) 
1 .o才代 女 2 (15.4) 1 ( 7. 7) 2 (15A) 
言十 4 ( 22.2) 1 ( 5. 6) 3 ( 16.7) 
男 7 (35.0) 3 t 15.口） 2 〔10.日） 3 ( 15.0) 
2口才代 女 13 (25.5) 13 25.5) 4 ( 7.8) 8 ( 15.7) 
計 初（28.2) 16 (22.5) 6 ( 85) 11 ( 15.5) 
「で 男 3 (3 0.0) 3 (3 0.0J 2 (.20.0) 
3 0才代 女 5 (20.0) 6 (24.0) 5 ( 2 0.口） 1 (4.D) 
言t 8 (22.9) 9 (2.5.7) 7 (20.U) (2 9) 
労 1 ( 1日広口）
4口才代 女 2 ( 66.7) 1 (3 3.3) 
言十 2 (so. o) 1 (25.0) 1 ( 25.o) 
男
5 Q才代 女言十
男
ヌミ 明 女 1 (100.0) 
言十 (5 0口）
12 (32.4) 。（16. 2) 5 ( 1 3.5) 4 (10.8) 
1ιョb、 言十 20 (21.5) 22 (23.7) 13 ( 14.0} ？ （虫7)
32 (24.6) I ?B (21.5) i 18 ( 13.8) ! 13 (10.0) 
第 3- 1 4表 農作業のために年間どれくらい休むか LB • C工業臨）
トー
1 0才代 女男
男
B 2日：才代 女
言十
男
ろ口才代
女三十
男
］： 4 0才代 女
言十
男
5 [J才代 女
t 3十
男
業 不 明 女
言十
男
JにιP誌I 言l -f,c_ 
！計
工業
休まない
1 (14.3) 
( 9. 1) 
1 ( 1,1) 
2 (16.7) 
3 ( 1 4.3)
1 {33.3) 
1 (2 0. 0〕
3 (14.3) 
2 ( 10.5) 
5 (12.5 
1 n Z亘7
? (25.o) 
3 ( 18.8) 
1 ～ 2 日 5～ 4 日 5～？ 日
1 ( 5 0町日）
1 ( 5 0.0) 
1 t 14. 3) 3 (42.9) 1 ( 14.3) 
3 ( 75.0) 
1 （虫 1) 3 (27.3) 4 ( 36.4) 
1 (.1. 1) 3 (3 3.3) 1(11.1) 
1 (8.3) 1 ( 8.3〕 1 (8.3) 
2 （虫 5) 4. (1虫口） 2 (9.5) 
2(66.7) 
2 ( 40.U) 
2 (9. 5) 6 (28.6) 5 ( 238) 
1 (5.3) ( 5.3) 4 ( 21.1) 
3 (7. 5) 7(17.5) 9 ( 2.5) 
直！ 2 ( 12.5 
一千 1ー
1日～ 14日
3 (5.9) 
3 ( 4.2) 
2 (8.0) 
2 ( 5.7) 
一
~ 2 ；：~~ 
1 0～ 1 4白
1 ( 25. 0) 
1 ( 9.
.1 (5.0.U) 
1 (20.0) 
1 (100.0) 
1 ( 100.口）
(15.~J 
3 (7. 
2 . (25.口）
2・ ( 12.5 
業で31%余を示しているが、他は大体 10 %前後存在するし、また．人K和んで耕作してもらうと
いうものも数パーセント売られるが．先にみたような農業従事者の老齢化の傾向を．との従業員の
1 5～1 9臼
1 5～1 9日
2 ( 16.7) 
2 (9. 5 
2 ( 10.5) 
2 ( 5.口】
2 日日以上
1 (2.0) 
1 (1.4) 
与（12. 0) 
3 (8.6) 
4 ( 4.4) 
4 {3.0) 
2口白以上
1(11.1) 
4 (33.:5 
5 ( 23.
1 (5日田口〕） 
1 ( 20. 
1 ( 4.8) 
5 (26.3) 
6 ( 15.0 
2 ( 25.U) 
2 ( 12.5 
不
不
明
2 (40.0) 
8 (61. 5) 
1 0 ( 55.6) 
5 ~25.~~ 
9 17. 
14 (19,7) 
2 (20.0) 
3 (12.0) 
5 ( 14.3) 
1 (1日O.U)
1 (50.0) 
1 0 ( 27.日）
20 c2t5) I 
3 0 (23. 12 
明
1. (5 0.口）
1 (50.U) 
1 (14.3) 
1 （虫1)
2 (222) 
1 (8.3) 
3 (14.3) 
4 ( 19.0) 
1 ( 5.~） 〕
5 ( 12.
2 (25.口）
之fil.§.
（入、%）
ぷ仁I為 言十
5 (100.0) 
1?' (100.0) 
18 ( 100. 0) 
20 (1日0.0口J） 
51 ~ 1日D
71 100.0) 
1 o E 1日0.0) 
25 ( 1 00.口）
35 (100.0) 
1 ( 1日o.u)
3 ( 100. 0) 
4 100.0) 
1 ( 1 00.口）
1 (1lJO.~~ 
2 ( 1 00.
37 (100.0〕
93 ( 1日 U)
130 L坦EムL
（人、%）
J日~ 言十
2 (1LD.O) 
2 ( 1 IJO.U) 
7 ( 100.U') 
4 ( 100.0) 
1 1 ( 1 u臼口）
9 ( iuo.o) 
1 2 ( 100.U ) 
2 1 ( 100.0) 
3 ( 1日0.0)
2 ( 1口OD)
5{100.02 
1 ~ 1日o.u~ 
1 1日0.日
2 1 ( 1 u日日）
19 (1 ~~：o口1） 
4日（1 
一言3-
調査からもはっき bと読みと
ることができょう。
次t亡、農家の世帯員である
本人自身は、自家の農業tてど
の程装従事しているのである
うか。それを知るために、農
作業のためl'C1年閣にとる休
暇の日数、休日の農作業ある
いは出動前後の朝夕の農作業
の有無等を調べると次の如く
である。まず、第五一 13表、
第五－ 14表で、年間十亡農作
業のためにとる休暇日数をみ
ると、 A工業では、休まない
とするものが 24. 6 %とかな
Dの割合に達するが、農作業
のために何らかの休暇をとる
ものが、全体で 52町 1%と過
半数を越えてま？夕、更に、小
規模なB工業やC工業では、
その割合はー！醤高くなる。。
工業では休まないとするもの
が 18.8 %1-C対して、休暇を
とるものが48.8 %、特KB 
工業では、休まないものが
1 2. 5 %に対して、農作業の
ためK何らかの併d段をとるも
のは全体の 75%にも及んで
いる。このように農家世帯員
は自家の農作業のためK併お援
をとるものが過半数きどこえ、
特K零細なB、c工業l'Cない
ては．その割合は非常に高く
なっている。また年齢階層別、男女別等か旬主、そう顕著な傾向もみられないが、休暇の臼数が多
くなるのは、 1 0才代よタも. 2口才、 3 0才代等一家の支柱となるよの年齢階層に属するものに
多いことが、一応指摘できるであろう。
また．この表Uてはあらわれていないが、非農家世帯員の中にも農作業のためK休暇をとるものが
若手みられる。即ちAI業では 10才代の男. 2 0才代の男と女がそれぞれ1人ずつ計5人が 1～
2日の休暇をとるとしてなIJ• B工業でも‘ '20才代の男 1人が 1～2a. 3 a才代の女t人が5
～4日、年齢不明の女t人が 5～9日の休暇をとると答えている。これらは自家が非農家であるに
もかかわらず．自分の実家や親戚等の農作業のために休暇をとるものであると考えられる。
第 3-15表 休日には農作業をするか（ A工業KR.)
農作業おましない 5時間未満 5～ 5時間 5～ B時間 8～1 0時間
勢 1 (20.0) 1 ( '2 0. 0) 1 (20.U) 1 (20.U) 
1 0才代 女 5 (3 8.5) '2 ( 15. 4) 3 (23.1) 
計 6 (33.3) 1 ( 5.6) 2 ( 1 .1) 4 (22.2) 1 ( 5.6) 
トーー ト・ー司ー一一
男 4 (20.0) 1 r 5.0) 5 ( 25. 0) 3 (15.0) 1 ( 5.日）
2 0才代 f;て ぷ日 (39. 2) 3 ( 5.9) 11 (21.6) 4 ( 7.8) 
言t 24 (33.8) 1 ( 1.4) B ( 1.3 ) 14 (19.7) 5 ( 7.日）
男 2 (2 0.日） 2 (20.0) 2 (20心） 2 ( 20.0) 
3 0才代 女 3 ( 1 2.o) 5 ( 20.0) ( 4.0) 6 ( 24.口）
計 5 (14.3) 7 (20.0) 3 ( 8.6) B (22.9) 
男 1 (1口0.0)
4 0才代 女 1 (3五3) 1 ( 3五3)
計 1 (25.0) 1 C 2 s.o ) 1 ( 25.0) 
男
5 0才代 女
計
男
方＝ 明 女 1(100.0) 
言十 1 (50.0) 
男 7 ( 18.9) 2 ( 5.4) 7 ( 18.9) 7 (18.9) 4 ' 1日.8)
' 
合 計 女 29 (31.2) 10(10.8) 16.(17.2) 11(11.8) 
言十 ・ 3.6 (27.7) 2 ( 1.5) 17 ( 13.1) 23 (17.7) 15(11.5) 
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次に休日l'Ci.~ける農作業の状況でるるが、それを作業時間男11vcみると、第五一 1 5表及び第3-
1 6表の如くである。 A工業では．休日に農作業をしないとするものは 27. 7%、それに対して何
らかの農作業をすると答えたものは、 64. 6 %に及び、その中でも 5時間ら仁土にわたる農作業K従
事するとしたものが、 47. 7 %と半紋近く存在して沿仏 1a時間以上と答えたものも 5.4%みら、
れる。更に B、c工業では休日K差是作業K従事するものの割合は一層糊日いB工業では 5時間比と
と答えたものが、 75%にも及び‘ 1 0待問らし上も 17. 5 %、農作業をしないものは 5%にすぎな
い。また0工業でも、 5時間らほと答えーだものは 56. 4 %であるが、 1 0時間らL上が31. 3 %と 5
分の 1l'C近く、何らかの農作業をすると写えたものの全体は 8 1 %にも達し、農作業をしないもの
T日時間らしと 農作業時間不明 弓二
( 2 0.0 ) 
世 ( 5 .6) 
1 ( 5田口）
' （：~：り＂＇.川) : 3 ( 5.9) 6 .( 4 ( 5.6) 1 0 ( 
1 (10.0) 
2 ( 8.口）
3 ( 8.6) 一 7 (2日日）
( 3 3.3) 
1 ( 2 s.o) 
1 ( 1 0日日）
1 (50.0) 
2 5. 4) 7 (18.9) 
5 1 3 ( 1 4.0)
7 5.4) 20 (15.4) 
（入、%）
5 ( 1 0 0.
る（ 1 6.7 ) 1 s ( 1a o.o) 
( 5.ll) 2 0 ( 1日0.D) 
4 ( 7.8) 5 1 ( 1臼0.0) 
5 (7.U) 11 ( 1 uo.o) 
10(100.U) 
2 ( 8.0) 25(100.0) 
2 ( 5.7) 3 5 ( 1 0 0.)
1 ( 1 0 0.0) 
3(100.0) 
4(100.0) 
1(100.0) 
1(100.0) 
2(100.0) 
1 ( 2.7) 3 7 ( 1日0.0) 
9 ( 9.7) 93 (100.0) 
10 (Z7) 130 (100.0) 
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は 12. 5 %にすぎない。こ
のように、農家世清員の大
半のものが、休白 tては農作
業に従事してな夕、しかも
1 0才代よりも 2J才、 3[] 
才代と高い年齢層ほど‘休
品の農作業従事者の割合が
増大し、そしてその時間数
も増加する傾向がみられる。
また前述の如し経情説撲
の零細な B. 。工業では、
休日に主義作業に従事するも
のの割合が• A工業よりは
るかに高かったが．それだ
けでなく、相当に長時間従
事するものの割合も非常l'C
高いことが注目される。即
ち、 8時間以上にわたって
従事するものが、 B工業で
は 4 0%、C工業では43.8 
%にも湾してな夕、 A工業
ではその害！｝合は 16. 9 %~亡
すぎない。
また．先の休暇の場合と同1ゑ非重量家世帯子負の中にも、休日K農作業をするとするものが若干名
存在している。即ちA工業では男が 2入、 B工業では男 1人と女2人．計5人が自家が農家でない
Kもかかわらず．長作業をしてなり、とれも実家や親戚等の農作業K従事しているものと思われる。
唱最後に通勤前後の朝及びタめ農作業への従事状況をみると、第 3- 1 7表，第 3- 1 B表の如く
第 3- 1 6表 休日には農作業をするか（ B、o工業KK)
農作業は
5時間未満 5～5時間 5～ 8時間 B～1 日時間
しない
1 ( 5 0.日）
1(50.0) 
1 ( 14.3) '2 ( 2 8.6 ) 4 (5Z1) 
1(25.0) 1 (25.o) 
1 （虫 1) 3 ( 2 Z3) 4 (36.4) 1 （引）
男 1 ( 11. 1 ) 2 ( 22.2) 1 (11.1) 
5口才代 女 2(16.7) 4 (33.3) 
計 1 ( 4.8 ) 4 ( 1 9.口） 5 ( 23.8) 
ドーー 一一一ー一一一ーー 『 ー
男 1 (33.3) 1 ( 3 .3) 1 (3 3.3) 
主 4 0才代 女 2 (1日日日）
言十 1 ( 2 0.日） 1 ( 2 0.日） 3 (60.0) 
男
5 0才代 女
計
男
業 不 明 女
言十
男 2 ( 9.5) 4 ( 1虫口） 7 ( 33.3) 
メιz"' 計 女 1 ( 5.3) 2 ( 1日5) 7 ( 36. 
計 2 ( 5.り） 5 c 12.5) 9 ( 22.5) 9 ( 22. 
?
。工業 l女 2 ( 2 5. 0) 
2(12.5) 
1 ( 1 2. 5 ) 1 ( 12.5 ) 
1 ( 6.3) 2 (12.5) 
ー ??
?
，??
?、
ー、?? 《
?
??， 、ー
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である。 A工業では朝夕農作業しないとするものが圧倒的に多く. 7 3. 1 %にも達し、朝、タある
いは朝夕両方農作業をするものは全体で21. 5 %となるV亡すぎぬが、 B工業では朝夕農作業しない
ものが 4z 5 %に対して、農作業するものもまた 4z 5%と、両者が相桔抗する。更に C工業にな
ると朝夕農作業K従事しないものが 3z 5 %と、その割合が低下し、従事するものが 50.1 %と過
（入、%）
1 0時間以上
操作業時間
牙二 明 ~ロ為 言十
方言 明
1 ( 5口口） 2 (1 0日.0)
1 (50.0) 2 (100.0) 
一7 (100.0) 
1 ( 2 5.o) 1 ( 2 5. 0) 4 ( 100.0) 
1 ( 9.1) 1 （立 1) 11 (100.0) 
3 (33.3) 2 (22.2) 9 ( 1 0 0.)
2 ( 16.7) 4 ( 3 .3) 1 2 ( 100.0) 
5 (23.8) 6 ( 2 8.6) 2 1 ( 1日日.0)
3 (1日0.0)
2 (100.0) 
5 ( 100.0) 
1 (100.0) 1 ( 100.0) 
1 ( 1日.0) 1 ( 10 0.0) 
3 ( 14.3 ) 3 ( 1 4.3) 2 1 ( 100.口）
4 (21.1) 5 ( 26.3) 1 9 ( 1日日日）
7 ( 1z5) 8 (20.0) 4 0 ( 10o.u ) 
3 (3Z5) 
2 (25.U) 
5 (31.3) 
1 ( 12. 5) 
2 ( 25.0) 
玉（ 18.8) 
、 ? ，
?
、 、 ，
?
、 、 ，
?
???????
???
?， ? ， ， ? 、 ， ， ? 、????
?
?、 ? ，
?
、 ? ， ，
?
?
．?， ?
?。
?
??、
， ， 、ー
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半数をとえている。とのよ
うに、先の休暇や休日の農
作業と同様．朝夕の農作業
についても、経営規模の零
細な B及びc工業の従業員
の中l'L.その従事者がはる
かに多いことがわかるn
（注）農村地滞にもかかわ
らず女子従業員で非長
家世帯員比惑が高いこ
とは注目すべきであるc
彼女等は幼労者家族の
家計補充者として労働
力市場K登場し、会社
側でも農家世帯員では
季節的に従業日数が低
下するためにとれら労
働力を髭闘して、倍。
主婦の工業労働力化に
ついては、後家労働力
にもまして非農家世帯
の高さが支えである。
さらに零細な農業経営
の桂捕では一家の中心
的持働力が賃労働者化
しているととも考慮、し
なければならない。
第 3- 1 7表 朝夕退作業をするか（ A工業他） （入、%）
朝農作業を
する
ぷh
6コ -;-i 
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?? ? ? ??????????
??????????????? ??
??
? ? ー ? ? ? ? ?
2(10.0) 
Z」主国
1 c 10.口）
1 ( 4.口）
2 ( 5.7) 
1 (33.3) 
1 (25.0) 
界（8. 1) 
2 (2. 2) 
5 ( 3 8可
タ農作業を
する
1 ( 70β） 
1 ( 5.6) 
？て百五7
3 ( 5.9) 
Li.1JLl.. 
2 (200) 
2 ( 8.0) 
4 (11.4) 
5 ( 1 3.5) 
5 ( 5.4) 
1口（ Z7〕；
朝夕農作業
をする
2 (10.0) 
2 ( 3.9) 
.!__i回
2 (20.0) 
6 (24.0) 
~辺
1 ( 1日0.口）
1 ( 25.U) 
5 (13.5) 
8 (8.6) 
13 (10.U) 
第 3- 1 8表 i説タ農作業をするか（ B. 0工業臨）
朝夕農作業
はしない
4 (80.Ll) 
10 (76.9) 
与右お
44 (86.3) 
57 (80.0) 
5 ( 5日.o)
1.5 (60.0) 
2 ( 66.7) 
2 ( 50. o) 
1 (100.0) 
1 ( 1口口口）
?__(J_Q且Q)_
23 ( 62.2) 
72 ( 7Z 4) i 
95 (73.1)1 
不明
3 (23.1) 
3 (16.7) 
干（百7
2 ( 3 9) 
3 ( 4.2) 
1 ( 4.0) 
1 (2.8) 
?
?、?、?
?????， 、
?
?、 ? ， ? 、
?
?
?
?
5 ( 100.0) 
1 3 ( 100.0) 
出端j
L!_己旦Q2
3時間
土ム旦旦i
1 ( 1口D日）
之＿｛＿1Jil♀｝＿j
3 7 ( 1口口＠口）｜
93 (1口o. I 
笠旦_u旦Q.o_}j 
（入、%）
朝浅作業を タ農作業を 樹タ主義作業 説タ浸作業 再三 明 i仁込J 計
-, ト る す る をする t主し T主、、
男女
2 ( 1 00.0) 2 ( 100.0) 
1 0才代
計 2 (1000) 
男 3 (42.9) 4 (57.1) 
2 0才代 女 1 (25.o) 3 ( 7.5.0) 
計 4包ム4) 7 （晶玉6)
男 6 (66.7) 2 ( 22.2) ~ ( 叫1斗4抗；（TI i告日  
3 0才代 女 3 (25：~~ 2 (16.7) 6 (50.口）
2 ( 計 3 (14 日（3 8.1 ) 8 (38.1) 
男 1 (33.3) 1 (3 3.3) 1 (33.3) 3(10'.J.D) 
T A口才代 女 1 (5 0.口j 1 ( 5口） 2 (100.0) 
計 2 ( 40.口） 1 (20.日） 2 (40.U) 5 ( 100.0) 
男
5口才代 女
言十
業 不 号月 女男 1 (100.0) 1 ( 1 0.日）
会ロふI 封1（（~~ 1 ( 1 LJO.口）
！｜ 男女 丘（ 7 (33.3) 9 l 42. 9〕 1 ( 4.8) 2111 DO.可i斗l 言十 5 c 3 c 15.8) I 10 （山）｜ 1 ( 5.3) 19 （川口）｜
Uit I 9 ( l 1 0 ( 2 5.0)I 19 (47.5)1 2 ( 5.口｝ 4日（ 1 00.0) 
「：τ－；I! 、?? ?? ????
?
?
?
??
?? 、 ， ， ? 、 ， ， ， 、 、??
?
?
?
1 (12.s)T 3 ~可
I 1 c 12.s) 
1 ( 6.3) ! 4 ( 2 5.口）
--7 8-
2ー了zs:o
4 (50.0) 
6 (3 z 5)
、 ? ， ? 、 、 ， ??? ?
????
???
? 』 ?
?
??、
?? 、 ， ，
?
?
第 4章 寺家部落農家の兼業の実態
はじめ K
寺家部落は大沢野町舟勝地区の南部に位f費す足、、差是家詮Z指令？日戸、非農家は寺院や記事店などわず
か数戸を含trl'Lすきない、この地域の代まと的な水田材作を主とする純農村である。 Lかし、昭和43 
4手の寝業基本調安結果にもとずいて、その農家の専業兼業別構成をみると、（第 4- 1茅参照、〕旧
農家fZ分では、容業農家はわず刀•2 戸（ 2噌 2%〕にすきす、大半は兼業農家で、 1穏兼業が 59戸
( 63. 4%）、 2穏兼業が 32戸 （3 4. 4 % ）となっている。また新農家区分による簿業兼業別農
家構成をみると、 1稀農家が79戸（ 8 5.0 9-,:）を占め、そのう九専業農家は7戸（ z 5 %）、や
忠オすL兼業が 65戸（ 6呪 99, ）、向営兼業が 7戸（z 5 9品〕去なっており、経営規模の小さい2
第 4- 1 'j与 専業兼業別農家構成（戸、%）
（新区分Kよる） ｛旧区分Kよる）
前夢 農 家 穏 ，愛 家絵： 一
農 専 兼業農家
-€>-コ
専 兼業農家 .fヲ. 業
業農家 農 主雇業兼 自兼 意Z自兼数 家 管業 言十 言十 家 営業 言十 言十
曹 兼業農家
業 一 一農
望ま 兼 兼
9 7 2 ？ ？ 
29a以下
( 9. 7) I Z 5 (2.2) ( 9.乃( 9.7 
3 6 
( 3. 2 ( 6.5: 
a 5 4 5 5 2 3 
30～ 49 
( 5. 4) ( 4.3 ( 1.1) (5.4 ( 2. 2‘ ( 3. 2〕
a 3 3 3 2 7 3 3 0 33 1 5 1 8 
50～？？ 
(3 5.5) (3. 2) (2 9. 6) ( 3.2) 。世 4
a 3 2 2 2 6 4 30 32 2 7 4 
1 0日～ 14 9 
(3 4.4) ( 2,2) ( 2 8.~ ( 4の(3 2. 3）β4.4) ( 29. 0. 
乱 11 1 1 1 1 1 1 1 0 
1 50～199 
(11.8) (1 1. 8 れ1.8) (11. 8〕 (1 o.s ( 1. i 
a 2 2 2 2 
20 D～249 
( 2.~ ( 2.2) ( 2.2) 
250a以上
( 1. t) ( 1.1) ( 1.1) ( 1.1) ( 1.1) 
言十 。93 7 6 5 7 72 79 1 1 3 1 4 1 4 ぷζhJ 
( 3.2] (1 DOD) ( z 5) (6 9. s為( z 5 σ1ゐ( 8 5D)! れ1.8 。5.1 ~ 5.1 2 5 9 32 ( 2.今(6 3. 4) (3 4. 4) 
資料：昭和4 3年農業基本調査結集表κよる
一月一
待農家は 14戸（10.; 1 %）で、そのうちでもや止われ兼業かγ1戸（11. 8 ~よ）を占めている。
このように荷動史家はどく少数削長られ、との蔀落Vておいても、高疫の兼業化、特十てやとわれ兼業
イヒ（ 81.7%）が進んでいることがわかる。
すでに篤2主Kおいて大沢妻子町や船勝地f7令体の農家の兼業の笑態に勺いて概観したわけでるる
が、ここではこの寺家部落を取b上げて、与トの兼業の実主告を、主止して 43生f7月にとの部落の農
家 88戸についてきた：持した実態前夜（5戸はが脊不能）十ても止ずき、より一層詳細にか析検討して
みるこ ξにす為。
第1節 農家世帯員の就業状態
この部落の滞 16才以上の農事実降帯員の農業有！？事状況を、＇／＇＇！；別、年齢別 Kみると第 4- 2多の叩
くでああ。まず、農業のみに従事すふものは、女［ておいてち 2.1 %＇と過半数をこえ、農業の女件へ
の依存がきわめて大きいこ fを示しておれそれに対して・'fiでは18. 4 %にすぎず、男女令ft_では
第 4-2表 農家世帯負の農業従事状況 （人、%）
農業のみ 農業内！兼業一T;r£業時iその油 ム口阜、 言十
与局 3116.7) 4. (22.2) 11(61.1) 1 8 ( 1 0 [l 0) 
1口才代 f主 1 ( 6.7】 1 （ 凸.7 ) 7 ( 4 6. 7 l 6 ( 4 0.0) 1 5 ( 1 0 0. 0) 
主.；＋ 1 ( .30 ) 4 ( 1 2. 1〕 11 1333) 1 7 ( 5 1 ) 3 3 ( 1 0 0. ) 
嬰 16(61.5) i 0 ( 3 8. 5 ) 2 6 ( 1 0 0. 0) 
？口才代 ・!;: 9(40.9) ? （ 官1) 6 I 2 7.3) 5 ( ? 2. 7) 22 ( 1目白日）
言十 9(18.Sl 18(37.5) 16(33.3) 5(104) 4 8 ( 100.0) 
与問 1 ( 3.1〕 3( 9.4) 17(53.1) 1 1 ( 3 4.4 ) 32(100.0) 
3 0才代、 女 1 6 ( 41.0 ) 1 0 ( 2 5.6】 6 ( 1 5.4) 4 I 1 0.3 ) 3 ( ヱ7) 39 (100.口）
言十 17(?39) 1 3 ( 1 8.3 ) 23(324) 1 5 I 2 1.1〕 3 ( 4.?) 7 1 ( 1 0 0. 0) 
与担 2 ( 8.3 ) 7(29.2) 1 2 ( 5 0.0 ) 3 ( 1 2.5) 2 4 ( 1 0 0.)
4 0才ft fr、 2 1 ( 7 5.0 ) 4 ( 1 4.3) 1 ( 2 ( 7.1 ) 2 8 (.1 0 0.0) 
三十 2~ （ 44.?) 11(21.2) 1き （2 5.0〕 3 ( 5. 8〕 2 ( 3 8) 5 2 ( 1 0 0.0) 
字 6 ( 2-5.0 ) 6 ( 2 5. 0 ) 1 1 ( 4 5.8)1' 1 ( 4.2) 2 4 < 1 o o.o) 
I 5 o z十代 女 2 5 ( 7:3.5〕 1 ( 2. 9 ) 8(23.5) 3 4 ( 1 0 0.) 
言十 ,31(53.4〕 7(12.1) 11 (19.0) 。I1 5.5) 5 8 ( i0 O.Cl) 
現 2 1 f 53.8 ) 7(17.9) 7. 7) 1 ( 2.6 ) 7 ( 1 7. 9) 3 9 ( 1 0 0. O) 
6 0才以1:女 16(51.6l 1 ( 3 2) 1 ( 3 2) 1 3 ( 4 1.9 ) 3 1 ( 1 oo.o) 
計 37(52.9) 8111.4) 3 ( 4. 3 ) 2 ( 2. 9) 2 0 ( 2 8. 6) 7日（ 100.0)
号ヨ 30(18.4〕 2 3 ( 14.1〕 6 2 ( 3 8.0 ) 29 (17.8) 19(11.7) 163 (1000) 
女 8 8 ( 5 2.1〕 1 6 ( 9.5 ) 1 0 ( 5. 9 ) 1 8 ( 1日7) 3 7 ( 2 1. 9) 169(100.D'i 
言十 1 1 8 (35. 5) 39(11.7) 7 2 ( 2 1.7) 47 (14.2) 56(16.9) 3 3 2 ( 10 0.0) 
-80ー
農業のみは35. 5 %となる。ぞれを更K信料階層Jljvとみる去、農業のみがj月半数をこえる女では、
1 0才代で 1人（ 6. 7 %〕Kす完封功、 2口才代で 40. 9件、 30代で41. 0 %、 40才代』てなる
去75. 0 %と年齢階梯を昇るにつれて異業のみがその零I令を激f惨させ、 50才代で 73. 5 %、 60 
才らU.でも 51. 6 9五Kも達している。また、明では 10才.2 Dオ代では皆無、 30才代でわずか
1λ （ 3. 1身〕、 4 0才代が2人（ 8.3%）、 5 0才代になるとやや矯加して 25. 0 %、要iVL.6 o 
才以上忙なる止 53. 8 %と渇半数を紗え為。このように農葬のみは女粋にその割合が高いだ、けでな
く、男女を通じて高年齢層の者K農業のみカ事だ多いこ去が在日され‘明らかK三ちゃん農業の様
相をうかがうことができる。
次に、農業を主去して兼業K従Eドーするものをみあ九界が 14. 1 .9九女が9. 5 .9f.c、女よりも男
の方Kその割合が大習い。年齢的Kは10才・ 2 0 才代Kは男すとも皆無、 5 口才代では~は9. 4 
%で4ちるが、女が 25. 6 91；とかな9；きいが、 40才代以上では逆に興のつちか高くなるe 即弘、女が
どく数人KF長られるの陥守して、男（r;t4 0才代で 2虫29｛、 50才代で 25 y；、 6口才以上で 17. 9 
%を占めている。また、兼業を主として農業にも従事するものは、なが5.9 %止どく少数であるの
間守して、要の方では 38. 0 %と斡業状態中最高惑を示している 0 1f.船男IJでは特［I[2 0才代の明で
は 61.59（.、 60%以上のものが疾業Kも有F事する治、兼業を主止しており、次いで 30才ft-t, 
5 3.1 %、 40 :t代が 50. D泳、 50才代でも 4s.s9fc，過半数ないし半数近くのものが兼業を
主どしている。また、兼業が主の女t土、 30才ftで15. 4 ~与とやや自立つ以外はどく数人にすぎず、
特Vζ50才以上は 1人もみられない。更にf也君手業だけに車t業すh者となるL さすがK男女とも若
い世代Kその害！晴つが高くな忍。特に10才イての女は 46. 7 %と半主主近くが俄望者会きだけであり、 1口
才代男も 22. 2 %、 20才代となると興が 38. 5 5弘、女が2z 3 %, 3 0才代では男が 34. 4 %去
かなり高い割合を占めている。ところが女は3 0才代では他産業だけはその割令が低下して 1 0. 3 
%.、 4 0才代』ては皆無止なあ。いずれKしても女t'＋・（cl年をξるにつれ、半年VC5 o才以上では伶彦業
から足を洗って、農業か主婦業K育念：する者が殆んどでるるこ止がわかるc
険、その他が、 1 0才代K多いのはさ学生であり、 20・30・40才代社主婦、 5 0才代：ti.上で
は無職の老人、病人が多くなるためK、その他の害i令カ辻守加してくる。
以上のように件・年齢別tてみた豊家世帯員の農業への術§￥；，状況を、次v-c. 男二手はfil帯主、ぇ，kつ
ぎ、その仰の男二乙、女ニ乙は主婦、嫁、その千thの女二乙Vζ区外し、その続柄別に検討してみる去、第 4
-4茅の如くで孝為。
まず男の方で俗、伊帯主は農業のみ忙就業が33 3 .%とT!lit3分の 1を占め、しかも農業のみは
高い年齢層、特VC6口才以上が大半を占めていることが注目される。世帯；主で農業を主去しで兼業
Kも従事は、全体では 2 5. 0 %、各年齢層とも仔ぽ：Jli:似した割やを占めていふ。去ころが、兼
業を主としで農業Kも従事は、 3 0・40才代では過半訟をかえるが、 50才代では45. 8 91;, 6 0 
才以上となふと 9.7 91'亡すきない。しかし、今体としては 34. 5 %と、農業のみや農業を主よりも
高速を示していみ点liJ>El VCつくe t埜有j'~主では、兼業 ξいっても農業Kは令く関与ぜず、もつばら他
産業に従事する者は非常K少く、段構；主全体の 65与にすきず、それも若い年齢層の者が殆んどでる
止、。
-a 1-
第 4-3茨 男子農家世帯員の続柄別養護従事状況 （入、 9-;) 
農業のみ 農業が主 兼業が主 他透諜のみ ヂのイ也 ムr:1 言十
t仕
1 0才イモ
'2 0才代 1 (1 OO.Q) 1 (100.Q) 
’市t 3 0才代 1 (10.o) ? ( 2口口） 6 ( 6 .D 0 .¥ 1 ( 1日0) 10 (100.0) 
主 4 0才代 1 ( 5.6 ) 61333) 
9 ( 5日，O) 2(11.1) 1 8 ( 1日o.n)
5〔〕才代 6 （つ5.D ) 6 { ?5. 0 ) 1 1 ( 4 5.8) 4.?) 24 ( 100.0) 
草月 60才上j1: 2 0 ( 6 4.5 ) 7(22.6) 9. 7 ) 1 ( 3.?) 31(100.0) 
、』J 合計v 28(333) 2 1 ( 2 5.0 ) 2 9 ( 3 4.5) 5 ( 6.n) 1 ( 1 2 ) 84(100.0) 
1 0オオで 1(14.3) 3 ( 4 2. 9) 3(42.9) 7 （守口0.0) 
t-: 2 0才代 1 5 ( 7 5.0 ¥ 5 ( 2 5.[1) 20(100.0) 
止 5口才千ぞ 1 ( 4. 6 ) 11(50.0) 1 0 ( 4 5. 5) 22(100.0) 
4 0才イモ 1 (16.7) 1(16.7) 3 ( 50.0) 1 ( 1 6. 7】 6 ( 1日0.0 ) 
てコ
5 0才イで
l宮、 6 0才I壮上
ト一一ー一ー
ヂ￥ 言十 1 ( 1.8 ) 2 ( 3. 6 ) 3 0 ( 5 4.6)1 9 ( 3 4.6) 3 ! 5町5) 55 ( 1 00.0) 
.:f- 1 0才fで 2 ( 1 8. 2 ) 1 ( 空1) 8 ( 7 2. 7 ) 1 1 ( 1日0.0) 
1 ( 2 0. 0) 4 < s o.o) 5<100.0) 
1 ( 1 2. 5 ) 7 （号7.5 ) 自 （1 0 . 0 ) 
1 ( 4.2 ) 3 ( 1 2. 5) 5 ( 2 0 8) 151 625) '}J{100.0】
第 4- 4 3年 女子幾家世帯員の続柄別農業従事状況 （入、%）
農業のみ 農業が主 兼業が主 -1t量産業のみ ヂの他 令 言＋
主 1 0才代
密議 2 0才代 1 ( 50. 0 ) 1 (5 0.0〕 2 I 100.0) 
* 3 0才代 9 ( 5 6.3) 4 ( 2 5. 0〕 2(12.5) 1 ( 6. 3) 1 6 ( 1 0 D口）ZE ’ 4 0才代 18(72.0) 4(16.0) 2 ( 8. 0 ) 2 5 ( 1 0 0.0)
主を 5 0才代 2君 （7 9.3 ) 1 ( 3. 5 ) 5(17.2) ’2 9 ( 1日o.0) 
メ百弘、
60才以と 10(83.3) 1 ( 8.3 ) 1 ( 8. 3 ) 12(100.口〕
む 合計 6 1 ( 7 2.6 ) 1 0 ( 1 1.9 ) 3 ( 3. 6、 2 ( 2. 4) 8 ( 9,5〕 84(100.0〕、~
1 口エ十代
2 0才代 8 ( 57. 1 ) 2 ( 1 4.3) 1 ( 7.1〕 3(21.4) 14 (100.0・) 
3 0才代 7(31.8) 6(27.3) 4(18.2) 3 ( 1 3.6〕 2( 9.1 ) ?2(1000〕
嫁 4 0才代 3(100.0) 3 ( 1日0.0)
18(46.2) 6'15.4) 6 ( 1 5. 4 ) 4(10.3) 5(12.8) 39 ( 100.0) 
1 ( 6.7) 1 ( 6. 7 ) 7(46.7) 6 ( 4 CJ.0 ) 15(100.0) 
5 ( 8 3. 3〕 1<16.7) 6 ( 1 0 0.)
1 ( 1 00.0〕 1(100.0) 
2 ( 4 0. 0 ) 3 ( 6 0. 0 ) 5 ( 1 0 0.0) 
6(31.6) I 1 3 ( 6 8.4) 1 9 (1 o o.o〕
9119.6) 1 ( 2.2 ) 1 2 ( 2 6. 1 ) 2 4 ( 5 2. 2）』46 ( 100. 0) 
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世帯主では農業のみや農業が主治週半数をがえ、兼業が多いといっても、付まり農業の比重が大
であろ力主あとつぎとなると逆に農業よりも兼業の比重がきわめて大昔くな旬、兼業が主や他意業
のみが 90 9匹近く Kも達する。即ち、あ去っきで農業のみK従察は、 4 0才代の 1人．農業を主と
して兼芽に就業も 30才・ 40才代に各 1八百十2名Kすぎない。ぞれに対して、兼業を主として農
業Vても従事は全休で 54. 6弘、特(rL？ロオ代は 75 %、 3 0才・ 40才代も 50 %となってお b、
またもつばら fjJ産業に就業も令体で 34. 6 %、特κ1 0 才代は 429~：. 30才代も 45. 5 %と半
数近くに達している。
その他の男子Kついては、主止して若年齢層では、あとつぎ以外の 2・3明、老年層ではすでK
俊桟：主の/{16を降りた老人で2・る。であるから、 10才代では学生、 20才代ではも A ばら他苛業K
穀業;O＞大半を占めており、守企業を主止して農指ても就帯コ 5人も、わずかに農業を手伝う程度陀す
ぎない。
さて、女平I子市員では主婦（女の tJ:!帯主を含む1は、農業のみ(re従事が圧倒的に多く、令依では
726%K及び、年齢階謄男I）にみると、 20才代が 50夕、 30才fそが 56. 3件、 4口才代が72 
%、 5 0才代が 7空391，と、年信部誇梯か昇るにつれて害Ii会も上昇し、 6 0 才~.土では 8 3. 3 %にも
達してい為。ぞれ(rL して、農業を主として兼業に新知ま、 3 0才代の主婦が25夕、 4 0才代仕
1 6 %と、農業のみに穀業止は逝t亡、年齢が：高くな不汚ど少くなって、 50才代も 60才以とも名
1人（ 3. 5 %と 8.3 9f, ) ！そすき～ず、令依では 1t 9 9ーとなる。また寺実業主ー 主企して農業｛そも就業や
も円t'fら他辛業K就業も、いずれも 3 D才・ 4 D才伏の主婦カ選比名、重量パーセントにすぎないQ
次VG嫁Kおいては、農業のみにてす支が 46. 2 9’k半数K近く、弁：の主鰐ほど高率でないとしても、
農業のみがかなb高い答Ii舎にあることが渡呂される。いずれにしても、主婦及び嫁に農業のみ就業
が多いことは、刀ゐあちゃん農業の傑松を明石署K子氏しているといえよう。嫁において、主婦に比べて
農業のみの比広が倍下したことは、手れだけ農業を主として兼業K就禁や兼業主t主として農業vても
就業が増加し、それぞれ 15. 4 %を示し、またもつばらftiJ産業に就業も 10. 3 %となる＂ ~v亡、女
子僚帯員のにhで、その他の女ヱは、 1 0才代ではその他｛主として学生）が刀Aなbの比率を示すが、
それ以外では、もつばら他産業に穀業が 46. 7 %を凸め、 2 0才代となふ去、千改善F業だけが83. 3 
先企ても及び、農業K従事するものは皆無止な：；.，＂それに対して、ぞの他の女子の高年併者層Vては、
今無原告が多くなると同時K、農業のみにI昔、業もかなりの害！！壬;fCこ達していふことが注目される。
さて、農家法帯員の農業従事状況の最後に、同荷主・あとっさ・主婦・嫁の農業従事：状況を、そ
れぞれの農家の耕作面積J.jl(rL検討すみと、吉右 4-5表の如くであふ。
まず世帯主からみると、農業のみ従事は、 2 宇＂a以下Vtては皆無、 30～4 9 aでは僅か1入、そ
してが営面積が増加するKつれて、その割合が高くな司てゆくことが認められる。ぞれとは逆に、
兼業を主として農業K新ー業．もつばら他産業に静：業t終す当面精力叶、さくなる程、々の割合が婚加す
ることがわかる。特(r[.2oa以とKは兼業が主らもっぱら者控業も 1人もないし、 1 5～1 9 9 
a にはもっばら他普業はない。それK対して 49 a以下の 10人中守人までが兼業沙生、あるいは
もっぱら他替業で：:J,る。いずれKしても、世情主では紅特目面積が大きい程、農業のみあるいは農業
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が主の毒1令が矯大するのvc対して、終営規模が小さくなる程、兼業が主ないしもっぱら1t主望者業の割
令がj争力目するととが明確に指摘できる。
定型： 4-5手伝 出一手芸’主・あ去っぎ・主婦・嫁の耕作面積男！！農業従事状視 ｛人、%）
農業のみ 農業が主 兼業が主 他産業のみ ぞの俄 令よ 言＋
29a以下 1 ( 5 0. 0 1(50.0, 2(100.0) 
i昔 30～ 49 1 ( 1 2.5 ) 6 ( 7 5. 0 1 ( 1 2目5) 8 ( 100. 0) 
袴； 50～ 90 8 (26.7) 5(16.7) 15(50.0 2 ( 6 7 ) 30 (100.0) 
主 1 0日～1.19 1 0 ( 3 4.5 ) 12(41.4) 5 (1Z2) 1 ( 3. 5 ) 1 （’3. 5) 2 9 ( 10 .0 ) 
r句、 15 0～1 99 7「58.3 ) 3 ( 2 5.0 ) 2 ( 1 6. 7 1 2 ( 1 0 0.0) 
、明_, 2ooa .tLと 2 (66.7) 1(33.3) .3 ( 1 0 .0) 
令計 28(33,3) 21( 2 5.口） 2 9 ( 34.5) 5 ( 6.口） 1 ( 1.2 ) 8 4 ( 1 0日.0) 
29a以下’ 1(100.0) 1 (100.0) 
~ 3口、・ 49 1 ( 2日0) 4 ( 8 0.0) 5 1100.0、
止 50～ 99 12(63.2、 6(.31.6〕 5.3 ) 19 (100.0〕
100～149 1 ( 5. 9 ) 8 ( 4 z 1 7(41.2) 1 ( 5. 9) 17 (100.0) つ
150～1 99 1(10.0〕 8 ( 8 0.口、 1(10.0) 10(100.0~ 
ぎ 20 . oa. 以上 .1(33,3) 1(33.3) 1(33.3) 3 (100.0) 
合計 1 ( 1.8 ) 2 ( 3. 6 ) 30(54.6、 1 9 ( 3 4.6 ) 3 ( 5.5 ) 55 (100.0) 
29a以下 1 ( 3. 3】 1 ( 3 . 3】 1(33.3)j 3 ( 1 0 0.口）
30～ 49 8 ( 8 .9 ) 1(11.1〕 9 ( 10日日）
50～ 99 2口（ 66.7) 4( 13.3〕 1 ( 3.3、 1 ( 3. 3 ) 4 ( 1 3. 3 )I3 o ( 1 o a.o ) 
100～1 4 9 2'2 (81.5 ) 3(11.1) 1 ( 3. 7 ) 1 ( 3. 7) 2 7 ( 1 0 o.o)
主を 150～1 9。7 ( 6 3.6) 2 ( 1 8.2) 2(18.2) 11 ( 100.0) 
〆百色、 20 Os以上 4 (100.0) 4 (100.0) 
tr 合計 6 1 ( 7 2.6 ) 10(11.9〕 3 ( 3. 6、 2 ( 2.4) 8 （担5》 84 (100.0) 、.＿／
29a以下
1(so.o) 30～ 49 1(50.0) 2 (10 0 0〕
5(1～？？ 5 ( 4 5.5〕 1 ( 9.1 ) 2 ( 1 8: 2〕 3 ( 2Z 3〕 1 1 ( 1 0 o.o) 
嫁 100～149 8 ( 5 o.o) 2(12.5) 3 ( 1 8. 8 1 ( 6.3) 2(12.5) 16 (100.0) 
15 0～1 99 1 ( 1 4,3) 3 (42.9 ) 1 ( 1 4.3 2 ( 2 8.6〕 7 (100.0) 
200日以と 3 ( 1 oo.o) 3 (100.0) 
合計 1 . 8 ( 4 6.2) 品（1 5.4 ), 6 ( 1 5. 4、 4 ( 1 0.3、 5(12.8) 39 <100.0) 
次vc、あとつぎtてついてみZ、去、農業のみは 2O O a 以とのかずか 1 人にすぎず、農業；；？~主も、
1 0 0～ 1 4 9 aξ1 5 0～ 1 9 9 a層にそれぞれ 1人言十 2人Kすぎない。それK対して、 9 9 a 
以下の農家のあとつぎは、砦兼業；；？I主かああいはもっぱら1fu矛：業であり、特vc3 0～ 4 0 a層で付
もっぱら他膏業は 80%を占めているc このようにあとつぎでは、終営規模の比較的大きい農家K、
農業のみあるいは農業が主が若干？？られるが、殆んどのるとつきが兼業が主か、あふいはもっぱら
伶ff業であって、しかも併営規駒フ広狭にかかわりなしそれらが高い筈Ii令を占めている。
また、主婦の農業従事状況を終営面積別Kみると、主婦では兼業が主、~るいはも）つばら他産業
はわずか5人（6 91、〕にすきなかったiJ：、それらはすべて約営規模の比較的小さい農家の主婦であ
る点が注目される。即ち、 5人中 1人は 10 0～1 4 9 a層であるが．他は50～ o 9 a層が 2人、
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2 9 a以下 2人となっている。それ附すして、 20日a以上では農業のみが10 0 9伶占め、また
1 5 0～1 9 9 a層でも農業のみが大半を占め、農業が主は18. 2 %となるが、兼業が主やもっぱ
ら他芳業は 1人もみられない。いずれKしても、主婦は番手営規模の広秒Vてかかわらず農業のみが圧
倒！酌に多く、手れK農業がをを加えみと全体の 85 ~近くなるが、わずかK存在する兼業が主やも
つばらft：品赤業：は、皆零紳な農家の主婦であると止がわか為。
最後VC嫁Uてついてみると、嫁も主鱗と尉H羨Vζ農業のみが多く、半数K近いが、兼業が主やもっぱ
ら他静業は主婦よ b多くたってくる。そして、経営規模49 a以下の憶は男！Jcしても、業業が主や
もつばら他襲業は終営規模が小さくなる程その審I令か矯加していることカ寸制高できょう。券業が主
やもつばら物帝業の割合が比較酌忽いのは 15 O a以下であ勺て、もつばら他苦手書舎は 15 O a以上
Kは皆無、 20 0 a以とには兼業が主もなくなり、農業のみが1η 口%を占めている。
第2節 兼業従事者の従業上の地位
この部落の滞 16才以上の農家出帝員のうち、半数人（ 47.6<k）のものが伺らかの形Kおいて、
農業以外の併芳業に従事してい忍が、それではそれらの他芳業給事者の従業土の地位はどうであろ
うか。 -rれを年炉階層別托みる ξ第 4-6？与の官flくであふ。
まず、自営業の君主主ないし家侠従業者は令体では 12. 7 %、年前期jVをみるc.特K勢子では年齢
第 4- 6表 農家の引塘業従事者の毎附lj・従業上の地位万lj構成 f人， q6) 
会社・白体役員 §営業主・ 一般身雇 臨時または 合 計家族従業者 日 雇
男 7 (100.0) 7 (100.口）
1 0才代 女 1 ( 1 2. 5 ) 7 ( 8Z 5) 8(100.0〕
言十 6.7〕 1 4 (93.3) 1 5 (100.口、
男 1 ( 3. 8) 2 5 ( 96.2 ) 26(1000) 
2 0才代 女 日 ( 1 0日） 8 ( 1 00.D) 
言十 1 ( 2. 9 ) 3 3 ( 9Z 1 ) 3 4 ( 1 0 0.) 
男 1 ( . 3. 2〕 24 (7Z4) 6 ( 1虫4) 3 1 ( 1 0 o.) 
3 0才代 女 2 (10.0〕 8 (40.0) 1 0 (50.0) 2 0 ( 100.0) 
言十 3 ( 5. 9) 32 (62.7) 16(31.4) 5 1 ( 1 0 0. O)
嬰 6 (27.3) 1 0 (45.5) 6 ( 2 7.3〕 2 2 ( 1 0 0. 0)
4 0才代 女 1 ( 2 0.0) 4 ( 80. 0 ) 5 ( 1 0 0.〕
言十 7 ( 2 5.9) 10 (3ZO) 1 0 ( 37.0〕 2 7 ( 1日0.0)
現 5 (29.4) 7 (41.2) 5(29.4) 1 7 ( 1 0 0.0〕
5 0才代 女 1 (100.0) 1 ( 1 0 0.)
青十 5 (27.8) 7 ( 3 8.9 ) 6 (33.3) 1 8 ( 1 0 0. 〕
男 3 (2Z3) 1 虫1〕 7 (63.6) 1 1 < 1 o o.o) 
6 0才以と 女 2 ( 100.0) 2 ( 1 0日.o)
言十 3 ( 23.1〕 1 ( 7. 7 ) 9 (69.?) 1 3 ( 1 0 0.QJ 
男 16(14.0) 74 (64.9) 24(21.1) 114(100.0) 
合 計 女 4 ( 9. 1 ) 23 (52.3) 17(38.6) 4 4 ( 1 0 0. 0) 
言＋ 20 (12.7) 9 7 (61.4) 4 1 ( 2 5.9) 158(100.0、
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が高ま~， (reつれて、自営業従事者の害！！令が婚相しているこ止が注目される。なお、この部落で自営
業企みられるもの2令。人中、女予4人は皆自営務f吉の家族従業者であるが．男子では、従E業考規模
が 1 0 ないし2日人位の土木工事i背負業 f 土建業）を？をむもの 2 人以ケ~（re、大工が 5人、豆腐麿な
いし豆腐存鵡が2入、そして運送業、林業、履物街、鮮魚・そーの世主食料品店、酒・その他食料品店、
石原、 1r円宮各1入、合計 16人企庁る。
以トは白営兼業であるが、次Kや止われ兼業をみる去、イ位彦業従事者中 61. 4 %が一段常雇、臨
時または日震は 25. 9 %となってい忍。ぞれを更にE時均等層男！j(re検討すふれう往年齢層では他産業
待患者の殆んど全部が一般常震であり、年齢の上昇につれて一般常麿のきI令が低下してゆく。特に
1 0才代では男子は 1D日敗、女子も宵管業家族従業者の 1人を除くじ全員が一般常雇であり、
2. D才代でもす乎ー は 1D 0 %、男子も自営業の 1人を除く去、全員が一般常震となっていえら。とと
ろが 3 0・4D ・5 口才代去上井する！とつれて、ー照常窓はtr完投itてその制令を減じ、自営業や臨時
空たti日程が増加してくあc特K女子は 5口才イでではー 殿f者雇は 4 0 9誌を占めるが、 4 0才以上で
は一照常震が普無となる。また臨時または日展は 10才、 2.0才代では男女ともvc皆無できちるが、
年間の上昇F去もにその割令が増大し、 60才f1：でね 6虫29-r'.にも透すふことが注包される。
いずれにしても、一般活寝は若年航慢にぞの割合が多く、ヂれlと対して中高年齢層Kなhc，次
第に臨時または日震が増加してくる。
また男女別では、一秒常壊は男子会体の 64. 9先、 f,7Cjとは 52. 3 91くとf男子が 13 9｛近く高率であ
ふのK対して、臨時または日聴は男子J ' 1 9語、な手が 3s. 6 9r去、逆Kタ・マーが 18 %近くも高
くなっており、一応ー舵常態は男子－VO与し臨時I：＂.穫は女子に多い去いう傾同が持椛で空ょう。
J吹：K1 6 オ以上の他産業従事者の従業上のJtf~位について、！＇±守主、あ正つぎ、その他の男子、主
・嫁・その他の夕子tて分って、その続柄男tJvて検討すZ、ε、第 4- 7表の如くであるe
第 4-7霊安 農家の世拠点差三従事者の続柄月iJ.従業上の地位別構成
（人・%）「一 師団糊 自殺害存主’ i一般信穏 臨時または 令 言十家族待業者 日 月事
「
主（男〕 1 2 ( 2 1. 3.) 2 4 ( 4. 3 6 ) 1 9 ( 3 4.5 ) 5 5 ( 1日0.0) 
つぎ 4 ( 7.8〕 42 ( 8 2.4 ) 5 ( 9.8) 51 (100.0〕
の守主こに 8 ( 1口Do) 8 (100.0〕
令言十 1 6 (1 4.0〕 14 ( 64. 9) 2 4 ( 2 1.1 ) 11 4 ( 1 0 0. 〕
主婦附帯主を含むミ 1 ( 6.7) 2 (13.3) 1 2 ( 8 o.o ) 1 5 ( 1 0 0.0) 
嫁 2 ( .1 2. 5) 9 ( 5 6.3〕 5 ( 31.3) 16 (100.0) 
みのイ散の女平 1 ( 7.7 ) 1 2 ( 9 2.3 ) 13(100.0) 
女平合言十 4 ( 9.1、2 3 ( 5 2. 3 ) 17(38.6) 44 (100.0)1 
この宗tてよると、男子の！サ持主でも一般常藤は最高の 43.69-f.とかなb高い比率を示す治、臨時日
麿も 34. 5 %、更年ご自営業も 21. 8 9子と、あとっき・cは比較kてならめ仔ど臨時日雇や自営業が高い
比惑を示していみ点が注目される。ところがあとつぎKなる止、→？？常穫がa2. 4 .~；； vc も還し、臨
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時P震や自営業はいずれも 10 %＇を翻！っている。また、ー その伶の男 .＋（ 1口才代5人と 20才代5
人） （，ケたあれ 8人全部が一般常壌で、自営業や時時日容は皆無εなる。
次vcv＋をみる岳、主婦f女世帯主を含む〕では 2人（ 13.3%）の一般常雇（3 a才代の主婦、
と1人（ 6.7%）の家族従業者を徐くじ 80%の者治韓時または日雇去なっている。年齢が若く
なる嫁となると臨時日雇は 31. 3 %~低下し、一般常勝－＇ s 6.3 %c過半数となり、その併の女子
( 1 0才代8人と 20才代 5人）vcなると、臨時またはP震は管無vcなh 一般常震が 92. 3 %!IL -
遥すふ。
ところで、最後に以上のような畑鳶業従事者の従業土の地位駅構成を、倒帯主，あとつぎv 主婦、
嫁Kついて、~れぞれの農家の耕地の経営規模に照して検討してみること叱する。第 4 .:.-a表にみ
る如く、宵営業は 2O O a以との農家層Kは皆無ョそれに対して、この都落では29 a以下層Kも
ないが、大体Vておいて、終営規模の小さい農家層K自営業従事者り害拾が大きくなっている。まずこ‘
一般常雇毛、俊春ー主、あとっきー、主婦、供zともK終営規模の減少につれてその比率が増犬している
こe:O－＇一般的附踊できょう。
第 4- 8軍事 他産業K従事している断苧主・あ去っき・主縞・嫁の耕作面積'}JI・従業tの地位原神脅成
会J土・団体役員 自営業主・ 一般常雇 臨時又は日雇 合 計家狭従業者
2 9a以下 2 (10 oM 2 ( 1日0.0 ) 
出 30～ 49a 2 (286) 3 ( 4 2. 9 ) 2(28.6) 7(100.0) 
手青 50～ 9 9a 6 ( 2 .7) 12 (54.5) 4 ( 1 8.2) 22(100.0) 
主 1 0 0～1 4 9a.
3(16.7) 9 ( 5 o.o〕 18 (100.0) 
~ 1 5 0～199a 
1 (20.0) 1 (20.0) 3(60.0) 5 ( 1 00.0〕
200 a以上 1 (100.日〉 1 ( 1 00.D】
合 言十 12(21.8) 2 4 ( 43.6 ) 1 9 ( 3 4.5 ) 55(100.0】
2 9 a以下
3 0～ 4 9a. 5 (100.の 5 ( 1 00.0 ) 
あ 5日～ 99a 3 (16.7) 15(83.3) 18(100.0】
と 1 0 0～149a 1 5 ( 93.8 ) 1 ( 6.3 ) 16 (100.0) 
てコ '1 5 0～199a 1 (10.0) 6 (60.0) 3(30.0) 10(100.0) .~－ 2 o o a以上 1 cso.o) 1(50.0) 2(.100.0) 
ぷ口>. 計 4 ( 7 8. 4) 4 2 ( 8 2.4) 5 ( 9.8〕 51 (100.0) 
主婦
2 9 a必Lf 1 (.33.3) 2 ( 6 .7) 3 ( 1 0 o.o) 
5日～ 49a. 、ー
官帯' 
5ひ～ 99a 1 (16.7) 1 (16.7) 4(66.7) 6(trb.O) 
1 0 0～1 4 9a 4 ( 1 oo.0〕 4(1on.o) 
喜
1 5日～・19 9 a. 2 ( 1 00.0) z.(100.0〕
200 g以上
む ム.，・ 計 1 ( 6.7〕 2 ( 1 3.3】 2(80.0) 15(100.0) 
2 9 a:以下
30～ 4 9 a.
50～ 9 9a 1 ( 1ι7) 4 (66.7) 1(16.7) 6(100.0〕
嫁 1 0 0～1 4 9a 4 C66.7) 2(33.3) 6 ( 1 0 .0) 
1 5日～19 9a 1 ( 2 5.0】 1 ( 2 s.o) 2 (5日.o) 4(100.0〕
200 a以上
合 計 2 (12.5) 9(56.3) 5 (31.3) 16(100.0) 
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fザ：トヰ主では高卒営規模の増大につれて、一般増産震の上七薮が次第Vて低下してゆくことiJ明狩陀認められ、
2日Oa以上層となる止一般活寝は皆無とな1,;.。嫁においても20 D a以上層となふと一般常雇は
皆無止なる。嫁Kおいても 2日日 a以 t震には一般活躍は皆無で孝るが、主婦では 1 0 D a以との
農家vrは一般常躍が存在しtrv-.。εこらがあιっきで（r;i. 終？言明模の増大Kつれて一般増産喜も漸減
Lていあカ玉、静営規模の大きい農家f習でも一般市震治、かなり高い比率を示し、 15 O a以止の農家
の他来業K従事している表、去っぎ12人中、半数を彬える7人が一般業壌になっていることが自を
ひく。
ととろで、臨時または日寝忙なみ去、一般常寝止は反対K、l世帯主、あ ξつぎ、主婦、嫁のいず
れについてみても、害弔営規拶の増犬Kつれて、 J子の害I!合が増加しているこFが明確に認められ忍。
特十てあ止つぎでは、 1O o aうたj慌の農家に臨時三？・るいりP穫は皆無でぎり、 1 O O a以と層vc~長ら
れるし、嫁でも 1O [)a以上！曹が砕？ん，pでt-b。いずれKしても、大方の推測すZ，去ころであろう
が．一般常毒事や白管券業~f.主将営規梓の比較自9-'1、さい農家層K支配的であるの K対して、農業事手営に
不自当 (fl 時間企労力を要し、一般｛~）濠の形をとりえない比較的終営規模の大きい農家では、農外収入
を臨時またはP壌に索！めるこ〉にな為のであle。
第3節 やとわれ兼業従事者の勤務先
ちi て、次vc この部落の農家の他す君主ふ•＇ .'iで、ヰモの従業土の地位が一般信彦、臨時または日震の
第 4- 9表 従業地別lてみたやとわれ兼業従事者数
書R 落 すち iザF 大沢野 i犬 !A保 下 タ 容山市
5脅 3 ( 4 2. 9 ) 4(5z1) 
1 0才代 1て 2 ( 2 8.6) 5(71.4) 
言十 5 ( 3 5. 7 ) 9 ( 6 4.3〕
.Eノl 17(68.0) 1 ( 4. 0 ) 5(20.D) 
2 0 :.t代 女 1 ( 1 2. 5 ) 1 ( 1 2.5) 6 ( 7 5.0〕
1 ( 3. 0 ) 1 7 ( 5 1. ) 2 ( 6.1) 11(33.3) 
男 4 ( 1 3. 3 ) 1 ( 3. 3 ) 1 7 ( 5 6.、7) 1 ( 3.3〕 3(10.0) 
3 0才代 女 2(11.1) 6(33.3) 4(22.2) 3(16.7) 3(16.7) 
言十 6(12.5) 7 ( 1 4. 6) 21(438) 3 ( 6. 3〕 1 ( 2.1 ) 6 ( 1 2.5 ) 
宅畏 2 ( 1 . 8 ) 9 ( 5 2.9 ) 2 ( 1 .8〕 1 ( 5. 9 ) 2(11.8) 
4 0才代 女 1 ( 25;0 ) 1 ( 2 5.0〕 2(50.0) 
言十 3 '(1 4.3 ) 1 ( 4.8 ) 11(52.4) 2 （ 虫5) 1 ( 4. 8〕 2 ( 9.5〕
現 2(18.2) 1 （ 虫1) 5 ( 4 5. 5〕 2 ( 1 8.2) 
5 0才代 女 1 ( 100.0) 
言十 3 ( 2 5. 0 ) 1 ( 8 3) 5(41.7) 2(16.7) 
与自 1 ( 2 5.0、 ろ（7 5.0 ) 
6 0才代 女 1 (100.0) 
計 2(40.0) 3(600) 
興 9 ( 9. 6 ) 2 ( 2. 1 ) 54(57.5) 3 ( 3 2) 2 ( 2.1〕 16(1ZD) 
合計 女 5 ( 1 2.8) 8 ( 20.5〕 8(20.5¥ 4 ( 1 0. 3〕 1 ,i( 3 5.9 ) 
言十 1 4 .( 1 0.5 ) 10 ( Z5) 62(46.6) 7 ( 5. 3) 2 ( 1.5) 5日 （2 2.6】
-as-
者、即ちゃ（－われ兼業従事者の勤め停について検討するこc（！［す為。まずその従業§也を枠別，年齢
別Kみる正第4- 9君事の如くであぶ。これによあと、現ヱ令体では大沢野町内の犬沢野地区K従業
地が-;hJ.:、ものが 5z 5 %と半数以f:K達し、次が富山市の17 %、部落内が虫 6%を続いているe
ぞれを町内 ξ町タ~vc分ったらば、町内が 7 4. 5 !If，、町外が20 %余と、町内K従業地をもつものが
圧倒的K多いn J手れK対して女子手令体では、宮山市が 35. 9 %と最高を占めていることが夜目され、
続いて大沢開也宮、舟跡地区7ういずれも 20. 5 %、部落内が12. sJ-，；と続いている。町内と町外で
は、町外は牲の宮山市の 35. 9 9(だけで、あ止は皆留了内で 64.1 %とな夕、町内が圧倒的に多いと
いっても、男二手の比盗より 10 9正余も低いことが目をひく。いずれKしても、男女合計で位大沢野
地区が 4 6.691 去半げに近く、音~落内が 1 0. 5 %、ぞのftb.町内各地区を含めて、町内K勤め件：をも
っ者は rt 4 %~ても逮している。それに対して町外は 3 0 9.正号昔、町外でも最高は宮iJ＇市の 22. 6 % 
で、町外令体の 8等i近くを占めている。
更(re年齢階層別vc抑く衿討してみる去、 10才1tの勤め先は犬沢野地区と富山市｛iζ限られており、
しかも宮山市が 64. 3 %にも達し、特Vl女二列企 71. 4 %にも及んでいる。 20才ftになると、部落
内は普無で法るが，町肉各地区や静負郡へ勤める者も出てく忌。しかし、大沢野地区がsts%t
j拘半数を占め、次いで雪山市が 33. 3 %と他の地区vc比べてかなり高い比率を矛してい為。特K女
平では雰山市が 75 .9；と伽也区を大きく圧している。ぞれに対して男平では、大沢野地flが68員f
と、惇山市の 20 %を大きく引き離している。 30才fそになると、 10・2 0才代で皆無であった
部落内もあらわれふし （1 2. 5 % ）町内各地区もその割合を増加させるが、何去いっても大沢野地
婦負郡 その他
2 ( .8.0 ) 
2 ( 6.1〕
3 ( 1 0.0) 1 ( 3. 3 ) 
3 ( ι3) 1 ( 2.1 ) 
1 ( 5.9 ) 
1 ( 4.8 ) 
1 ( 9.1〕
8.3) 
6 ( 6.4 ) 2 ( 2.1 ) 
6 ( 4.5〕 2 ( 1.5) 
（人、%）
ム仁I 言十
7 ( 1 0 0.)
7(100.0) 
1 4 ( 1 0.0. 0) 
25 ( 100.0) 
8 ( 1 0 0.)
3 3 ( 1日日日）
3 0 ( 1 0 0. ) 
1 8 ( 1 0 0. O) 
4 s c 1 o o. o) 
1 7 ( 1 0 0. 0) 
4 ( 1 0 0.日〕
21 ( 1 0 .0) 
11 (100.0) 
1 ( 1口o.o) 
1 2 ( 1日o.o) 
4 ( 1 oo.o) 
1(100.0〕
5 < 1 o o. o) 
94 ( 1日o.o)
3 9 ( 1o o. o) 
133 (100.0) 
区が 43.s9f・と最高潔を汗していゐ。それK対して、
3 0才代では富山市vc勤め先を持つ者は大幅K低下し
て12. 5 矢~vてすきなくなる。 3 0才代の演女別では、
興ニrーは大沢野地区がやはり断然多く、 56. 7 %と過半
数以上を占め、次いで部落内が 13. 3 %；、富山市と婦
負君.Eがぞれぞれ 10 %となっている。女ヱは部落を除
く舟i跡地区が 33.39rで最高を占め、次いで犬沢野地
区が 22. 2 % ..更K大久備也！芝と憲山市がそれぞれ、
1 6田 7.9rとな為。次vc4 0才代になるんやはり大沢
野地区が最高の 52. 4 9;；と潟半数すがえ‘ trいで都港
が 14. 3 %とやL増加し、て夫久保ξ宮山市が 9.5 9-f.と
続く。手のうち明ヱは大沢野地区が 52. 9 %、次いで
都港、大久保及び宮山市がそれぞれ 11. 8 %と続く。
それK対して、女二Lの旦口才代のやとわれ兼業従事者
はわず刀品 4人であるが、その勤め先は皆近接地となb
gt.山市等町外は皆無とな夕、大沢野地区が2人（ 5 0%) 
部落と舟出fーがそれぞれ 1人（2 5 %）となる。更に、
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5 0才代では、大沢野地区が 41. 7 %、吹いで部事が 25 %＇.害事 LU市が16. 7 %と続〈が、 5 0才
fそでは女子はわずかvc1人、しかもそれが部族内に勤めヰギをも弘、部落れ勤務者は皆無となふ。最
後vc6 0 才代では、や Fわれ兼業従事者は令部で 5 入、うち 5 人が犬沢野地~、後 2 人は部案内と
なり、しかも女子は部落肉の 1人7午、け止なる。
以とのように、やξわれ兼業者の従業地を会齢階層月i)VCみる去、 10 ・20才代の茶年齢層では、
大沢野町の中心をなす大沢野地区や管LlJ市のようなより一層都市化、工業イl拘進んだ地域へ勤め先
がを害申しており、特K女子では 10才代、 2 0才村正もv'C7 o %＇.以とのものが宮山 K勤め先を持っ
てい為。それK赤十Lでケの腐の原エl宮、警山市に穀J！（う為者も若手く、 1 0才代では 57 %を占めてい
第 4- 1 ci茅 従業地別・続柄別十てみたや止われ害者業従事者数
昔日 事 舟 1弊 大沢野 大久保 下 タ 宮山市
！：甘帯主f興 1 6 ( 1 5.4) 2 ( 5.1 ) 20(51.3) 1 ( 2ムd〕 1 ( 2.6 ) 5 ( 1 2.8) 
あ c てコ ぎ 3 ( 6. 4 ) 3 2 ( 6 8.1〕 2 ( 4. 8 ) 1 ( 2.1 〕 6 ( 1 2. 8) 
-f'の1f.gの興子 2 ( 2 5.0) 5(625) 
つ日rヨ－ 子合計 9 ( 9.6) 2 ( 2.1〕 54(5ZS) 3 ( 3. 2) 2 ( 2.1 ) 16(1zo) 
主婦e帯主を含tr) 5 ( 3 8. 5 ) 3(23.1) 3 ( 2 3.1) 1 ( 7.7 ) 7. 7〕
草昔、 4 ( 2 8.6) き（ 21.4) 4 ( 2 8.6) 
みの併の女子 8.3) 2 ( 1 6. 7〕 9(75.0) 
I.攻・子会計 5 ( 1 2. 8 ) 8(20.5) s(20.s) 4(10.3)1 1 4〔35.9 2 ' 
第 4-1 1表 やとわれ兼業従事者の毅勝ヰモの帝業別構成
鉱 業 建設業 製造業 安！｝売 業 金 融小業 保 E余業 通信業
与号 2 ( 2 8.6) 4 ( 5 7.1〕 1 ( 1 4.3〕｜
1 0才代 女 1 ( 1 4. 3 ) 3 ( 4 2. 9〕 2 ( 2 8. 6 ) 1 (14.3) 
言十 1 ( 7. 1 ) 5 ( 3 5. 7 ) 6(42.9) 2 ( 1 4. 3 ) 
嬰 8. 0) 1 0 ( 4 0.0〕 5 ( 2 0. 0〕 1 ( 4.0 ) 1 ( 4.0〕
2 0才代 女 2(25.0) 2 ( 2.5.0〕 1 ( 1 2. 5 ) 
計 2 ( 6.1 ) 1 2 ( 36.4 ) 7(21.2) 1 ( 3.0 ) 2 ( 6. 1 ) 
伊 1 ( 3.3 ) 10(333) 14(467) 3 ( 1 0.口1 1 ( 1 ( 3. 3 ) 
5日才代 女 9(500) 7 ( 3 89) 1 ( 5.6 ) 
言t 1 ( 2.1 ) 1 9 ( 3虫6〕 21(43.8) 3 ( 6. 3 ) 2 ( 4, 2 ) 2 1 ) 
与耳目 6 ( 3 5. 3〕 8(47.1) 1 ( 5,9 ) 7 ( 1 . 8】
4口才 ft 女 2 ( 5 0. 0 ) 2 ( 5 0. 0 ) 
計 8 ( 3 8.1) 10(47.6〕 4.8) 2 （ 虫5) 
4局 5 ( 4 5. 5 ) 4(36.4) 1 （世 1) 
5 0才代 女 I ( 1 OD.0) 
言十 6 （ち0(} ) 4(33.3) 1 ( 8. 3 ) 
明 2 ( 5 0. 0 ) 2(50.0) 
6 D才以と 女
言十 ’2 ( 4 0. 0 ) 2(40.0) 
現 1 I 1.1 ) 2 5 ( 2 6.'l' Q ( "6》 1 3 ( 1玉8) 2 ( 2. 1 l 6 ( 6.4 l 
L仁r昔ロ、1ト 女 1 3 ( 3 3. 1 4 ( 3.5. 9 ) 4 (1 0. 3 ) 1 ( 2. 6〕 2 ( 5.1 ) 
言十 1 ( 0.8 ) 3 8 ( 2 8. 6 5 4 ( 4 0. 6 ) . 1 7 ( 1.2.8 ) 3 ( 2. 3〕 8 ( 6. 0) 
-$ 0サ e
7,;,iJ!. 1 0才、 20才代令体去しては、仰の年齢層信l様K大沢野地区への通勤者が怯あかVL;j早いとと
がわかる。 ξとろが 30才、 40才、 50才と年齢階梯を昇ふvcつれて、町外、特K富山市への通
勤者か調4~し、女平の 4 0才以土では宮山市はもちろん、町外K勤め先をもっ者は皆無となる。
ぞれ(It刃aわって、町内各地区、特Vて器官答内tて勤め先をもて堵が現女去もに、その割合が増加し、そ
して、各$齢層ともtて大沢野地区が潟半数ないしそれに近レ培H合を占めていることが注目される。
いずれにしても、年齢の増加につれて通勤聞は5すくなるので会払特にその傾剛士女平において著
しいkいえる。
止とろで、やとわれ兼業従事者の従業地を更K家族内での続柄、即ち世帯主、あとつぎ、 J子の他
の男二九主婦、肱その他の女ーヱl'C7.子n て検討してみるこξUてすふ。第4-1 0歩Kみる如く、世
｛人、 9()
掃負郡 その他 合 計
2 ( 5.1 ) 2 < s.1.) 玉p( 1 0 .0〕
3 ( 6. 4) 47(100.日】
1 ( 12.5】 8 ( 1 0 0.)
6 ( 6. 4) 2 ( 21 ) 9 4 ( 1 0 0.0) 
1 3 ( 1 0 0.0〕
1 4 (1 0 o.o) 
12(100.0〕
,39(100川｜
電気・ガス サー以業 公 務水道料
ι（ 2 0.0】 1 ( 4.0 ) 
1 ( 1 2.5〕 2(25.0) 
1 ( 五日〕 7 ( 21.2）ー 1 ( 30 ) 
1 ( 5.6 ) 
1 ( 2. 1 ) 
1 ( 9.1 ) 
8.3) 
1 (100.0) 
1 (20.0) 
6 ( 6.4) 1 ( 1.1】
2.6 ) 4(10.3) 
1 ( 0. 8】 H) 1(0.8) 
帯主では、大沢野地区がち 1.3 %と過半数を占め、続い
て苦F落が 15.4 %、次がF富山市の 12.B%c続き、町内
り合せて 77 ＿%，町外は 2 3 %!ICすぎな，，，c またあとつ
ぎでは、やはり大沢野地区が 68. 1 %と圧倒的に多く、
次いで管山市が12. 8 %.、部事膏内 ξ婦負郡が6.4 )I-，；＇など
となっている。町内企町外では、町外が 19 %－余で、町
内ァメlit平野主よりも高く 80 91；余をも占めている。それr
対して、その他Rの男平（1 0才、 2 0オイ初 2・5男）
では、大沢野地区が2ι%で、他は皆町外への通勤者で、
（入、 死） 特 K苦言山市が62: 5.%を占めている。
一ー
ぷ日当、 言十
7(1000) 
7(100.0、
14(tno.o) 
2!'..(100.0) 
8 ( 1 0 0口1
3 3 ( 1日0.日）
30(1000) 
18(100.0) 
48( 1 00.0) 
17(100.0) 
4( 1 00.0〕
’21(100.0〕
11(100.0) 
1(100.0) 
1 2 ( 1日o.o)
4(100.0) 
1(100.0】
ι（100.0) 
94(100.0) 
39(100.Q) 
13 3 ( 1 00.0) 
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女平の方（て自を転ずると‘主婦では部落
内が38. 5 %と 4専!I近くを示し、次いで舟
跡、大沢野両地区がそれぞれ 23. 1 %.、町
内合言初29 2. 4 %vても及んでおり‘田了外は
言富山市の1人（ 7. 7 90にすぎない。また
嫁の方は、部落内はないゑえ舟幌地区治主
2 8. 6%、大沢野地区と大久保地区がそれ
ぞれ 21. 4 %を占め、町内合計は主婦より
もその割合は低レ功i7 1. 4 %~ても及ぶ。そ
して残りの 28. 6 ,9(,(i宮山市K勤務するも
ので、主婦よ bもその寄If合はかなタ高いこ
止が注目される。最後Kその他の女平（1 0 
才、 20才代の嫁入り前の女子）では、そ
の他の男平と同様t亡、町タ1が圧倒的に多く、
津山市カn ：.%を占めて白おb、大沢野地区
は 16. 7 %、舟緋が8.3%と続く。とのよ
ラ陀みてくる去、家族のゆでもっトも自由な立場にあるその他の男平、及びその他の女平は、その
暫1めヰギー を宮山市なE町外に求める者が大半を占め、ヂれだけ通勤除！も広い。ヂして町内に勤め先を
持つ者も.：；.－の殆んどが町の申心大沢野地lYV'C焦申している。次いで通勤簡が広いのは．嫁、～あ止つ
ぎ、勝、て世帯’主止なれもっ ξも家に拘束される主婦は、ぞの通勤閉がもっとも狭く、岩手くが部
落内、特々町内ξいうととになる。これらの状況はそれぞれの家族内での立場ないし役割を-tのま
』反映しているもの去いえよう。
ぎて、勤め'7¥＇ーについては、手の所在地だけでりなしその勤め先の望者業の種類や従業者規模等も
問題Uてなる。ヂこで、炊に勤め伎の雪量業の穏重量を先と間様Uて、やとわれ兼業従事事〉位二・年制限
第4- 1 2表 や去われ寺費量産従事者の続柄別・勤務突の潔－業別構成
あ
鉱 業 建設業 製造業
倒j売業
金保険業融 選 草食小売業 通信業
f開 1 ( 2 6 ) 1 7 ( 4 3.6 ) 14(35.9〕 1 ( 2. 6 ) 1 ( 2. 6 ) 4(10.3) 
きF 7114.9) 2 !)（ら 3.2) Fl17.0) 1 ( 2' ) 1 ( 2. 1 ) 
子 1 ( 1 2.ι1 1 ( 1 n) 4 ( !) 0.0】 1(12.5) 
汁 1<t1) 20<26.6) 4 0 ( 4 2.6 ) 1 3 ( 1 3.8 ) 2 ( 2.1 ) 6 ( 6.4 ) 
7 ( :;, 3. 8〕 4 ( 3 0. 8〕
ら（3 5.7 ) 7 （~； 0.0) 
1 ( 8.3 ) 3 ( 2 5.0 ) 4(333) 2(1再7〕
13(33,3) 1 4 ( 3 5.9 ) i 4 ( 1 o3 ) < 2 6 )I 2 < s. 1 ) , 
? ?
コトの
?
「 ?
? ??
? ? ? ? ?
ロ
第 4- 1 3校 や止われ議：業従事者の喜勤務~tの従業者拶模方u構成 ｛入、先：）
に才百
1～9人 1 0～2 9人ド…人！100～2以 300人以長 不明 合計
2(28.6) 2(286) 1 ; 1 4. 3 l 2 ( 2 8.6 7(1 00.0) 
1114.3) 1 ( 1 4. 3 ) H14.3) 4 ( 5 z1〕 7 ( 1 0 0.の
計 3(21.4) 1( Z1) 2114‘5〕 2 ( 1 4.3、 6 ( 42. 9 ) 14(100. O) 
一 与号 5120.0} 4(16.0) 3 { 1 2. 0 ) 2( 8月1 1tf16.0) 7 ( 78. 0 25 ( 1 0 . Ol 
2 0才代 女 1(12.5) 1 ( 1 2. 5 ) 2(2 5.0) 1 ( 1 2. 5 ¥ 1 ( 1 2.'5~！ • 2 ( 2 5. 0 8(100.0) 
言十 6 ( 1 8.2〕 5 ( 1 5.2) 5 ( 1 5. 2) 3 （ 官1l 5(15-? 9(2Z3) 33.(1 o o. o) 
与号 1 ( 3. 3 ) ！日（ 3 3.3. 9(30.0~ 1( 3.3) 6 ( 2 00 l 3 ( 1 0.0 30(100.0) 
3 0才代 女 1 ( 5.6 ) 8 ( 4 4. ) 3(16.7) 3(16.7l 3(16.7) 18(100.0〕
計ー 2 ( 4.2〕18 ( 3 z 5〕1 2 ( 2 5.0) 1 ( 2.1) 9 ( 1 8. 8) 6 ( 1 2. 5、 48 ( 1 0 . 0〕
現 2(11.8) 5 ( 2虫ti) 3(1Z7) 6 ( 3 5.3) 1 ( 5. 9 17(100.0) 
4 D才代 f丈 2 ( 5 0. 0 ) 2 ( 5 0. []) 4(100.0) 
言十 2( 9..5) 7(33.3) 3( 1 4.3) 8( 38.1 1 ( 4. 8 21(100.0) 
~ 8 ( 7 2. 7 2 ( 1 8. 2 1 （ 虫1 11(100.D) 
5 0三f代女 1 ( 1 0 O'.O) 1 ( 1日0.0) 
•• 言十 9 ( 7 5.0) 2 ( 1 6. 7 8. 3) 12 ( 1 O0. O) 
6む＝「代 L
7日ヲ' 2 ( 5 0.0 J 1{ 2 5.0 1 ( 2 5.0 4(100.0) 
女 1 ( 1 0日｝ 1(100.0〕
計 1 { 2日.0 ) 2<40.0) 1 { 20. 0 1( 2 0.0 5(100.0) 
」明 1 0 ( 1日.6) 29 ( 3日.9.J 1.8,( 1 9.2 3 ( 3. 2 20(21.3 14(14.9 94 ¥ 1 0 .O} 
ぷJ- 女 /, ( 1 0. 3 ) 13(33.3) 5( 1 2.8 : 1 ( 2.6 ~ 7 ( 1 7.9 9 ( 2 3.1 ) 39 (1 0日0)
言十 14(10.5) 42 ( 3 1. 6 ) 23(17.3、 '1 ( 3. 0: 27(20~3 23(1Z3、133 (1 o o.o¥ 
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みると第4-1 1動3如くである。まず令体としては、製造業従事者が 40. 6 %tic惜し、最高三容
を示し、次いで建設業が28. 6%、長［涜・小売業が 12. 8矢先サービス業がZb%c続いている。
それを男女湯Kみる h 男子全体では製造ー業が 42. 6 %と、女平令体の製造業35. 9丸’よりも高率
であるのに対して、建設業になる ξ逆に、女平が 5 玉 3%、与問二均~26.6%と女平が高率Kなって
いる点なEが特KE!をひらヂれを更に年齢階層別K分析してみると、 10才代で結卸売・小売業
が 42. 9 ~誌で一番多く、吹いで算措業が 35,79(,:、この両者が大半を占め、他は運輸講堂の 2人（ 1 ヰ.3
%）、建設業は1人（ 7.19-;.）にすぎなV可。 2 Q：才代Vとなる去、製造業が 36. 4%で最高、次いで
卸売・小売業とサーピス業がいずれも 21.2%.、運輸業と建設業がふ 1xc-続く。正ころが、 30 
才代となる去、製造業は 43 8烏：－c-.:r-の割合力忍導力日し、特tic3 0才代の興平では 46. j 9付過半数
電気、ガス サービス業水道業
1 ( 2. 6 ) 
4 ( 8.5 ) 
1 ( 1 2.5) 
6 ( 6.4 ) 
2 ( 1 5.4) 
1 ( 7. 1 ) 
1 ( 8.3 ) 1 ( 8. 3 ) 
1 ( 2.6 ) 4(10.3) 
公 務
1 ( 2.1】
1( 1.1) 
｛人、 91:) K近くなる~＇－同時K建設業：~n o才・ 20 
合 計
3 9 ( 1日日日）
47(100.0) 
8(100.0】
9 4 ( 100.0〕
13(100.0) 
12(100.0) 
391100.0) 
才止比べて比常に増加し、 39. 6勢イK達し、
特tic3 0：才代の女二乙でtまら日%にも及んでく
る。 J子の反面、卸売./J噴業やサービス業主E
ど材、 30才代では少くなって数パーセント
にすぎない。また、 40才代でも 3 0才代同
様に、製造業が 47. 6 %と最高九次いで建設
業が 38. 1 %と続くが、とれら以外の軍長期土、
4口才代ではごく除られたものとなり、特K
女平ではこの両者以外の苦手業への従事者は皆無止なる。去ころでι口才代になると婁埴業は 5丘 3
ルとよその害i恰拡低下し、 ν守tVL，代目て建穀業がb0 F与正過半数κ逮ナh。最後K6 o才代では、
女二乙はサービス業の 1人のみ、男ヱは建設業と製造業がそれぞれ 2人ずつ、言十4人だけである。
以土のようにみてくるふ各年齢層に一貫して多いのは製造業で珍つで、しかもその掛金業の勤
め先の大半拡大沢野地区Kあるところから、失のやとわれ兼業従事者の従難色別構成でみたよう氏、
大沢野地区K勤め先をもっ；者が冬年齢層を通じて~くなるわけである。また、 1 0才・ 20才代の
若年層特K女平の若年層で、官事山市への通努｝考が高い比率を示した治、これは産業の種類では卸売・
小売業やサービス業等がかなりの箸Ii合を示し昔、ることと対応すふものである。更に建設業は申な
いし高年齢層Kおいて高い割合を示していふが、これは突のやとわれ兼業待事者の従業地別構成』て
照すと、部落やその周辺が多いこ止止対応すふものである。
次に、やとわれ兼業従事者の勤め先の産業の符類を家族内Kおける続柄K分って分析すると、第
4 - 1 2茅の如くである。これによると、債帝主では建設業が 43. 6 %で最高、次いで弊造業の、
3 5. 9弘、ずっ止少くなって運輸通信業の10. 3 9-;：’と続らそれに対して、あとつきでは製造業が
b 3.2 ~存在過半数をかえて圧倒的に冬く、後は笹l境小売業の 1 7. D夕、建設業の 14 .9 %と続く。
また、その他の男ヱでは卸売小売業t＞半数を占め、他ほ建設業、製造業などにT人ずつ散在してい
る。他方女平では、主婿は建設業が 53. 89{：と圧倒的に多く、製造業の 30. 8 %がこれK続く。ぞ
れとは逆K、鉄では禦造業が b0 )I;；であるのに対し、建設業が 35. 7 9出止なる。またその他の女子
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では、何売小売業が33. 3 %＇止最高であるが・製造業が 25%＇、運輸通信業が 16. 7 f)fと続く。
やとわれ兼業従事者の勤めヰトVとついては、その微動め突の従業者の規模が問題になるが、これも
やはタ件別・年齢階層男Iik分析す~）：：第 4 - 1 3雪辱の如くである。勤め停の規模の不明な者もかな
bあるが、全体自切とは鮮業員規模の非常K小さい、 30人来滞の規模をもっ撃1めι手の者が 42. 1 %' 
kも達しており、ぞれを喫女男！｝(ICみあ λ 興こにが 41. 5 （）｛，、女二Zーが 43. 6必’と余b差異は認められ
ない。 3 0人未満去いう甥模を演に：拡大して. 1 0 0入来滞の規模Kすz,c.男子（d6 0. 7鋭、す
ヱが56. 3 %＇、今体では 5虫4%.1:過半数をは2らかに週え、 10 0人来i婦の規模の勤め先の者が非
,"t vc多いこ止がわかる。そして 30 0人以との比較的大きな規模の勤め失の者は、男ヱ;:j¥2 1.3 r.、
女二吋＇ 17. 9免（c, 7,r子より手当子がやLとまわみが、現女合計では 2日.3 %iにすぎない。
以上のような傾f古？を ~K年齢階層別に検討すゐ去、第 4 - 1 3茅では、 －JI年齢階，腎方ljにはそれ
仔ど差異を買出しえないよ今十ごも思わ九る。止ころ労1、今{t(：業員規模10 D人を墨準vとして、 10日
入来仰の努Tめ今と 10 0人以下の勤め舛:VC区分し、特vc1 0白人未i併の夫号棟の哲1め係者ーもつ老の割
合を年齢l守層別Kみふと、 10才代が42. 8 9f., 2 0才代が 48. 6身、 30才代が 66. 7 %、 40 
第 4- 1 4茅 や土われ兼業従事者の符柄月!J・勤務！，i;:の規模原止を手成 （入、%）
「ー っーて二p人 J1 0-2 叶犯～司~－'299人 t 3CO人以上！不明｜合計
i世情主 C男 I2 f 5. nj 1 9 <4 s./ 1 s r 2 o.s ) I I 6 < 15.4) I 4 ( 1 a.3 )13 9 < 1 a o.a)
I ！： っき・ I .s c 1 2.s〕I9 < 1 9.つ下！？｛円 2≫い （ 6. 4 ) 1 3 ( 2 7. 7 )j 7 ( 1 4 0 )14 7 ( 1 0 rJ.(1)
1・ヂc汁也の .!fl.平｜ 2 ( 2 5口司 1 ( 
合言十 110 ( 1 0. 6 )j2 9 ( 3 0 9 ~ i 18( 1虫2) I 3< 3. , ) 12 o ( 2t 3 ) 1 4 c 1 4.，〕 94( 1 0 .0〕
主婦恒待主：を含む12 ( 1 5. 4 )I 6 < 46. 2 ) I u z 7)I ! 3 < 2 3.1〕11< 7.7)13(100.0) 
嫁.I I 5 ( 3 5.7 ) i 4( 2 8. 6 ) I I 3 ( 2 1.4) I 2 ( 1 4. 3 ) 1 4 ( 1 0 0. 0'
！ の他の女子 I2 c 16. 1 )J 2 < 1 6.1 )I I 1< a. 3刊 1r s.3 ) I a < s o司 )112( 1 o o.o)I 
J女子合者十 ＿ ：＿！＿~~三日） l 5（~~ユエ三笠_:iu_一日立斗ヱμ日ユ阻止出
第~. -1 5表 守5支部落差是家から五人以上の従業者が通勤している勤め先
に 従業者 部落からの新t 所在地区 事業の穏類 産業分績 併業者総数規 模 男女計
日本カーボン総惇山工場 大沢野地区 蒸長？？電報製造 製造業 5 2 6人 1 5 1 1 6 
陪 道 組 部落内 土木工事詩負 建設業 1 /J人 8 3 1 1 
東邦化掌工業協 大沢野地区 切断砥石製造 製造業 3 8人 8 1 9 
大沢野土建邸 大釈野地区 木造建築請負 態設業 約20人 8 8 
大 町 工 業 舟勝地区 土木建築工事請負 建設業 豹 20人 7 日
北時電気工業KI<本社工場 った久保地17 通信機用紙あ1器製造 事9.造業 3 4 7人 3 4 7 
敷島紡績邸，笹fl：工場 大沢野地区 紳来襲話造 J前 ヲー、止＇）. Fぎt必 8 3 2人 3 2 5 
安 村 工 ヰ芳以呈ー むら 大沢野地区 耐火煉瓦製造 気Fと川 2、'.r合ZニL フ九法託" , 8 3人 2 2 4 
谷 牛 乳 八尾町 牛乳製造販売 多[j売業 約10人 3 3 小売業
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才ft：が 5_7:1 %、 50 才f℃：p~75%、 6 0才代が 80 % t:たり、 40才代で 30才代よりもやL下
降するとはいえ、毎齢階梯のと昇につれてその害i合は漸増していることが認められる。結局、年齢
がイ長いほど規模の大きな勤め先を持つ考の害！拾が多く、反対K年齢が高まるKつれて、勤め先の規
模の小さい考が増加していることがわかる。
安た、やとわれ兼業者H事者の場jめ俣の規模を署交換における続柄別Kみると第 4- 1 4衰の如くで
ある。これもそれほど明務た差異は指摘で秀ないが、 10白人以上の従業者数の比較酌犬きな勤め
先をもっ者付あとつぎに最も多く、その34%と5分の 1余に及んでいるのが日代つく。また、主
婦と嫁も 10日人以上の勤め先考もつ者カ；；； 2 0%余グコ割合を示すが、あ去っき以外は、いずれも
1 0 0人以下の規模の勤め先をもっ者が圧倒的tて＋大数を占めている’。
最後に、以とのようなこの部落のや去われ兼業従事者の勤め4tの中で、特にこの部落から 5人以
との従業者のいる勤め t先を具体的にあげて、ヂの戸庁部虫、事業の簿類、従業者規模、この部落から
の従業者数、その男女別・続柄別・従業との地位別の内訳等を禾す止第 4- 1 5 ~与の如くである。
これによると、この都落から 3人以との従業考がいるのは、八尾町の長谷牛乳を除くと、そのfltJは
皆犬沢野町内K所在地のあるものばかbであ忍。じかも町内でも、大沢野対症が5、部落内、舟白井
地区、大久保地区が各1と、大半が大沢野認訴（1:集出していることがわかる。ぞして、これらの勤
め先で従業するものを合計すふと、 7 1人とたり、との部落のや止われ兼業従事者 13 3，人中53. 4 
1誌に及ぶのであって、この部落のやどねれ兼業従事者の主要iめ併も町内の→部の事業所K、かた b集
中していふ土いえるであ九%また、犬沢野町内VC(rj:3 o o人以上の従業者規模をもっ事業所とし
ては、日本カーボンk証言Llr工場、敷島紡綜KK笹津工場、北陸電気工業恥耕土工場の 5つがあるが、
先のき与にみる如く、これらへもこの部落から合計28人、やとわれ兼業従事者中約 21 9手の者が通
勤していふ。なかでも日本カーポンへの通勤者は 16人にも及び、この部落からの従業者数で第 1
位を占めている。第 2位は部朝乃で土産主業を営む悟道組で 11人、ぞれ刀Aちfilf石製造の東邦化学｛
地位
被帯内のi続柄）別内訳
世帯主 る止とり その他 主婦 綜 そのfl主の男子 の女子
5 9 1 1 
4 4 3 
7 1 
7 
1 3 4 
2 1 3 
2 2 
2 
2 1 
ー一一
従業上の地位男ij内訳
一般 ，；￥褒 臨時P穣
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大沢野地!Y）が？人で第5位、
更lぞ建設業の大習を野土建（大
沢野地区）と、大町工業（舟
跡地区）がそれぞれ 8人で続
いている。このよ弓行動め'fr;
への害i蒸からの従業者数につ
いて、更kてその内訳を検討す
み去大体において、集；i造業で
は一般議爆の男二己、特に世帯
内の地位（続柄）ではあ止 ξ
りが一番多く、次いで世帯主
が多いのが目立つ。ぞれK対
して建設業では臨時四雇が非
常に多〈、続柄では世帯主、主婦、嫁が多いのが注目される。このζとは先の部落全体のやとわれ
兼業従事者の分析の結果ともほぼ一致するものとレサょうn
〔後記1
:<t:調査は、宮山大学経済学部経済研究室の昭和43年度の研究のーっとして、三里初、高反成長
過程Vて始まる農村労働力の移動と農村社会。変貌を、長期的Ki皐？？干するととを意図して計画され
た。しかし大学粉争や担当者の一人、藤原の転出もあって、その計画の続行は断念を余義？をく
され、かつ調査結果の多〈の部介君ピ山口が引き継いで整斑することになったが、その報告作成が
遅滞い今日まで延ばされ、学部にも大変御迷惑を日げることになった。とうして出来上った報
告は、主として昭和パ 3年前後の資料や統計によ b、また報告の指数の関係ーと、内容も部分的な
ものに1きらざゐをえ左かった九
向、この調査研究は多くの方面の方々の御教示、抑協力(tC負っところ大である。停に、大沢野
町助役の石黒武夫民（現県議）、総務課の小川樽文氏をはじめとする大沢野町役場の方々、大沢
野町図書善団長の舘Eぷ氏、更に面倒な調査に心よく応じてもらったお控這気工業邸、不二工業KK
東邦化学工業：廷の従議員。方々、守家部落の拶p瀬武義えをはじめとする役職者や住民の方々、現
地調査の折K：御縞理，といって宿舎を摂供いただいた帝龍寺の室生孝範師に厚〈辛子礼を申し上げた
い。また、当時九地調査K参加してくれた中潤哲男、荒木宏、大坪勝、小1!童家相h 草野明烏の学
生諸君の労にも感謝したい。
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